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御曹司の天使溺愛計画







　　　　１




　重い瞼まぶたを無理やり押し上げたシドニー・ロックハートは、視界に飛び込んできた光景に眉まゆ根ねを寄せた。

　白い天てん井じようパネルが、眩まぶしいほどの明かりに照らされている。長方形を組み合わせたそのデザインに見覚えはなく、ここがいったいどこなのかさっぱり見当もつかない。

（眩しすぎる……明かりを消してくれ）

　再び瞼を閉じて、両手で顔を覆おおう。

　いや、覆おうとしたところで、体が動かないことに気がついた。

（なんなんだ？）

　疲ひ労ろうがたまると体が鉛なまりのように重く感じることがあるが、それとは違ちがう。体が重く感じるどころか、首から下の感覚がなくなったかのようだ。

　瞼をこじ開け、シドニーはぐるりと視線を動かした。

　チューブや点てん滴てきのビニールバッグが目に入り、ぎょっとする。

（……病院？）

　なぜ自分が病院にいるのか、まったく思い出せない。けれど体が動かない状態で病院のベッドに横たわっているということは、何か重大なアクシデントに見み舞まわれたということだろう。

　ふとシドニーは、自分がまだ生きているのかどうか、不安になってきた。

　今自分が見ている光景は現実のものなのか、それとも死後のさまよえる魂たましいが見ている幻まぼろしか。

（落ち着け。意識があるってことは、今のところはまだ生きてるってことだ）

　しかしものものしい医い療りよう機器に囲まれ、チューブでつながれているらしい現状を考えると、死が近いことを覚かく悟ごしたほうがよさそうだ。

　目を閉じ、生きている間にやり残したことがないか考える。

　仕事に関しては、おおむねやり遂とげたといっていいだろう。念願だった数学研究者を支し援えんするための非営利団体を起たち上げることができたし、この一年で財政面の課題もクリアできた。自分がいなくなっても、優ゆう秀しゆうなスタッフたちがシドニーの理念を引き継ついでさらに発展させてくれると信じている。

　では、シドニー自身の人生はどうか。

　まさか三十五歳になったばかりで突とつ然ぜん人生が終わるとは思っていなかったので、やり残したことはたくさんある。スカイダイビング、北ほく欧おう旅行、暇ひまになったら読もうと思って積んである本の数々──そして大おお叔父おじから相続した郊こう外がいの屋や敷しきでのんびり休きゆう暇かを過ごすこと。

　特に大叔父の屋敷は、壊こわれたまま放置されていた庭のプールを修理したばかりだ。一度も泳ぐことなくこの世を去るのは残念すぎる。

（けどまあ、俺が死んだら一族の誰だれかが相続して有効に活用してくれるだろう）

　財産や不動産、所有していたものについては心残りはない。スカイダイビングや旅行も、縁えんがなかったのだと諦あきらめることができる。

　ただひとつ心残りがあるとすれば、生きている間に運命の伴はん侶りよに出会えなかったことくらいか……。

　ふと、笑いがこみ上げてくる。

　運命の伴侶なんてロマンティックな連中の妄もう想そうだと馬ば鹿かにしていたのに、死に際ぎわに心残りに思うなんて、実は己おのれの中にそういう願望が潜ひそんでいたのだろうか。

　これまでつき合った女性たちを思い浮うかべようとするが、どの顔もぼんやりと曖あい昧まいで、名前もすぐには出てこなかった。

　それもそのはず、今までの人生で本気で誰かを愛した記き憶おくがない。とっかえひっかえ派手に遊んでいたわけではなく、同世代の男に比べると恋れん愛あい歴は地味なほうだろう。基本的に来るもの拒こばまず去る者追わず、どの女性とも長続きしなかったのは、シドニーに恋愛感情というものが欠落していたことが主な原因だ。

　世の中には恋愛に向いていない人間もいる。たとえ百歳まで生きたとしても、自分は運命の伴侶に出会うことなく人生を終えたはずだ──。

　人生の回想に耽ふけっていると、誰かの足音が近づいてきた。

　ごく小さな音だ。足音を立てないよう注意しつつ、かすかな衣きぬ擦ずれの気配から動作がきびきびしていることが窺うかがえる。

　薄うす目めを開けると、水色の服をまとった後ろ姿が目に入った。

　ずいぶんと華きや奢しやな体つきだ。ショートカットのさらさらの黒くろ髪かみにほっそりしたうなじ、俯うつむいて書類をめくっている指も細く、どことなく少年めいている。

　その人物が向きを変えて横顔が見えた瞬しゆん間かん、シドニーは思わず息を飲んだ。

（…………天使だ）

　長い睫まつ毛げ、憂うれいを帯びた大きな瞳ひとみ、愛らしい唇くちびる──細ほそ面おもてに配置された美しいパーツが、完かん璧ぺきな調和を生み出している。

　性別は不明……いや、天使なのだから性別はなくて当然だ。透とう明めい感かんのある中性的な美び貌ぼうに、純じゆん粋すいで無む垢くな魂を具現化するとこのような姿になるのかと感心する。

　天使の横顔を見つめたまま、シドニーは深々とため息をついた。

　天使が迎むかえに来たということは、自分は天国に連れていかれるのだろう。特別いいことをした覚えもないが、法を破ったり道徳に反するようなこともしていないので、天国行きが妥だ当とうと判断されたようだ。

（こんな綺き麗れいな天使がいるなら、天国も悪くないな）

　科学者の端はしくれとして、シドニーは天国だの地じ獄ごくだの来世だのといったものはいっさい信じていなかった。けれどこうして天使を目まの当たりにした今、考えを変えざるをえない。　>>>♥

「……きみ、名前は？」

　名前を尋たずねると、天使が驚おどろいたように振ふり返った。

　紅茶色の大きな瞳と正面から視線が合った瞬間、突然鐘かねの音が高らかに鳴り響ひびく。

　それは人生で初めての、崇すう高こうで神こう々ごうしい体験だった。

　うまく説明できないが、一瞬で全身が幸福感に満たされるような……。

「目が覚めたんですね」

　そう言って、天使はにっこりと微笑ほほえんだ。

　涼すずやかな声と控ひかえめな笑え顔がおに、心臓が激しく高鳴る。

「麻ま酔すいが効いてますので、無理に動かないでください」

　そう言って、天使はシドニーのそばにある機器の数値を覗のぞき込んだ。

「……俺は生きてるのか？」

　掠かすれた声で尋ねると、天使がくすりと笑った。

「ええ、もう大だい丈じよう夫ぶですよ。大きな事故でしたが、奇き跡せき的に左ひだり腕うでの骨折といくつかの打だ撲ぼく傷しようで済みました」

「事故？」

「覚えてらっしゃいませんか？」

　小首を傾かしげるようにして尋ねられ、シドニーは次し第だいに頭の中の霧きりが晴れていくのを感じた。

　──思い出した。仕事を終えて車で帰宅中、青信号の交差点を横断していたところ、信号無視の暴走トラックが突つっ込んできたのだ。

　激しい衝しよう撃げきと、エアバッグが胸にどすんと当たった感かん触しよくがありありとよみがえる。

「ああ……そういや自分で救急車を呼んだんだった」

「先生を呼んできますね」

　天使がくるりと踵きびすを返し、軽かろやかにドアへ向かう。

「ちょっと待ってくれ！」

　慌あわててシドニーは、天使を呼び止めた。

　天使が振り返り、心配そうに歩み寄ってくる。よく見ると、天使がまとっている水色の衣ころもはスクラブ──看護師のユニフォームだった。

「どうしました？」

「きみの名前は？」

　紅茶色の瞳を見つめ、改めて尋ねる。

「架かけるです。カケル・チバ」

　胸ポケットの名札を指さしながら、天使──いや、看護師の架が笑みを浮かべた。

「また会える？」

　急せき込んで尋ねると、架がほんの少し怪け訝げんそうな表情になる。

「ええ、僕があなたの担当になると思いますので……」

「よかった。それを聞いて安心したよ」

　ふうっと息を吐はいて、シドニーは目を閉じた。

　架の言うとおり、まだ麻酔が残っているらしい。猛もう烈れつな眠ねむ気けに襲おそわれ、意識が薄れていく。

　架が部屋を出ていく気配を感じながら、シドニーは不思議な幸福感に身を委ゆだねた。
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「ヘイズさん、ここにいらしたんですね。ずいぶん捜さがしましたよ」

　マンハッタン総合病院の中庭の片かた隅すみ、担当している入院患かん者じやを見つけた千ち葉ば架は、ほっとして表情をやわらげた。

　対照的に、車くるま椅い子すの老人が不ふ機き嫌げんそうな表情で振り返る。

「リハビリの時間だって言いに来たんだろう？」

「そうです。もう三十分ほど過ぎてますが」

　笑みを浮かべ、ヘイズ氏の車椅子のハンドルをそっと握にぎる。方向転てん換かんさせようとすると、老人が振り向いてぎろりと架を睨にらみつけた。

「こないだも言ったが、俺にはリハビリなんて必要ない。だってそうだろう。今さら何をやったところで、この右みぎ脚あしはもう二度と動かないんだから」

　忌いま々いましげに己の膝ひざを叩たたきながら、老人が吐き捨てる。

「ええ、おっしゃるとおり、脚を動かすのは難しいでしょう。けど、背筋や上じよう腕わんを鍛きたえることで、車椅子ではなく杖つえを使って歩くことができるようになりますよ」

「ふん、車椅子でも杖でもたいして変わらん」

「本当に？」

　にっこり微笑みかけると、ヘイズ氏が少々ばつが悪そうに目をそらした。

「……まあ確かに、杖で歩くほうがちょっとばかり小回りが利きくかもしれんな」

「僕もそう思います。リハビリを続けるのは大変だと思いますが、一いつ緒しよに頑がん張ばりましょう」

　観念したらしい老人が、少々大おお袈げ裟さにため息をつく。

　車椅子を押してヘイズ氏をリハビリ室へ送り届け、架もほっと息をついた。

　患者の中には、わがままで手に負えない人も少なくない。ヘイズ氏はまだいいほうだ。看護師を自分の使用人と見なしてあれこれ命令する人もいるし、具合が悪いわけでもないのに呼びつけ、おしゃべりの相手をさせようとする人もいる。先月まで入院していた元外げ科か医いだという男性は、ことあるごとに己おのれの知識をひけらかして医者や看護師を辟へき易えきさせたものだ。

　廊ろう下かを歩きながら、今日のリハビリのスケジュールを確かく認にんする。

（次はロックハートさんか……）

　──シドニー・ロックハート。現在院内の女性スタッフの間でいちばん人気の患者だ。

　アメリカ有数の大だい富ふ豪ごうロックハート一族の御おん曹ぞう司しで独身、百九十センチ近い長身でイケメンとくれば、女性たちが色めき立つのも当然だろう。

　シドニーの人気の理由はそれだけではない。金持ちの中には鼻持ちならない連中も多いが、シドニーは決して自分の地位や財産をひけらかすことなく、架たちスタッフにも礼れい儀ぎ正しく接してくれる。

『紳しん士しぶった男は大勢いるけど、彼は正しよう真しん正しよう銘めい、本物の紳士よね』

　同どう僚りようのベテラン看護師が、感心したように言っていた。

　その点については架も異論はない。物もの腰ごしが柔やわらかく、話し方も丁てい寧ねいで、上流階級出身ならではの気品も備えている。わがままや不平を言わないし不機嫌を露あらわにすることもないし、担当看護師としては実にありがたいタイプの患者だ。

（だけど……ちょっと苦手なんだよな）

　最上階にあるシドニーの個室の前に立ち、ふっと小さく息を吐く。

　決して嫌きらっているわけではない。嫌っているわけではないのだが……。

　意を決し、架は軽くドアをノックした。

「ロックハートさん、リハビリのお時間です」

　言いながらドアを開けると、目の前にシドニーが立ちはだかっており、ぎょっとする。

　目が合うと、シドニーは嬉うれしそうに笑みを浮うかべた。

「そろそろきみが来る頃ころだろうと思って待っていたんだ」

　明るいブルーの瞳に見下ろされ、ごくりと唾つばを飲み込む。

　澄すんだ色は晴れた日の空のように美しいが、何を考えているのかさっぱり伝わってこなくて、見つめられるたびに困こん惑わくしてしまう。

　自分のペースを取り戻もどそうと、架はひと呼吸置いてから笑え顔がおを作った。

「こないだも言いましたが、僕が遅おくれたときは先にリハビリ室に行って構わないんですよ」

「遅れたってほどじゃないよ。リハビリ開始まで五分ある」

「じゃあさっそくリハビリ室に行きましょう。体調に変わりはありませんか？」

　シドニーが視線を宙にさまよわせ、少し考える素そ振ぶりをみせる。

「今朝きみと会えなかったから少々下降気味だったんだが、今はすこぶる良好だ」

「そうですか」

　軽く聞き流して、架はシドニーと肩かたを並べて廊下を歩いた。

　患者の中には看護師を口説こうとする不ふ埒らちな輩やからも少なくない。そして架の場合、華きや奢しやな体つきや中性的な顔立ちのせいか、言い寄ってくるのは男性ばかりだ。

　十代の頃から妙みような男につきまとわれることが何度かあったので、ナンパ男の撃げき退たい法には長たけている。甘い顔を見せるとつけ上がりそうな相手にはとことん素っ気なく、少々やばそうな相手にはとりあえずそつなく接し、徐じよ々じよに嫌われるように仕向けていく。

（おかげでこの歳としになっても恋れん愛あい未経験なんだけど）

　内心ため息をつきつつ、エレベーターのボタンを押す。

　シドニーは、別に架を口説こうとしているわけではない。下心のある男はもっと態度があからさまだし、視線もねっとりと粘ねばついている。

　おそらくシドニーは、誰だれに対しても愛あい嬌きようをふりまくタイプなのだろう。ラブではなくライクの意味で好意を示されるのは、看護師として悪い気はしない。

　やってきたエレベーターに乗り込み、リハビリ室のある三階のボタンを押す。シドニーとふたりきりになり、架はほんの少し緊きん張ちようがこみ上げてくるのを感じた。

「俺は前世とか生まれ変わりとか信じてないんだが、きみとは前世で会ってるんじゃないかと思う」

　唐とう突とつにシドニーが口にしたセリフに、架は眉まゆ根ねを寄せた。

　よくある口説き文句だ。彼には下心があるようには見えなかったが、架の思い違ちがいだったのだろうか。

「……急になんです？」

　用心深く、シドニーの横顔を見上げる。一いつ瞬しゆんときめいてしまった自分が腹立たしくて、声が刺とげ々とげしくなってしまった。

　シドニーは唇くちびるを引き結び、真しん剣けんな表情で架を見下ろしていた。

　ナンパ男だったら相手の反応をにやにやしながら観察しているところだが、こんなふうにごく真面目まじめな口調で切り出されるとどう受け取っていいかわからなくて困ってしまう。

（もしかして、カルトとかスピリチュアル系とかにはまってるんだろうか）

　架の困惑を感じ取ったのか、シドニーが「言いたいことはわかってる。俺はおかしなことを言ってるよな」と肩をすくめた。

「けど、他ほかに説明しようがないんだ。病室で目覚めてきみを見た瞬間、すごく懐なつかしい感じがした」

「気のせいです。麻ま酔すいから覚めたばかりで混乱してたんでしょう」

　素っ気なく言って、エレベーターの扉とびらに向き直る。

「医者を見ても何も感じなかったぞ」

「先生と対面したときには、意識がはっきりしてましたから」

　シドニーがうーんと唸うなり、怪け我がをしていないほうの右手を顎あごに当てる。

「初対面の人間を懐かしく感じるのは、脳の働きと関係あるのかもしれん。あるいは一見似ていないように見えても、目鼻立ちの比率が親しい人間と近いとか」

「科学的見地から検証したほうがよさそうですね」

「ああ。なぜきみを懐かしく感じるのか、入院中に研究してみよう」

　三階に到とう着ちやくし、エレベーターの扉が開く。

　シドニーの斜ななめ後ろを歩きながら、架は小さく息を吐はいた。

　先ほどのセリフは、別に架を口説こうとしていたわけではないらしい。ほっとしつつ、心の底にもやもやした感情が渦うず巻まいていた。

　シドニーと言葉をかわすたび、架はどっと疲つかれてしまう。もしかしてこの人は自分に気があるのでは……と身構え、そうではないことを確認して安心する、そのくり返しだ。

　わかりやすく口説いてくれたほうが、こちらとしてもきっぱり断ることができる。シドニーの曖あい昧まいでつかみどころのない態度は、架にとってストレスでしかなかった。

　リハビリ室のドアを開けると、担当の女性理学療りよう法ほう士しがぱっと顔を輝かがやかせるのがわかった。

「こんにちは、ロックハートさん」

「こんにちは。今日もどうぞよろしく」

　シドニーも愛あい想そよく応じる。

　彼女は金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、なかなかの美人だ。確かバツイチで子供がいると聞いているが、シドニーと並ぶとまるでロマンス小説の表紙のようにさまになる。

　今日のリハビリ内容を確認しつつ、架はさりげなく彼女を観察した。

　以前は無造作に束ねていた髪かみを、ハーフアップにして肩に垂らしている。心なしか、メイクにも気合いが入っているように見えた。

　ふいに架は、胸が痛くなるような疎そ外がい感を覚えて戸と惑まどった。

　先ほどエレベーターで架を惑まどわせたシドニーが、美しい女性と親しげに話している。ただそれだけのことなのに、世界にたったひとり取り残されたような寂せき寥りよう感がこみ上げてきて……。

　リハビリ室をあとにして、架は小さくため息をついた。

　自分とシドニーでは、ロマンス小説の表紙にはなれない。そのことがつらいとか悲しいとかいうわけではないが、喉のどの奥につかえた苦い塊かたまりはなかなか溶とけてくれなかった。

（シドニーと出会って以来、どうも調子が狂くるいっぱなしだ）

　ちらりと振ふり返ると、ガラス張りのリハビリ室の中央でシドニーがストレッチを始めているところだった。目が合ったとたん笑顔になり、架に向かって両手を大きく振ってみせる。

「真面目にやってください」

　しかめ面つらで口だけ動かして、架はくるりと背を向けた。







　最上階に戻り、ナースステーションの前を通り過ぎようとしたところで、看護師長に呼び止められた。

「なんでしょう？」

　カウンター越ごしに尋たずねると、年配の看護師長は無言で中に入るように手招きをした。

　彼女の表情から、いいニュースではないことが窺うかがえる。憂ゆう鬱うつな気分で、架は彼女に続いてナースステーションの奥へ向かった。

「私の気のせいかもしれないけど、念のためにあなたに知らせておこうと思って」

　看護師長が振り返り、声を潜ひそめて切り出す。

「さっき一階のロビーを通ったとき、ドレイクさんに似た人を見かけたの」

　その名を耳にしたとたん、すっと血の気が引いていく。

　──フィル・ドレイク。四ヶ月前に退院した元患かん者じやの男性だ。

　二十三歳の大学生で、入院当初は明るく社交的な好青年という印象だったのだが、次し第だいに架に対して大人げない独どく占せん欲よくを見せるようになった。

　彼が自分に恋こい心ごころを抱いだいているらしいことに気づいてから、架はできるだけ素っ気ない態度をとるようにした。けれど恋に夢中な青年には通じなかったようで、退院の際に恐おそれていたことが起きてしまった。フィルに交際を申し込まれたのだ。

　丁てい重ちように断ると、その場では納なつ得とくしたように引き下がってくれた。ところがその後、彼は架に対してストーカーじみた行こう為いをくり返すようになった。

　最初は電話やメール、着信を拒きよ否ひすると病院に手紙を送ってくるようになり、それも無視していると病院に現れるようになった。

『手紙、届いてるんだろう？　なぜ返事をくれないんだ！』

　血走った目で詰つめ寄られ、痕あとが残るほど強く腕うでを摑つかまれて、架は生きた心ここ地ちがしなかった。

　フィルは明らかに心のバランスを崩くずしていた。架に対する感情はもはや恋ではなく病的な執しゆう着ちやくで、駆かけつけたスタッフや警備員がなだめようとしても聞く耳を持たなかった。

　警備員に暴力を振るったため警察を呼ぶ事態となり、接近禁止命令が出された。

　警察沙ざ汰たになったことがこたえたのか、彼は姿を見せなくなった。あとから聞いたところによると、休学して実家に戻っていたらしい。

　あれから約二ヶ月。忘れかけていた彼の名前を聞いて、つきまとわれていたときの恐きよう怖ふがありありとよみがえってくる。

「確かめようと思って追いかけたんだけど、病院を出たところで見失っちゃって。遠目にちらっと見ただけだから確信は持てないんだけど」

「……わかりました。気をつけます」

　視線を床ゆかに落とし、小さく頷うなずく。声に動どう揺ようがにじみ出てしまい、看護師長が心配そうに眉をひそめた。

「警察を呼ぶ？」

「いえ、本人かどうかわかりませんし、僕の前に現れたわけではないので」

　慌あわてて笑え顔がおを作り、看護師長に告げる。架としても、警察沙汰はなるべく避さけたかった。

（本当にフィルだとしても、病院に何か用があって来ただけかもしれないし）

　下手に騒さわいで刺し激げきするのはまずい。はっきりしたストーカー行為があってから通報しても遅おそくないだろう。

　看護師長に礼を言って、架はナースステーションをあとにした。担当患者のリハビリのスケジュールを確かく認にんしつつ、廊ろう下かですれ違う人たちの顔を素す早ばやくチェックする。

　フィルとは、もう二度と会いたくない。粘っこい視線や神経を逆さか撫なでする物言い、警備員に食ってかかったときの暴言が次々頭の中に浮うかんできて、気分が悪くなってくる。

　少しひとりになりたくて、架は手近にあったリネン室に駆け込んだ。

　ドアを閉めて深呼吸し、そっと冷たい壁かべにもたれかかる。

（どうして僕の恋っていつもうまくいかないんだろう）

　実を言うと、入院当初のフィルに、架はほんの少し惹ひかれていた。明るく社交的な性格、眼鏡めがねが似合う知的な風ふう貌ぼう、年ねん齢れいが近いこともあって話も弾はずみ、こんな彼氏がいたら楽しいだろうなと思った。

　──そう、架の恋れん愛あい対象は同性だ。十二、三歳の頃ころに自覚し、二十五歳の今まで誰にも打ち明けたことがないが。

　同性愛者であること以前に、架は内気で奥手で、恋愛に関しては消極的だ。ほんのり恋心を抱いた男性も何人かいたが、遠くから眺ながめているだけで満足していた。

　誰かとつき合うとなれば、それなりに心を開かなくてはならない。

　真面目まじめな優等生だった架は、中学に上がった頃から同級生に煙けむたがられるようになった。深刻ないじめには遭あわなかったものの、からかわれたり無視されたりしているうちに、次第に人とかかわることが億おつ劫くうになった。その上妙みような男につきまとわれて散々嫌いやな思いをしたものだから、すっかり恋愛に対して臆おく病びようになってしまった。

　看護師になってからは同どう僚りようと打ち解けることができるようになってきたが、恋愛方面は発展がないままだ。

　フィルの視線が熱を帯びていることに気づいたとき、もしかしたら初めての恋人ができるかもしれないとちょっぴり浮かれてしまった。けれど彼がちょっとしたことで拗すねたり些さ細さいなことで他ほかの患者と口論したり、幼よう稚ちな面を見せられるたびに気持ちが冷めていった。

　フィルがストーカーになったのは、自分にも原因があるのかもしれない。気持ちを知られないよう振る舞まっていたが、フィルは架の中にある自分への好意を鋭するどく嗅かぎつけていた。

『俺に気があるんだろう？　架は真面目だから患者と看護師っていう立場で遠えん慮りよしてたんだろうけど、退院したからもう気にしなくていい』

　フィルの自信満々なにやけ顔が脳のう裏りに浮かび、肌はだがぞわりと粟あわ立だつ。

　これまでの経験から、自分にはストーカー気質の男を素早く察知する能力があると思っていた。しかしフィルの歪ゆがんだ性格を見み抜ぬくことができず、この一件で恋愛に対してさらに臆病になってしまった気がする。

（世の中の人たちは、いったいどうやって運命の伴はん侶りよと巡めぐり会ってるんだろう）

　ある程度かかわりを持ってみなければ、その人の本質はわからない。こればかりは、何度も失敗をくり返しながら学んでいくしかないのかもしれない。

　もう一度大きく深呼吸して気持ちを落ち着かせ、架はリネン室をあとにした。
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「架、あなたに花が届いてるわよ」

　──数日後。午後の巡じゆん回かいを終えてナースステーションに戻もどった架は、同僚看護師のカレンに声をかけられて首を傾かしげた。

「僕に？　僕の担当患者さんにではなく？」

「あなた宛あてよ。配達業者の伝票を確認したから間ま違ちがいないわ」

　カレンも少々訝いぶかしげな表情だ。それもそのはず、届けられた花はピンクの薔薇ばらを基調にした豪ごう華かなアレンジメントで、まるで結けつ婚こん式の会場に飾かざられているようなボリュームなのだ。退院した患者からお礼のカードをもらうことはあるが、こんなゴージャスな花を贈おくられたのは初めてで、喜びよりも戸と惑まどいを感じてしまう。

（いったい誰が……）

　花の間に差し込まれた白い封ふう筒とうに、ふと嫌な予感がした。

　数日前に看護師長がフィル・ドレイクらしき人物を見かけたあと、別の同僚も病院のそばで彼に似た男性を見かけたと言ってきた。

　彼女たちの見間違いではなく、フィルが再び架の周辺をうろつき始めたと考えて用心したほうがいい。小さく息を吐はいて、架は封筒の中からカードを取り出した。

『親愛なる架へ。きみのイメージにぴったりの花束を見つけたので贈ります。フィルより愛を込めて』

　フィルの名前を目にしたとたん、全身から血の気が引いていく。

　嫌な予感が的中してしまい、架はよろりとカウンターにもたれかかった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　顔が真っ青よ」

「ええ……あの、看護師長は？」

「ミーティング中よ。そろそろ終わると思うけど」

　言いながら、カレンがカウンターに置かれたカードに視線を向ける。

「ちょっと、花を贈ってきたのってあのストーカー？　大変だわ。すぐに通報しないと」

「待ってください、まず看護師長に相談してから……」

「そんな悠ゆう長ちようなこと言ってる場合じゃないわよ。接近禁止命令が出てるのに、職場に花を贈ってくるなんてどうかしてる」

　カレンが目め尻じりをつり上げる。カレンも高校時代に同級生からつきまとわれた経験があるとかで、この手の事案には人一倍敏びん感かんなのだ。

「通報はします。けど、まず看護師長に報告を……」

「何を通報するって？」

　ふいに背後から降ってきた声に、ぎくりとする。

　振ふり返ると、シドニーがにこにこしながら立っていた。

「……なんでもありません」

「架のストーカー男が花を贈ってきたの。接近禁止命令が出てるのに」

　さりげなくカードを伏ふせるが、カレンに暴ばく露ろされてしまう。

　フィルの件は、シドニーには知られたくなかった。二ヶ月前の騒そう動どうに居合わせた人もいるし、ほかの患かん者じやには知られても別に気にならないのだが……。

「ストーカー？　それは初耳だな」

「ロックハートさんが入院されるちょっと前に、ひと騒動あったんです。元患者が架に会わせろってしつこく尋たずねてきて、ついには警備員に殴なぐりかかって警察を呼ぶ羽目になったの」

「それは……大変な目に遭ったんだな」

　シドニーに気き遣づかわしげな表情で見下ろされ、架はかあっと頰ほおが熱くなるのを感じた。

　同性からストーカーされているなんて、ゲイだとばれてしまわないだろうか。

　ゲイだから男から狙ねらわれるのだと思われないだろうか──。

「本当にね。接近禁止命令も出たし、このところ姿を見せなかったから諦あきらめたのかと思ってたんだけど。あ、ちょっと失礼」

　廊下の奥から現れた医師に呼ばれ、カレンが急いでナースステーションをあとにする。

　薔薇のアレンジメントの前でシドニーとふたりきりになり、架は困って視線を泳がせた。

「彼女が言うように、これは警察に通報したほうがいい」

「ええ、そうします」

「そうだ、今度その男が訪ねてきたら、俺のことを恋こい人びとだと紹しよう介かいすればいい。恋人がいると知ったら諦めるだろう」

　思いがけないシドニーの提案に、架は驚おどろいて目を見開いた。

「だめです。あなたを巻き込むわけにはいきません」

「きみにはいつもよくしてもらってるから、力になりたいんだ」

　シドニーに詰つめ寄られ、思わずあとずさる。

　恋人のふりだなんて、いったいシドニーは何を言い出すのだろう。簡単に言うが、事情を知らない人に誤解されて面めん倒どうなことになるのは目に見えている。

　第一ストーカーを挑ちよう発はつするなんて危険すぎる行こう為いだ。よくしてもらってるなどと言うが、架はあくまで看護師という仕事をこなしているだけで、患者に個人的な恩義を感じてもらいたいなどとは思っていない。

「……この話はまたあとで。失礼します」

　ちょうど視界に看護師長の姿が入ってきたので、架は逃にげるようにその場を離はなれた。
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（恋人のふりをするなんて申し出は、ちょっとあからさまだったか）

　急ぎ足で立ち去ってゆく架の後ろ姿を見ながら、シドニーはふっと息を吐いた。

　カウンターに置かれた大おお袈げ裟さなアレンジメントに目をやり、眉まゆ根ねを寄せる。

　架が男につきまとわれていたとは知らなかった。接近禁止命令が出たということは、相当しつこく悪質だったということだろう。

　架に不快な思いをさせている男がいるなんて、許しがたいことだ。

（俺に対してどことなくよそよそしい態度だったり、近づくたびにびくびくするのもストーカーが原因なんだろうな）

　入院以来、架のことをずっと観察してきたからわかる。架は男性が苦手で、特に二十代から四十代くらいの男らしいタイプを敬遠している。おそらく今回のストーカーだけでなく、これまでに何度も怖こわい目に遭あってきたのだろう。

　カウンターにもたれて、淡あわいピンクの薔薇にそっと触ふれてみる。

　こんなことは絶対に本人には言えないが、シドニーはストーカー男が架につきまといたくなる気持ちも理解できる気がした。

　中性的な美び貌ぼうに、少年めいた華きや奢しやな体つき。清潔感があり、声や話し方に品がある。真面目まじめでお堅かたい優等生タイプのようでいて、おそらく本人も自覚していないのであろう秘密めいた色いろ香かを漂ただよわせており……。

（気持ちはわからんでもないが、ストーカー行為は言語道断だ）

　ストーカー男と同じミスを犯おかしてはならない。まずは架の警けい戒かい心しんを取り除き、少しずつ信しん頼らい関係を築いていくところから始めなくては。

　──そう、シドニーは架を手に入れるつもりでいるのだ。

　この歳としまで、シドニーは本気の恋をしたことがなかった。正確には、本気の恋がどういうものか知らずにいた、と言ったほうがいいかもしれない。

　それなりに女性とつき合ってはきたが、相手に夢中になった経験はない。言い寄ってくる女性の中から気の合いそうなタイプを選び、うまくいくよう努力するものの、何度かデートを重ねているうちに時間の無む駄だだと感じるようになってしまうのだ。

　当然ながら相手にもそれが伝わって、『あなたは私のこと好きじゃないのね』などと言われるのが常だった。

　誰だれかを好きになるという感情が、シドニーにはいまひとつ理解できなかった。

　人生は恋れん愛あいがすべてではない。きっと自分は恋愛に縁えんのない人間なのだろうと考え、深く悩なやんだこともなかった。

　ところがあの日、病室で目覚めて天使の姿を目にしたとたん、突とつ然ぜん世界ががらりと音を立てて変わった。

（今まで一ひと目め惚ぼれなんて信じていなかったんだが）

　架と目が合ったとき、自分の中に熱い衝しよう動どうがこみ上げてきたのをよく覚えている。

　けれどそれがなんなのか、しばらくの間わからなかった。

　どうやら自分が架に恋をしているらしいと気づいたのは、出会ってから十日目の夜のこと。

　消灯時間の見回りにきた架と雑談していた際、シドニーが何気なく口にした冗じよう談だんに、カーテンを閉めていた架がふいに軽かろやかな声を上げて笑った。

　看護師として愛想よく振る舞まおうと努力しつつ、架はいつも警けい戒かい心を張り巡めぐらせている。その鉄てつ壁ぺきのバリケードがほんの少し崩くずれて素す顔がおが見えた瞬しゆん間かん──シドニーは自分の中で燃え盛っているこの感情が恋だと気づいた。

　どうりで、架のすべてを──真面目すぎて融ゆう通ずうが利きかないところも含ふくめて──好ましく感じていたわけだ。

　以来、シドニーは密ひそかに架を手に入れるための計画を練っている。

　骨折もほぼ完治しているし、そろそろ計画を実行に移す頃ころ合あいだろう。

（ちょうどタイミングよく、と言ってはなんだが、ストーカーを架から引き離すという口実もできたしな）

　ストーカーの件は予想外だったが、利用できるものはなんでも利用すべきだ。

　口元に笑えみを浮うかべつつ、シドニーはゆっくりと踵きびすを返した。







　個室の前で立ち止まったシドニーは、ふと覚えた違い和わ感かんに首を傾かしげた。

　男性用のコロンの香かおりが辺りに強く漂っている。この病院のスタッフは、こんなに香こう水すいの匂においを撒まき散らしたりはしない。

（誰か来たのか？）

　ドアを開けると、窓まど際ぎわに立っていたスーツ姿の男が振り返った。

「こんにちは。あなたが入院したと聞いて、お見み舞まいに来たんですよ」

　眼鏡めがねをかけた、これといって特とく徴ちようのない容よう貌ぼうの若い男だ。人の顔を覚えるのはあまり得意ではないので、親しげに話しかけられても彼が誰なのか思い出せない。

「覚えてませんか？　統計学の学会でお会いしたんですけど」

　男が笑みを浮かべながらゆっくりと近づいてくる。

「そうだったかな。えーと……」

「フィルです。フィル・ドレイク」

　差し出された右手を、シドニーは一瞬躊ちゆう躇ちよしたのち握にぎり返した。

　最近は落ち着いてきたが、入院当初は見み舞まい客がひっきりなしにやって来て、少々辟へき易えきさせられた。親しい人ならともかく、仕事で数えるほどしか会ったことがない人にまで見舞いに来られると微び妙みような気持ちになってしまう。

　フィル・ドレイクと名乗ったこの青年も、シドニーが心配で来たわけではなく、ロックハート家の御おん曹ぞう司しのご機き嫌げん取とりに来たのだろう。

「怪け我がの具合はいかがですか？」

「幸い軽い怪我で済んで、もうほとんど治ったよ。リハビリも順調だ」

　椅い子すを勧すすめるが、フィルは落ち着かない様子で窓のそばをうろついていた。眼鏡の奥で、しきりに瞬まばたきをくり返している。

　──何かがおかしい。

　人の顔を覚えるのは不得手だが、それでもシドニーの直感が、この男とは一度も会ったことがないと告げていた。知り合いを装よそおって病室に入り込んできたのだとしたら、早急につまみ出さなくてはならない。

　しかしシドニーは、相手の出方を見るためしばらく様子を窺うかがうことにした。

「ちょうどコーヒーを飲もうと思ってたんだ。きみもどう？」

　内心の疑念をおくびにも出さず、簡易キッチンに備え付けられたコーヒーメーカーを指さしながら軽い口調で切り出す。

「ええ、ぜひ」

　コーヒーメーカーをセットしていると、フィルが背後に近づいてくる気配がした。

「実は僕も、この病院に入院していたことがあるんですよ。こんな快適な個室ではなかったですけど」

「へえ、そうなんだ」

　振ふり返ると、斜ななめ後ろに立っていたフィルと視線がぶつかる。

　ひどく思い詰つめたその表情に、シドニーはこの青年が誰なのかわかった気がした。

（俺の勘かんが当たっているとしたら、まずい事態だな）

　おそらく彼は、架に薔薇ばらを贈おくったストーカー男だ。どういうつもりで自分の部屋を訪ねてきたのかわからないが、恋に狂くるった男の鋭するどい嗅きゆう覚かくで、シドニーがライバルであることを見抜いたのかもしれない。

「気が変わった。コーヒーはやめておこう」

　コーヒーメーカーの電源を切り、フィルのほうへ向き直る。ひと呼吸置いて、シドニーは彼を刺し激げきしないよう穏おだやかな口調で切り出した。

「きみはもう帰ったほうがいい。そして二度とここへは来ないことだ」

「な……なんですか急に」

　フィルが鼻白み、声を上うわ擦ずらせる。その表情には、明らかに動どう揺ようがにじみ出していた。

　フィルがシドニーに何か言い返そうとしたそのとき、ふいに誰かがドアをノックする音が響ひびいた。

「ロックハートさん、入りますよ」

　──まずい。架の声だ。

「だめだ、入るな！」

　慌あわてて叫さけぶが遅おそかった。ドアを開いた架が、フィルを見て驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

「ドレイクさん!?　どうしてここに!?」

「わかってるだろう、きみに会いに来たんだ」

　フィルが、大おお股またで架に詰め寄ろうとする。

「架、ナースステーションに戻もどって警備員を呼んでくるんだ」

　抑おさえた声こわ音ねで言って、シドニーはフィルを背後から羽は交がい締じめにした。といっても左ひだり腕うでが万全の状態ではないので、あまり長くは拘こう束そくできそうにない。

「離はなせ！　知ってるぞ！　おまえも架のこと狙ねらってるんだろう！　架に馴なれ馴れしくしやがって！」

　フィルが暴れ、悪態をつく。

　架を狙っていることを本人の前で暴ばく露ろされ、シドニーは内心狼ろう狽ばいした。まったく、フィルの正体に勘づいた時点でさっさとつまみ出しておくべきだった。

　しかしここでぼろを出すわけにはいかない。フィルの挑ちよう発はつを無視し、シドニーはポーカーフェイスを貫つらぬいた。

「架、早く警備員を」

「は、はい……っ」

　茫ぼう然ぜんと戸口で立ちすくんでいた架が、弾はじかれたように踵きびすを返して廊ろう下かを走っていく。

「架！　きみと話がしたいだけなんだ！」

「落ち着け。これ以上架に嫌いやがられるような真似まねは慎つつしんだほうがいい」

　片手でフィルを押さえつつ、説得を試みる。

「架は嫌がってなんかいない！　シャイだから照れてるだけだ！　おまえこそ、架に嫌がられてるってことに気づけ！」

　フィルは完全に正気を失っていた。こんな状態では説得は無理だろう。

　シドニーの手を振り切って逃にげようとしたので、やむなく足あし蹴げりを食くらわせる。

「うわっ、な、何を……っ」

　床ゆかに倒たおれたフィルの上に、シドニーは素早く馬乗りになった。高校、大学時代にレスリング選手として活かつ躍やくしていたシドニーにとって、これくらいは片手が不自由でも朝飯前だ。

「警備員が来るまで大人しくしてろ」

「くそっ！　いい気になるなよ！　架はおまえのことなんか好きじゃないんだからな！」

「どうかな。俺と架がいい雰ふん囲い気きだから、不安になって乗り込んできたんだろう？」

　大人げないと思いつつ、挑発してしまう。

　シドニーも、架に好かれているという自信を持っているわけではない。どんな手を使ってでも自分のものにするつもりでいるが、架に拒きよ絶ぜつされたら自分がどうなってしまうのかわからなかった。

　そういう意味では、フィルは同士だ。こうはなるまいと思っていても、恋こいに狂った末にいつか同じ道をたどってしまうかもしれない。

　恋というのは実に恐おそろしい。こんなふうに、自分をコントロールできなくなるのだから──。

「……すまない。俺にもきみの気持ちはわからなくもない。けど、架を愛しているのなら、架を怖こわがらせてはだめだ」

「怖がらせてなんかいない！」

　話が通じないフィルにため息をついたところで、制服姿の警備員がふたり飛び込んできた。

「やめろ！　離せ！」

　両腕を警備員にがっちり摑つかまれて、フィルが個室から連れ出される。

　入れ替かわりに、血相を変えた看護師長が「お怪我はありませんか!?」と飛び込んできた。

「ええ、大だい丈じよう夫ぶです。架は？」

「警察が来るまで、安全のためバックルームに避難させてます。本当に申し訳ありません、ロックハートさんにまでご迷めい惑わくをおかけして」

「それはいいんです。架に会いにいっていいですか？」

　看護師長の謝罪を遮さえぎり、急せき込んで尋たずねる。

「ええ、構いませんけど……」

　看護師長が言い終わらないうちに、シドニーは風のように個室をあとにした。
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　ナースステーションの奥にあるスタッフ用の休きゆう憩けい室で、架は茫然と立ち尽つくしていた。

　耳の奥に、フィルの怒ど鳴なり声がこびりついている。詰め寄られたときの恐きよう怖ふがよみがえり、背筋がぶるっと震ふるえた。

（殺されるかと思った……）

　ストーカーは、自分の思いどおりにならない相手に危害を加えることもある。腕を強く摑まれたときも怖かったが、今日のフィルの目つきはこれまで以上に思い詰めている感じがした。

　あのときシドニーがフィルを止めてくれなかったら、いったいどうなっていたのだろう。

（シドニーにまで迷惑をかけてしまった……）

　看護師として、担当する患かん者じやを個人的な事情に巻き込んで危険にさらしてしまうなんて、とんでもない失態だ。

　シドニーのことが心配で、警備員と一いつ緒しよに個室へ戻ろうとしたのだが、看護師長に止められてしまった。せっかく治りかけている怪け我がが悪化していなければいいのだが……。

「架！」

　低くなめらかな声に、はっと顔を上げる。

　カレンに案内されて、シドニーが休憩室に入ってきたところだった。

「架、大丈夫か？」

　大股で近づいてきたシドニーに問いかけられ、こくこくと頷うなずく。返事をしようと口を開くが、声が掠かすれて出てこなかった。

「きみが無事でよかった」

「……っ！」

　シドニーに怪我をしていないほうの右手でそっと抱だき寄せられ、架は口から心臓が飛び出しそうになった。

　──まずい。そんな場合じゃないのに、自分の中にあるシドニーへの感情が大きく波立ち始めている。

　もしかしたら、自分はシドニーに惹ひかれているのかもしれない。これまでにも何度かそう感じたことがあったが、そのたびに架は勘かん違ちがいだと自分に言い聞かせてきた。

　自分はシドニーに惹かれているわけではない。彼が思わせぶりな態度を取るから、それに惑まどわされているだけだ、と。

　けれど今、気づいてしまった。

　自分はシドニーに好意を抱いだいている。

　恋と呼ぶにはまだ早い、けれどいずれ恋心になるかもしれない特別な感情──。

　逞たくましい胸にすっぽりと包み込まれて、恐怖で凍こおりついていた体がじんわりと溶とけていく。

　どきどきしているのに安心感に包まれているという、なんとも不思議な感覚だった。

　もうしばらくこの心ここ地ちいい温ぬくもりに浸ひたっていたかったが、架はさりげなくシドニーの腕から逃のがれた。

「……すみません、あなたまで巻き込んでしまって……」

「きみが謝ることはないよ。このとおり、俺はなんともないし」

　シドニーが、おどけた様子で軽く両手を広げてみせる。架も笑えみを浮うかべようとするが、うまくいかなかった。

「少し休んだほうがいい。ほら、座って」

　言いながら、シドニーが手近にあった椅い子すを引いてくれる。

　礼を言って、架は倒れ込むように椅子に掛かけた。

　どうやら思っている以上にダメージを受けているらしい。椅子に座った今も、脚あしが小刻みに震えている。喉のどの渇かわきを感じて視線をさまよわせると、シドニーがさっとウォーターサーバーから水を汲くんできてくれた。　>>>♥

「ありがとうございます……」

　ゆっくりと味わうように飲む。冷たい水が全身の隅すみ々ずみまで染しみこみ、生き返る心地がした。

「フィルのことだが」

　架の向かいに座って、シドニーが切り出す。

「ストーカーというのは一種の病気だ。彼のためにも、専門医の治ち療りようを受けさせたほうがいい」

「……ええ。接近禁止命令が出たときも、看護師長が彼のご両親にそう進言したんです。僕は同席していなかったのでご両親がどうされたか知らないんですが……大学を休学させて実家に連れて帰ることにしたとは聞きました」

「親としては、少し頭を冷やせば治まると思ったんだろうな。けどそうはならなかった。やはりなんらかの手を打つべきだろう」

「そう願いたいです。結局のところ、フィル本人が変わらないことには……」

　そうは言っても、他人の自分が口出しできることではない。

　それに、本音を言えばフィルとは金輪際かかわりたくなかった。自分のことなど忘れ、どこか知らない土地で心こころ穏おだやかに暮らしてくれたら、それでいい。

「俺がフィルのご両親と話してみよう」

　シドニーの提案に、架は驚おどろいて目を見開いた。

「そんな、あなたにそこまでしていただくなんて……っ」

「俺も一応、フィルの被ひ害がい者しやだからな。彼の勝手な思い込みで恋のライバルにされて、病室に乗り込まれたわけだから」

　フィルの言動を思い出し、かあっと頰ほおが熱くなる。

　シドニーが架を狙ねらっているなんて、勘違いもはなはだしい。ロックハート家の御おん曹ぞう司しが一看護師──しかも男だ──に本気で熱を上げるわけなどないことは、正気だったら理解できるはずだ。

「とにかく、一度看護師長とも話してみるよ」

　シドニーが立ち上がり、そっと架の肩かたに手を置く。

　その温もりに、再び心臓がどくんと跳はね上がった。鼓こ動どうがシドニーの手のひらに伝わって、心に芽生えた感情を悟さとられてしまうのではと焦あせる。

　けれど温もりはすぐに離はなれ、シドニーは足早に休憩室から立ち去っていった。

　赤くなった顔を見られなかったことにほっとしつつ、架は紙コップに残っていた水を飲み干した。

　頭の中は、フィルの一件よりシドニーのことでいっぱいだった。先ほどシドニーにハグされたときの高こう揚よう感かんが、体のあちこちにありありと残っている。

（シドニーのことが好きなんだろうか……。いやいや、ショックなことがあって気が動転してて、恋だと錯さつ覚かくしてるだけかも）

　でもあんなふうに、どきどきしてるのに安心感に包まれる感覚なんて初めてだった。

　あの感覚を、もう一度味わってみたい。もう一度シドニーに抱き締しめられたいと考えたところで、架ははっと我に返った。

（……何を考えているんだ、僕は。シドニーは別に、そういうつもりでハグしてくれたわけじゃないのに）

　冷静になろうと、大きく深呼吸する。

　気持ちが落ち着いてきたところで、架は現実的に考えてシドニーと自分がどうこうなるわけがないということに気がついた。

　シドニーは全米有数の大だい富ふ豪ごうの御曹司だ。たまたま患者と看護師という立場で出会っただけで、自分とは住む世界がまったく違う。彼が退院したら二度と会うことはないだろうし、好きになってもつらい思いをするだけだ。

　だったら、シドニーへの感情が恋こいになる前に封ふう印いんしたほうがいい。

（どっちみちもうすぐ退院だし……）

　立ち上がってウォーターサーバーに水を注ぎにいく。

　さっきはあんなに美味おいしかったのに、二杯はい目の水はなぜか苦い味がした。
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　──シドニーの個室にフィルが侵しん入にゆうした事件の翌々日。

　ロックハート家が所有するリムジンの後部座席で、架は半ば茫ぼう然ぜんと目の前の風景に見入っていた。

　リムジンが向かっている先はスリーピーホロウ、マンハッタンから車で約一時間のところにある小さな町だ。

　いったいなぜスリーピーホロウに行くことになったのかというと……。

『ロックハートさんが、一刻も早く退院したいとおっしゃっているの』

　事件のあった日の夜、看護師長に呼び出された架はそう告げられた。

『はい……あんなことがあったので当然でしょうね』

　シドニーの怪我は快復が早く、事件がなかったとしても二、三日中には退院できる見込みだった。リハビリも順調だし、退院が少し早まっても問題はないだろう。

『退院の件は、まあいいの。病院としては、警備システムに不備があったと訴うつたえられるんじゃないかとそっちが心配で』

『……そうなりそうなんですか？』

　おそるおそる、架は尋たずねた。フィルがシドニーの個室に侵入したのは、もとはといえば自分のせいだ。訴そ訟しようとなれば、架も責任の一いつ端たんを問われるかもしれない。

『いえ、ロックハートさんは訴えないとおっしゃってくださったわ。ただしそれには条件があって……いえ、条件って言い方ではなかったわね。わがままを聞いてほしいと頼たのまれたの。退院後しばらく別べつ荘そうで療りよう養ようしたいので、あなたに付き添そい看護師として同行してほしいと』

　看護師長の言葉に、架は驚いて目を見開いた。

『別荘？　ちょっと待ってください、別荘ってどこにあるんですか？』

『スリーピーホロウだそうよ。送そう迎げい付きで住み込み、遠方なので特別手当も出してくださるって』

『住み込み!?』

『そんなに驚くようなことじゃないでしょう？　うちの病院は自宅での付き添い看護師の派は遣けんもやってるし、住み込みも珍めずらしくないわ』

　架も何度か付き添い看護師として個人宅に派遣されたことがある。たいていはアパートから通える範はん囲いだったが、一週間ほど住み込みで働いたこともあった。

　けれどシドニーの別荘で住み込みとなると、話は別だ。

　シドニーが自分を狙っているわけではないことはわかっている。妙みような下心からではなく、純じゆん粋すいに架の身の安全を考えて提案してくれたのであろうことも。

　シドニーの気き遣づかいはありがたいが、シドニーと一いつ緒しよに過ごすうちに彼への感情が恋心に変わってしまいそうで怖こわかった。

『あの、ロックハートさんの怪け我がはほとんど治ってますし、付き添い看護の必要はないかと』

　なんとか別荘行きを回かい避ひしようと、架は看護師長の目を見上げた。

『ええ、それは私もわかってる。けど患かん者じやさんに要よう請せいされたら、こちらとしては派遣するしかないの』

　誰だれか他ほかの人にお願いしてください、と言うべきか否いなか。

　シドニーと一緒に過ごすのは怖いけれど、勝手なもので、他の看護師にその役目を任せるのも気が進まなかった。

『この話はあなたにとっても好都合だと思うわ。ドレイクさんはご両親が迎むかえに来てピッツバーグの実家に連れ戻もどすそうだけど、またここに乗り込んでくるかもしれない。しばらくこの病院を離れたほうがいいでしょう』

　架が返事を渋しぶっていると、看護師長が苛いら立だたしげに腕うでを組んだ。

『ロックハートさんはうちの警備の手て薄うすさを非難するどころか、スタッフにはとてもよくしてもらったって言ってくださってるのよ。それにここだけの話、病院に多額の寄付を申し出てくださってて』

　看護師長の目が、『断れるはずないでしょう？』と言っていた。

　そう、断れるはずがなかった。

　マンハッタン総合病院の一看護師として、上からの命令には従うしかない。

　そんなわけで、今朝アパートの前に迎えにやってきたリムジンに乗り込んだのだ──。

「今日はやけに口数が少ないな。もしかして車に酔よった？」

　隣となりの席に座っているシドニーに声をかけられ、架ははっと我に返った。

「……いえ、大だい丈じよう夫ぶです。まだちょっと、ことのなりゆきに頭が追いついてなくて……」

　前を向いたままぼそっと答えると、シドニーが声を立てて笑った。

「難しく考えるな。降って湧わいた休きゆう暇かだと思えばいい」

「そういうわけにはいきません。僕はあなたの付き添い看護師として、あなたの休暇に同行するのであって……」

「怪我はほぼ治ってるから、きみの手をわずらわせることはないと思うよ。だからきみものんびりバカンスを楽しんでくれ」

　シドニーの言葉に、架はひどく動どう揺ようした。仕事に徹てつしようと心に決めてきたのに、シドニーは架に看護師としての仕事を求めていないらしい。

「どうして僕に、そこまでよくしてくださるんです？」

　ゆうべからずっと頭の中で渦うず巻まいていた疑問が、ぽろりとこぼれ落ちる。

　口にしてから、まるで自分への好意を期待しているようなセリフだと後こう悔かいしたが遅おそかった。

「きみには病院で世話になったから、恩返しがしたかった。それに、あんな危険なストーカーに狙われてるのを目まの当たりにしたら放ほうっておけない」

「……ありがとうございます」

　素す直なおに礼を言って、ちらりとシドニーのほうに視線を向ける。

　麻あさの開かい襟きんシャツにバミューダパンツ、素足に革かわのサンダル履ばきで、濃こい色のサングラスをかけている。こういうリゾートスタイルはともすればだらしなく見えがちだが、さすがロックハート家の御おん曹ぞう司し、長い脚あしを組んでゆったりと座っている姿がファッション誌のグラビアのようにさまになっていた。

（入院患者用の服とリハビリ用のジャージ姿しか見たことなかったから、すごく新しん鮮せん……）

　そういえば架も、看護師のユニフォームである水色のスクラブ姿以外を披ひ露ろうしたのは初めてだ。

　日ひ頃ごろから小こ綺ぎ麗れいな服装を心がけてはいるが、ロックハート家の別荘に同行となると手持ちの服では心こころ許もとなくて、慌あわてて何着か新調した。

　スーツでは堅かた苦くるしいし、ジーンズはカジュアルすぎる。今朝も散々悩なやんだ末にボタンダウンのシャツにチノパン、ローファーという無難な組み合わせにしたのだが、黒くろ塗ぬりのリムジンがやってきた時点で、どうあがいても場ば違ちがい感が拭ぬぐえないことを悟さとった。

（まあいいか。シドニーがどう言おうと、僕は付き添い看護師に徹するつもりだし）

　患者と看護師という関係を保ったまま、つつがなく仕事を終わらせたい。

　別荘には十日間滞たい在ざいする予定だと聞いているが、その間シドニーのことをこれ以上好きにならないように、そしてシドニーにこの気持ちを気づかれないようにしなくては。

「スリーピーホロウの首なし騎き士しの伝説は知ってる？」

　シドニーに話しかけられ、架は顔を上げた。

　いつのまにか、リムジンはスリーピーホロウに到とう着ちやくしたようだ。高級住宅地として知られているだけあって、緑豊かな環かん境きように大きな家がゆったりと建ち並んでいる。

「ええ、聞いたことがあります。首のない騎士が、夜な夜な馬に乗って村人の首をはねてまわるっていう……」

「そうそう、元ネタは『スリーピーホロウの伝説』っていう小説で、この町はもともとノース・ターリータウンという名前だったんだが、おそらく小説の舞ぶ台たいはここだったのだろうってことで、一九九六年にスリーピーホロウに改名したんだ」

「それは知りませんでした」

「ハロウィンの時期には観光客が押し寄せるらしい。別荘があるのは町外れだから、多分そこまでは人は来ないと思うんだが……ああ、ロックハートの本家が見えてきた」

「本家？」

　シドニーの指さす方向を見て、架は目を瞬またたかせた。

　蔦つたが絡からまる石造りの屋や敷しきは、個人の邸てい宅たくというより美術館か博物館のようだ。庭もかなり広く、鉄製の門もん扉ぴの向こうに屋敷までの長い私道が続いているのが見える。

「ちなみに俺は分家筋で、今の当主の甥おいにあたる。次期当主のクレイグとは従兄弟いとこ同士だ」

「なんか……別世界です……」

　ロックハート邸を見上げ、架はぼそっと呟つぶやいた。頭ではわかっていたが、こうして規格外の大邸宅を目の当たりにするとしみじみ実感させられる。

「そうそう、クレイグは最近日系人の青年と婚こん約やくしたんだ。クレイグの亡なくなった弟に子供がいて、その子供の叔父おじと恋こいに落ちて……なんかややこしいな。とにかく、自分は結けつ婚こんするつもりはないって言ってたクレイグが今じゃ婚約者にめろめろで、一族みんなびっくり仰ぎよう天てんでさ。せっかくだから久々に会いに行こうと思ったんだが、この夏は婚約者と甥っ子と三人でハンプトンの別荘に行ってるって」

「入れ違ちがいになっちゃいましたね」

　相あい槌づちを打ちつつ、架はロックハートの本家の次期当主に同性の婚約者がいると聞いて内心ひどく驚おどろいていた。

　ロックハート家のような名家は、保守的なのだろうと思っていた。実際はどうかわからないが、シドニーの口調からはクレイグの婚約に家族の反対があったようには聞こえない。

「俺はまだ婚約者の彼とは会ったことないんだが……そういえばきみも日系人なんだっけ？」

「え？　えーと、そういうことになりますかね。僕の両親は日本生まれの日本育ちなんですけど、仕事でアメリカに赴ふ任にん中に僕が生まれて……」

「ご両親は今もこちらに？」

「いえ、日本に。僕も十五歳のときいったん帰国したんですが、日本の学校になじめなくて、大学進学を機にこっちに戻ったんです」

「そうなんだ。生まれたのはニューヨーク？」

「ボルティモアです。といっても、郊こう外がいの田舎いなかで育ったんですけどね。今の病院に就職するため、初めてニューヨークに出てきました」

「俺もコネチカット州のベッドタウン育ちだ」

「そうなんですか？　生きつ粋すいのニューヨーカーかと」

「一歳頃ごろまでマンハッタンで育ったんだが、両親が子育てには向いていないと思ったらしい。ニューヨークに住み始めたのは大学卒業後で、最近都会暮らしに疲つかれてきたところだ」

　シドニーの言葉に、架も深々と頷うなずいた。

「都会暮らしは疲れますよね……。僕はクイーンズのアパート暮らしなんですけど、家賃も物価も高いし」

　言ってから、家賃や物価の高さは富ふ豪ごう一族の彼には関係のないことだと気づいて苦く笑しようする。

「実を言うと、今回のバカンスは職場の移転先の下見も兼かねてるんだ。去年大叔父から古い屋敷を相続して、これを機にスリーピーホロウに引っ越こすのもありだなと思って、考えてみたら職場もどうしてもマンハッタンじゃなきゃいけない理由もないし、だったら自宅も職場もこっちに移そうかと」

「いいですね。ここなら渋じゆう滞たいに巻き込まれることもなさそうですし」

　言いながら、架は窓の外へ視線を向けた。

　まったく、うらやましい話だ。シドニーは自ら設立した非営利団体のトップなので、自分の一存で職場を移転することができる。

　架がマンハッタンの病院で働いている理由はただひとつ、給料がいいからだ。学費のために学生ローンを利用したので、返済のことを考えて今の病院に就職した。けれど家賃や物価が思っていた以上に高く、生活にあまり余よ裕ゆうがない。加えて都会暮らしがもたらすストレスも、この二年で相当溜たまっていると感じている。

（僕もそろそろ転職を考えるべきかな……）

　スリーピーホロウのような高級住宅地は無理だとしても、州北部の田舎町なら家賃も割安だろう。あるいは、生まれ故郷のボルティモアに戻もどるという手もある。ニューヨークでは日々の仕事に追われて考える暇ひまがなかったが、スリーピーホロウ滞在は将来について考えるいい機会かもしれない。

「ようやく別べつ荘そうに到着だ」

　シドニーの声に、はっと顔を上げる。

　車まわしの先に、古めかしい石造りの屋敷がたたずんでいた。先ほど目にしたロックハートの本家ほどではないが、こちらもかなりの豪邸で圧あつ倒とうされてしまう。

　リムジンが玄げん関かんの前に停車し、運転手がドアを開けてくれる。礼を言って車から降り、架は改めて別荘を見上げた。

「すごいですね……」

　いったい何部屋あるのだろうと思いつつ、小さく呟く。

「幽ゆう霊れい屋敷みたいだろう？　あちこち傷いたんでたから、とりあえずキッチンとバスルームは全部リフォームしたんだ」

「いつ頃ごろ建ったものなんですか？」

「一八六〇年代だと聞いている。何度か改築したみたいだけど。ああ、荷物は自分で運ぶからいいよ。ありがとう」

　運転手が下ろしてくれた荷物を受け取り、階段を上って玄関に向かう。腕うでの状態が心配だったが、シドニーは右手で軽々とスーツケースを運んでいた。

「いらっしゃいませ、お待ちしておりました」

　シドニーが玄関の鍵かぎを取り出したところで、内側から扉とびらが開く。

　出で迎むかえてくれたのは、六十歳くらいの紺こん色いろのワンピース姿の女性だった。別荘に滞在中は通いの家政婦が来てくれると聞いているので、おそらく彼女がそうなのだろう。

「やあマーサ。急な滞在で、無理を言って悪かったね」

「いえいえ、いつでも大だい歓かん迎げいですよ。こちらが付き添そい看護師さん？」

　柔にゆう和わな茶色い瞳ひとみを向けられ、架も笑えみを浮うかべた。

「初めまして、カケル・チバです。お世話になります」

「まあまあ、なんて可愛かわいらしい看護師さんなの。おっと、男性に可愛いなんて失礼だわね」

　マーサが口に手を当ててくすくす笑う。上流階級のお屋敷の家政婦には厳格なイメージを持っていたが、マーサは親しみやすそうだ。

「コーヒーでもいかが？　それとも先にお部屋にご案内しましょうか？」

「そうだな、まずはこの荷物を運んでしまおう」

「では二階にご案内します」

　マーサのあとに続いて、玄関ホール中央の大きな階段を上る。

（外観もすごかったけど、中もすごい……）

　玄関ホールだけでも架の住んでいるアパートの総面積より広そうだ。屋敷の内部はイギリスのマナーハウスを思わせる造りで、アンティークの調度品がバランスよく配置されている。

　階段の壁かべには、先祖のものであろう肖しよう像ぞう画がが何枚も掛かけられていた。磨みがき込まれた暗あん褐かつ色しよくの床ゆか板いた、彫ちよう刻こくが施ほどこされた手すり、蠟ろう燭そく型のウォールランプ──貴族の館やかたのようなインテリアは、シドニーの大叔父の趣しゆ味みだろうか。

「シドニーさまはこちらの主しゆ寝しん室しつを、架さんはお隣となりのお部屋をお使いください」

　長い廊ろう下かの突つき当たり、マーサが両開きの扉を押し開ける。

　シドニーの隣の部屋を指定されて、架は心の中でうっと呻うめいた。

（これだけたくさん部屋があるんだから、何も隣じゃなくても……っ）

　しかし自分はシドニーの付き添い看護師としてここにやってきたのだと思い出し、内心の動どう揺ようを抑おさえ込む。シドニーに何かあったときにすぐに駆かけつけることができるようにと配はい慮りよしてくれたのだろう。

「荷ほどきをしたら、家の中を案内するよ」

「はい」

　主寝室の手前のドアを開け、荷物を運び入れる。

（うわ……高級ホテルの部屋みたい）

　スモーキーグリーンの壁かべ紙がみの広々とした寝室は、カーテンやベッドカバーも緑色で統一されていた。部屋の中央にダブルサイズのベッド、壁かべ際ぎわにライティングデスク、窓辺にはコーヒーテーブルと肘ひじ掛かけ椅い子すが置かれており、大きな窓からは日の光が燦さん々さんと降り注いでいる。

　バスルームはシドニーが言っていたとおりリフォームされたばかりの最新式で、屋や敷しきに合わせてクラシカルな雰ふん囲い気きにしてあった。

（格調高くて落ち着かないと思ってたけど、この部屋ではリラックスして過ごせそう）

　スーツケースを開けて、クローゼットのハンガーに服を掛けていく。 下着や靴くつ下したを引き出しにしまい終えたところで、部屋のドアをノックする音が聞こえてきた。

「俺だ。いいかな？」

「はい、どうぞ」

　ドアを開けたまま、シドニーがゆっくりした足取りで部屋に入ってくる。

「この部屋でよかった？」

「ええ、もちろんです。というか、こんな広くて綺き麗れいなお部屋を使わせてもらうのはなんだか申し訳ないくらいで……」

「遠えん慮りよしなくていい。仕事のことは忘れて、のんびり過ごしてほしいと思ってるんだ」

　突っ立ったまま言葉をかわしながら、架は急速に緊きん張ちようがこみ上げてくるのを感じた。

　考えてみたら、シドニーと病院以外の場所でこうしてふたりきりになったのは初めてだ。

　病院ではふたりきりになることも多かったが、あくまでも患かん者じやと看護師という立場だった。今も患者と付き添い看護師ではあるのだが、シドニーのプライベートな別荘に招かれ、生活をともにするとなると、これまでと距きよ離り感かんが全然違ちがう。

「あとで庭も案内するよ。これがなかなか本格的なイギリス庭園で……」

「腕の具合はいかがですか？」

　仕事モードに徹てつしようと、架はシドニーのセリフを遮さえぎった。

　口にしてから失礼な態度だったと後こう悔かいしたが、シドニーは気にした様子はなく、笑顔で両手を広げてみせる。

「いいよ。痛みもほとんどない」

「担当者からメニューをもらってるので、毎日時間を決めてリハビリしましょう」

「リハビリといえば、水泳がとても効果があるそうだ。担当の理学療りよう法ほう士しにも勧すすめられたんだ」

　言いながら、シドニーが大おお股またで窓のほうへ向かっていく。

　手招きされて、仕方なく架も窓のそばへ寄った。

　シドニーが指さす先、広々した裏庭に水をたたえたプールがある。

　アメリカではプールのある家は珍めずらしくない。架も子供の頃ころ、何度か友達の家のプールで遊んだことがある。

　しかしこの屋敷のプールは規模が違った。長辺はおそらく二十五メートル、短辺も十メートルはありそうな、ちょっとしたスポーツジム並みの本格的なプールだ。プールサイドには母おも屋やのミニチュアのようなプールハウスがあり、バーベキュー用の屋外キッチンも完備されている。

「何年も壊こわれたまま放置されてたのをようやく直したんだ。水着を持ってくるよう言うのを忘れてたよ。あとで近くのショッピングモールに買いに行こう」

　水着と聞いて、ぎょっとする。慌あわてて架は、水泳を辞退する言い訳を探した。

「いえあの、僕は遠慮しておきます。その……日に当たると肌はだが火傷やけどしたみたいになって、ひどいときは熱が出るので」

　日焼けに弱いのは事実だが、大おお袈げ裟さに言っておく。他ほかの人ならどうということはないのだが、シドニーの前で水着姿になるのは抵てい抗こうがあった。

「ラッシュガードを着てもだめ？」

「ええ、とにかく日焼けがだめなんです」

「そうか。じゃあ仕方ない。ちょっと休きゆう憩けいして、下でコーヒーでもどう？」

「いいですね」

　水着を着なくて済むことになり、ほっとして頷うなずく。

　クローゼットの扉を閉めて、架はシドニーのあとを追った。







　夕食のメインディッシュは、温野菜をたっぷり添えたミートローフだった。

「これ、すごく美味おいしいです」

「ありがとう。トマトとズッキーニはうちの家庭菜園で採れたものなのよ」

「わざわざ持ってきてくれたんだ。嬉うれしいよ、こういう家庭料理に飢うえてたから」

　シドニーもマーサの料理が気に入ったようで、前菜の海老えびのゼリー寄せが出てきたときから猛もう烈れつな勢いで平らげている。肉にく食しよく獣じゆうを思わせる食べっぷりだが、がつがつしつつも優ゆう雅がで気品が漂ただよっているのはさすがロックハート家の御おん曹ぞう司しというべきか。

　どこの病院でもそうだろうが、入院患者に提供される食事は味も量もいまいちだ。シドニーも口には出さなかったが、入院中の食事にストレスが溜たまっていたのだろう。

（そういえば、こうして一いつ緒しよにご飯食べるの初めてだ……）

　病院での日々を思うと、なんだか不思議な気がする。シドニーが入院した当初、まさか彼の別べつ荘そうに招かれることになるとは思ってもいなかった。

（招かれたわけじゃなくて、仕事で来てるんだけど）

　浮うかれた気持ちを戒いましめて、架は温野菜を口に運んだ。ブロッコリーにアスパラガス、ヤングコーン、どれもグレービーソースと相あい性しようがよくて美味しい。

「架、ミートローフのお代わりは？」

「いえ、もう結構です。充じゆう分ぶんいただきました」

「じゃあ俺がもらっていいかな」

「ええ、どうぞ」

　ニンジンを味わいながら頷くと、ふいにシドニーがくすくす笑いだした。

「きみはてっきりベジタリアンだと思ってたよ」

　自分の体を見下ろし、架は肩かたをすくめた。アメリカ人の基準からするとかなり瘦やせている体型なので、ベジタリアンもしくはビーガンだと思われるのはしょっちゅうだ。

「肉も魚も好きなんですけど、あまりたくさん食べられないんです」

「そんな感じだな。やっぱり米がメイン？」

「いえ、そうでもないです。たまにテイクアウトの寿司すしを食べるくらいで」

　一応家に電でん気き釜がまはあるのだが、看護師になってからは忙いそがしくてあまり自じ炊すいをしていない。健康のことを考えて野菜を積極的に食べるようにしているので、最近は野菜と豆類が主食と言っていいだろう。

「ここにいる間に、庭でバーベキューをしよう。鉄板で野菜を蒸むし焼きにするとすごく美味うまいんだ」

「いいですね。楽しみです」

　デザートのシャーベットが運ばれてきて、しばし会話が途と切ぎれる。

　食事中は別荘やこの町の観光スポットなどの話題で乗り切ったが、雑談のネタも尽つきてしまった。

　本当はシドニーの仕事の話などいろいろ訊きいてみたい。けれど友人でもないのにあれこれ訊くのはどうかと思うし、シドニーのことを知りたいと思う気持ち自体まずい気がする。

　相手のことをもっとよく知りたいと思うのは、恋こいの兆候のひとつだ。知れば知るほど相手のことを好きになってしまう危険性を大いにはらんでいる。

　ライムのシャーベットは大好物だが、ゆっくり味わう余よ裕ゆうがなかった。

　夜の帳とばりが降りて、広々したフォーマルダイニングにシドニーとふたりきり。隣となりのフォーマルリビングから、年代物の柱時計が午後八時を告げる音が厳おごそかに響ひびき渡わたってくる。

　時計が鳴り終わったあとの静せい寂じやくが気き詰づまりな空気をいっそう増ぞう幅ふくさせ、架は鼓こ動どうが速くなるのを感じた。

「今夜は月が綺麗だ。食後のコーヒーはテラスで飲まないか？」

　ふいにシドニーに話しかけられ、はっと顔を上げる。

　テーブルを挟はさんだ向かいの席、青い瞳ひとみがじっとこちらを見ていた。

　月の綺麗な夜にテラスでシドニーとふたりきりになるなんて、実に危険なシチュエーションだ。

　けれど架は、その魅み惑わく的な誘さそいを断ることができなかった。

「いいですね」

　掠かすれた声で言って、架はガラスの器うつわにそっとスプーンを置いた。




　　　　◇◇◇




「今夜は月が綺麗だ。食後のコーヒーはテラスで飲まないか？」

　架がシャーベットを食べ終える頃を見計らって、シドニーはさりげなく切り出した。

　口にしてから、月が云うん々ぬんは余計だったかと後悔する。ロマンティックなムードを作ろうとしているのが見え見えだ。

　架が顔を上げ、少々面めん食くらったように目を瞬またたかせる。

　誘い方が露ろ骨こつすぎたかと焦あせったが、架は「いいですね」と答えてスプーンを置いた。

　ちょうどマーサがコーヒーカップの載のったトレイを持ってきたので、シドニーは立ち上がってさっと受け取った。

「ありがとう。コーヒーはテラスでいただくよ」

「ええ、月が綺き麗れいですしね」

　マーサがにっこり笑う。

　マーサに自分の下心を見み透すかされているようでひやりとしつつ、シドニーはテラスに通じる扉とびらを開けた。

　架に先に出るよう促うながし、後ろ手に扉を閉める。

　ほっそりした後ろ姿を舐なめるように見つめつつ、シドニーはどうやってこの青年の心を自分に引き寄せようかと考えを巡めぐらせた。

　休きゆう暇かは十日間の予定だ。ぼんやりしていたら時間はあっというまに過ぎていく。休暇中に架を自分の恋人にするためには、一分一秒だって無む駄だにできない。

「ほんとだ、月が綺麗ですね……」

　夜空を見上げ、架が感かん嘆たんしたように呟つぶやく。

　満月には少し足りないが、月は皓こう々こうと輝かがやいて庭を照らしていた。

「月が明るいってことを忘れてました。ニューヨークは毎晩ネオンが瞬いてるから月明かりを感じることが滅めつ多たにないんですけど、故郷の町では月夜と闇やみ夜よはびっくりするほど見え方が違ちがって……」

「そうそう、満月の夜は空に電球がついてるみたいに明るく感じるよな」

　テラスのテーブルにトレイを置き、椅い子すを引く。

　架もそばにやってきて、向かいの席にちょこんと座った。

「フォーマルダイニングはちょっと堅かた苦くるしかったな。明日からキッチンの横のファミリーダイニングで食べよう」

　コーヒーカップを手にした架が、ほっとしたように表情を緩ゆるめるのがわかった。

「そうですね。あの長いテーブルにふたりだけじゃちょっと変な感じですし」

　夕食の間、架がずっと緊きん張ちようしていることには気づいていた。

　いや、夕食のずっと前からだ。そう、リムジンで架のアパートに迎むかえに行ったときから……。

（この別荘に連れてきたのは間違いだったかな。もっとのんびりできるリゾートホテルのほうがよかったか）

　ちらりと架のほうを見やり、本音を暴ばく露ろすることにする。

「正直に言うと、こういうマナーハウス風の家はあんまり好きじゃないんだ。なんか厳格な感じで、常にちゃんとしてないといけない気がして」

　架が軽く目を見開き、言葉を探すように宙を見上げた。

「素す敵てきな家ですけど、ちょっと緊張感がありますよね」

「ああ、玄げん関かんホールの階段にずらりと飾かざってある肖しよう像ぞう画が、あれを早急に外すべきだな」

「外しちゃっていいんですか？」

「大おお叔母おばはまだ生きてるんだが、俺が相続することが決まったとき、改装でも改築でも好きにすればいいと言ってくれたよ。大叔母はこの別荘に愛着がなくて、〝あの辛しん気きくさい屋や敷しき〟と呼んでた」

　架がふふっと笑う。そのやわらかな表情と軽かろやかな声に、シドニーは心臓が高鳴るのを感じた。

「最初はここに引っ越こして住むつもりだったんだけど、広すぎるしなんか落ち着かないし、どうも我が家って感じがしなくてさ。それでちょっと考えてるんだ。この別荘を事務所にして、住む家は別に探そうかなと」

「ここを事務所に？　いいかもしれませんね」

「大広間があるからパーティもできるしな。定期的に研究者が集まるイベントがあるんだが、ここなら宿しゆく泊はくもできるし」

　職場の話になったので、これを機に自分の仕事を知ってもらおうとシドニーは身を乗り出した。

「俺がやってる非営利団体は、数学の研究者の支し援えんをしててね。数学には未解決の問題がたくさんある。たとえばホッジ予想とか、フィボナッチ素数は無限に存在するか、とかね。実社会の役に立つかどうか、金になるかどうかは関係なく、研究者はそこに難問があれば挑いどみたいものなんだ。けれどそれで食っていけるかというと、当然ながら難しい。数学研究者は、大学や高校の教師をしながら取り組むしかない状じよう況きようだ。俺も大学で、才能ある数学者が生活のために仕方なく数学と関係のない仕事に就つくのを見てきた。それで……」

　何十回、何百回とくり返してきた話だが、架に自分の仕事について話すのはなかなか難しい。

　自分をよく見せようと盛っているのではないか、格好つけようとしているのではないか、普ふ段だんは何も思わず説明しているのに、架にどう思われるか気になって言葉がつかえてしまう。

　コーヒーをひとくち飲んで、シドニーは架の目をじっと見つめた。

　架には正直でありたい。

　自分を受け入れて欲しいと考えるなら、本当のことを伝えるべきだ。

「……実を言うと、子供の頃ころの夢は数学界の難問を解くことだったんだ。他ほかの教科はともかく数学は抜ばつ群ぐんに成績がよくて、学者になるしかないと思っていた。けど大学で本物の天才たちに出会って、自分が彼らには遠く及およばないことを認めざるをえなくなった。大きな挫ざ折せつだったよ。目標を見失って、一時は数学から心が離はなれたりもしたんだが」

　これを自分の口から話すのは初めてだ。

　当然ながら、当時周囲にいた人たちはシドニーが夢破れて無気力になっていたことを知っている。けれど当時は若さゆえのプライドからなかなか己おのれの挫折を認めることができず、数学に飽あきたなどとうそぶいていた。

　架に自分の暗黒時代を話すのは、なかなか勇気がいることだった。

　けれど本当のことを話したとたん、すっと心が軽くなっていく。

「まあその時期のことはあんまり思い出したくないんだが、最初は夜な夜なパーティに出かけて馬ば鹿か騒さわぎをして、けどすぐに虚むなしくなって今度は部屋に引きこもるようになって……留年が決まってようやくこのままじゃだめだって気づいて、真しん剣けんに将来について考えるようになった。やっぱり数学が好きだし、自分にはこれしかない。学者になる以外にも数学に貢こう献けんできる道があるはずだと思って、たどり着いたのが今の仕事だ」

「……そういう経緯いきさつがあったんですね」

　黙だまって耳を傾かたむけていた架が、こくこく頷うなずきながら呟つぶやく。

「きみは？　なぜ看護師になろうと？」

　訊ききたかったことを尋たずねると、架がちょっと困ったような表情になったのがわかった。コーヒーカップを持ったまま、視線を左右にさまよわせている。

「言いたくなかったら無理には……」

「いえ、そういうわけじゃないんです。ただ、人助けがしたいとかそういう崇すう高こうな理由じゃないので、言うとがっかりされることが多くて」

「看護師のユニフォームに憧あこがれてたとか？」

　架の緊張をやわらげようと、シドニーは冗じよう談だんめかして言った。

　架が「それはありません」とくすくす笑う。

「十五歳のときに日本に帰国したことは話しましたよね。日本の学校や社会になかなか溶とけ込めなくて、真剣に将来のことを考えたんです。このまま両親と日本に留とどまるか、アメリカに戻もどるか。で、アメリカで暮らしたいと思って、そのためには食いっぱぐれのない堅けん実じつな仕事に就こうと」

「……なるほど」

　身内のいない国でひとり生きていくには、それなりの覚かく悟ごが必要だ。十五歳の架の決意に、シドニーは心を揺ゆさぶられた。適当な理由でごまかすこともできたのに、本音を打ち明けてくれたことも嬉うれしい。

「他にも選せん択たく肢しはあったんですけど、成績とか適性とか考こう慮りよしてこの道に。実際看護師になってみて、自分には向いていたと思ってます」

「それには大いに賛成だ。入院したとき、看護師長に言われたよ。担当するのはこの病院でいちばん評判のいい看護師です、と」

　シドニーの言葉に、架が恥はずかしそうに微笑む。

　はにかんだその表情に、シドニーは心臓がどくんと大きく跳はね上がるのを感じた。

（まずい。これはまずい。抱だき締しめてキスしたくなるじゃないか）

　月夜のテラスにふたりきり、さりげなくロマンティックな雰ふん囲い気きに持っていきたいと意気込んできたが、このままでは暴走してしまいそうだ。

　架には強ごう引いんなアプローチは禁物だ。つい最近怖こわい思いをしたばかりで、おそらく男性全ぜん般ぱんに苦手意識を持っている。

　ここは根気強く……と言いたいところだが、シドニーにも焦あせりがあった。

　強引に迫せまることなく、しかし休きゆう暇か中に一定の成果は挙げておきたい。

　ふと、架が居い心ごこ地ち悪そうに身み動じろぎする。

　架の顔を凝ぎよう視ししていたことに気づいて、慌あわててシドニーはカップに残っていたコーヒーを飲み干した。

「コーヒーのおかわりは？」

「いえ、もう結構です」

「じゃあ……そろそろ戻ろうか」

「ええ」

　名残なごり惜おしい気持ちだったが、暴走してしまう前に退散したほうがよさそうだ。

　屋敷に戻ってガラスの扉とびらを閉めながら、シドニーはちらりとプールのほうへ視線を向けた。

　黒々とした水面みなもが、月明かりを受けてゆらゆら揺らめいている。

（さて、どうしたものか）

　プールでじゃれ合って親交を深めようと思っていたのだが、水泳は断られてしまった。

　何かいい手はないかと考え、ふいに頭に浮うかんだアイディアに思わずにやりとする。

　──いいことを思いついた。部屋に戻ったら、さっそく手配しなくては。

　キッチンのカウンターにコーヒーカップを置き、シドニーは架のほうへ向き直った。

「疲つかれただろう。先に休んでていいよ」

　策略を気取られぬよう、紳しん士し的な笑えみを浮かべて声をかける。

「はい。その前に確かく認にんしておきたいんですけど、腕うでの具合はいかがですか？」

「大だい丈じよう夫ぶ、問題ない」

　言いながら、腕を動かしてみせる。

　まったく、架の生き真面目まじめさには脱だつ帽ぼうだ。そういうところも好ましいが、この休暇中は患かん者じやと看護師という立場を取り払はらいたい。

「おやすみ」

「おやすみなさい」

　挨あい拶さつをかわし、シドニーはキッチンをあとにする架の後ろ姿をじっと見つめた。
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　──別べつ荘そうに来て三日目の午後。

　プールサイドのデッキチェアで、架は平和で心ここ地ちいい時間を味わっていた。

　都会の喧けん噪そうを逃のがれ、緑豊かな環かん境きようの別荘でゆっくり過ごす。部屋は広々しているしマーサの料理はどれも美味おいしいし、こんな贅ぜい沢たくをしていいのだろうかと後ろめたく感じるほどだ。

　看護師としての仕事がほとんどないのも気がかりだった。せっかく来たからにはきちんと役目を果たしたくて、架はシドニーに何かできることはないか尋ねた。

『じゃあ俺がプールで泳いでる間、監かん視し員いんをやってくれ。急に腕が痛くなって溺おぼれたときのために』

　そんなわけで、昨日からシドニーが水と戯たわむれる姿を見守っている。

　確かにシドニーの言うとおり、怪け我がから快復中の患者をプールにひとり放置するわけにはいかない。

　プールに視線を向けた架は、きらめく水の眩まぶしさに目を細めた。

（元気だな……）

　視線の先、シドニーの腕が力強く水をかき分けている。怪我をしたほうの左手をなるべく動かさないように泳いでいるが、それでもなかなかのスピードだ。

　腕時計に目をやり、架は読みかけの本に栞しおりを挟はさんで立ち上がった。もう三十分以上泳ぎ続けている。少し休きゆう憩けいするよう、声をかけなくては。

　プールハウスの前の大きな日ひ除よけテントから出ると、足元から熱気が立ち上ってきた。

　こんな日は、プールで泳いだらさぞかし気持ちいいだろう。シドニーには日焼けに弱いと言ったが、まったくだめなわけではない。

（長なが袖そでのラッシュガードを着れば、体を見せなくて済むし）

　しかしプールの縁ふちに立った架は、その考えを振ふり払った。

　シドニーの逞たくましい体が、水の中をぐいぐいと進んでいく。濃のう紺こんのトランクス型の水着は丈たけが長めで、別にきわどいわけではない。

　それでも、初めて目にしたシドニーの水着姿は衝しよう撃げき的だった。

　病院で手当ての際に上半身の裸はだかは目にしたことがあったものの、改めて全身を見ると、圧あつ倒とう的な肉体美に思わず息を飲んでしまった。

　長い手足に、広い肩かた。厚い胸むな板いたと引き締まった腹筋は、日ひ頃ごろからジョギングや水泳で鍛きたえている成果だろう。

　マッチョなスポーツマンタイプは決して好みではないのに、架はシドニーの体に性的な魅み力りよくを感じてしまってうろたえた。プールで泳ぐ姿をついつい目で追ってしまい……。

　ばしゃっと音を立てて、シドニーが架の足元で水から顔を出す。

　はっと我に返り、架は一歩あとずさった。

「そろそろ休憩したほうがいいですよ」

「ああ、そうだな」

　言いながら、シドニーが両手で前まえ髪がみをかき上げる。

　何気ないその仕草にどきっとし、架はくるりと踵きびすを返した。日ひ陰かげのデッキチェアに戻って、読みかけの本を開く。

　けれど文字はまったく頭に入ってこなかった。水をしたたらせながら近づいてくる足音に、全身が耳になったかのように意識が集中してしまう。

「レモネードは？」

　問いかけられて顔を上げると、シドニーがピッチャーからグラスにレモネードを注いでいるところだった。

「いえ、僕は結構です」

「見てるだけじゃ退たい屈くつだろう」

「そうでもないですよ。久々に読書の時間が取れましたし」

「何を読んでるんだ？」

　言いながら、シドニーが隣となりのデッキチェアに腰こしを下ろす。

　日焼けした体からむんむんするような男っぽい色気が押し寄せてきて、慌てて架は目をそらした。

「推理小説です」

　ペーパーバックの表紙をシドニーのほうへ向けてみせる。

「へえ、きみも推理小説を読むのか。俺も、大人になってからは読書と言えばミステリだ」

「そういえば、入院中も何冊か読んでましたよね」

　シドニーが読んでいたのは主に北ほく欧おうのミステリだった。架はどちらかというとユーモアのある軽いミステリが好みだが、シドニーが読んでいた本にも興味を引かれ、今度書店に行ったら買おうとタイトルをメモしてある。

「その作者の本は読んだことないな。面おも白しろい？」

「ええ、僕が今いちばん好きな作家で、新作が出たら必ず買ってるんです」

「読み終わったら貸してくれる？」

「喜んで」

「よかったら俺が持ってきた本も貸すよ」

　こくりと頷うなずきながら、架は気持ちが高こう揚ようするのを感じた。

　本の貸し借りなんて、高校生のとき以来だ。急速にシドニーとの距きよ離りが縮んだ気がして、嬉うれしさがこみ上げてくる。

（いやいや、喜んでる場合じゃない。シドニーと僕は、あくまでも患者と看護師であって……）

　自分の立場を思い出し、緩ゆるみかけていた表情を引き締しめる。

「あと十五分ほど泳いで終わりにするよ」

　立ち上がったシドニーが、両手を上げて伸のびをする。

「はい」

　硬かたい声で返事をして、架は本に視線を戻もどした。
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　冷たい水をかき分けながら、シドニーはちらりと架のほうを窺うかがった。

　日除けテントの下、デッキチェアに掛かけてペーパーバックをめくっている。

　一見読書に耽ふけっているように見えるが、架の意識が自分に向いていることには気づいていた。

　最初は、看護師として患者であるシドニーを心配しているだけだろうと思った。けれど本を読むふりをしてちらちらと盗ぬすみ見るような視線に、次し第だいに確信を深めていった。

　──この視線には見覚えがある。

　高校時代、シドニーは典型的な数学オタクだった。加えて所属していたレスリング部は部員不足で廃はい部ぶ寸前、体育会系ヒエラルキーの最下層だったため、学校では地味で冴さえない非モテキャラの地位に甘あまんじていた。

　ところがスポーツジムへ泳ぎに行くと、なぜかやたらと女性から秋波を送られる。自分の体が男性としての魅力を備えていることに気づき、以来自分の資質のひとつとして、それなりに活用してきた。

　どうやら架はこの体に興味を持っているようだ。

　だったら、それを利用しない手はない。

（もっとぴったりした水着を選ぶべきだったかな）

　水着に覆おおわれた部分は、逞しく引き締まった体たい軀くの中でもとりわけ女性の関心を集める部分だ。男性のシンボルの大きさと筋肉質の臀でん部ぶの形には密ひそかに自信を持っている。ロックハート家は巨きよ根こんの家系で、シドニーも例に漏もれず立派なサイズのものを授さずかった。

　水中でターンし、水から顔を出して前方の架を見やる。

　目が合う寸前に慌あわてて本に視線を戻す様子に、シドニーはぞくぞくするような悦よろこびが湧わき上がるのを感じた。

　シドニーの体に舐なめるような視線を送ってきた肉食系の女性たちと違ちがって、架の反応は実に初うい々ういしい。入院中にも何度か感じたが、おそらく架は恋れん愛あいに関しては奥手なのだろう。

（いきなり股こ間かんを強調するような水着はやめておいたほうがいいな）

　こちらの意図を悟さとられ、どん引きされるおそれがある。性的魅力をアピールするにしても、架相手には細心の注意が必要だ。

　準備は整っている。早ければ、今夜実行に移すことができるだろう。

　架が本に栞を挟んで立ち上がるのが見えて、慌ててシドニーはにやにや笑いを引っ込めた。
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「きみに渡わたしたいものがあるんだ」

　夕食を終えてコーヒーを飲んでいると、シドニーが紙かみ袋ぶくろを持ってきた。

「昼間言ってた本ですか？」

「いや、違う。開けてみて」

　いったいなんだろうと訝いぶかしみつつ、架は受け取った紙袋の中を覗のぞいた。

　水色のビーチサンダル、白い長袖のラッシュガード……袋の底から青いトランクス型の水着が出てきてぎょっとする。

　慌てて「僕はプールは……」と辞退しようとすると、シドニーが「夜なら日焼けを心配しなくていい」と言いながら窓の外を指さした。

「え、もしかして今から泳ぐんですか？」

「そう。ナイター用にプールにライトを取りつけたんだ」

　今日の午後、シドニーが泳ぎ終えたあとに工事の業者が来ていたのはそういうわけだったのか。

「サイズは合ってるかな。マーサと買い出しに行ったついでにショッピングモールで調達したんだが、もし合わなければ交こう換かんしてもらうよ」

「サイズは大だい丈じよう夫ぶです……多分」

　言いながら、架はどうやって断ろうか必死で言葉を探した。

　日焼けがだめだという言い訳はもう使えない。今さら泳げないとか言い出すのも、ちょっと無理がある。

（わざわざ僕のためにライトを取りつけたり、水着を買ってきてくれたりしたんだし……）

　厚こう意いを無む駄だにするのは失礼だ。ラッシュガードを着れば肌はだの露ろ出しゆつを抑おさえることができるし、水の中に入れば暗くて見えないだろう。

　それに、豪ごう邸ていの夜のプールで泳ぐ機会など、おそらくこの先一生訪おとずれることはない。

「えっと……じゃあ着き替がえてきますね」

　腹をくくって、架はぎこちない笑えみを浮うかべた。くるりと踵を返し、寝しん室しつへ向かう。

　階段を一段一段踏ふみしめながら、気持ちが浮き立っていくのを感じる。

　──昼間シドニーが気持ちよさそうに泳いでいるのを見て、内心ちょっぴり後こう悔かいしていたのだ。言い訳などせず、誘さそわれるままにプールに入ればよかったかも、と。

（シドニーを極力見ないようにして、泳ぐことに徹てつしよう）

　寝室に入ってドアを閉め、急いでバスルームへ向かう。

　あざやかなブルーの水着は、シドニーが穿はいていた水着と同じスポーツブランドの色違いだった。お揃そろいの水着に少々たじろぎつつ、ラッシュガードのファスナーを首元まできっちり上げる。

　鏡を覗き込み、架は小さく息を吐はいた。

　上下ともサイズに少し余よ裕ゆうがあるので、ガリガリの体型が目立たなくて済みそうだ。夜にラッシュガードを着て泳ぐのは変かもしれないが、体の冷えを防ぐためということにしておく。

　ビーチサンダルに履はき替えて、バスローブを羽織る。

　部屋から出たところで、同じように水着にバスローブを羽織ったシドニーと鉢はち合あわせした。

「そういえば、腕うでの具合は……」

　問いかけたところで、シドニーが軽く腕をまわしてみせる。

「ばっちりだ」

「よかったです」

　頷きながら、架はさりげなくシドニーから目をそらした。







「うわあ……」

　そっとプールの中に降り立った架は、思わず感かん嘆たんの声を上げた。

「どうした？」

　先に入って軽く泳ぎ始めていたシドニーが、立ち泳ぎしながら振ふり返る。

「夜のプールって、なんかすごく不思議な感じで……」

　空を見上げて、架は目を瞬またたかせた。

　星空の下で泳ぐなんて初めてだ。プールサイドに取りつけられたライトの光が水の中まで差し込んで、昼間とは違ったきらめきを見せている。

「昼間より落ち着いて泳げるな」

「そうですね」

　水から顔を出したまま、架はゆっくりと平泳ぎでプールの端はしを目指した。

　がしがし泳ぐよりも、この雰ふん囲い気きをじっくり味わいたい。

　シドニーも同じことを思ったのか、クロールではなく平泳ぎで隣となりにやってきた。

「背泳ぎするといいかも」

　言いながら、くるりと仰あお向むけになる。

「あ、いいですね」

　架も水を背にして、沈しずまない程度に小さく手足を動かしつつ夜空を見上げた。

「これぞ、夜のプールの醍だい醐ご味みだな」

「ええ、本当に」

　並んで水に浮かび、夜空を堪たん能のうする。

　こんな素す敵てきな経験を共有したら、ますますシドニーのことを意識してしまいそうで怖こわい、と思いつつ……。

　ふいにシドニーが、ばしゃっと水音を立てて水中に潜もぐる。

　架も体を起こし、ライトの明かりが揺らめく水の中へ潜ってみた。

　ちらりと横に目を向けると、シドニーの体がぐいぐいと前へ進んでいくのが見える。自由自在に動く姿は、まるでイルカのようだ。

（なんかすごく綺き麗れい……）

　シドニーに綺麗という形容は似合わないかもしれないが、ほの暗い水の中で戯たわむれる姿が幻げん想そう的で美しい。ただ美しいだけでなく、力強い躍やく動どう感にあふれている。

　もうしばらく眺ながめていたかったが、息が続きそうになかった。

「ぷは……っ」

　水から顔を出し、大きく息を吸う。

　この感覚は久しぶりだ。最後に泳いだのは確か大学時代で、もう何年も泳いでいなかったことを思い出す。

　シドニーはまだ水の中だろうか。少々心配になって、架は辺りを見まわした。

「うわっ！」

　ざばっと大きな音を立てて、目の前の水面が盛り上がる。突とつ然ぜん現れたシドニーに、架は驚おどろいて声を上げた。

「ああ、驚かせてしまったかな。悪い」

　そう言いつつも、シドニーはしてやったりとばかりに声を立てて笑った。

「水中でそっと忍しのび寄って足を摑つかもうかとも思ったんだが、いい大人のやることじゃないなって気づいて思いとどまった」

「ええ、悪ふざけはやめてください。そんなホラー映画みたいなことされたら恐きよう怖ふのあまり失神しそうです」

「大丈夫。そのときはきみが溺おぼれないようにしっかり支えるから」

　シドニーに間合いを詰つめられて、架はさりげなくあとずさった。

　このシチュエーションは、いつも以上に危険だ。夜のプールは非現実的で妖あやしい雰囲気だし、シドニーは架と違ちがってラッシュガードを着ていない。

　髪かみからしたたり落ちる水、宝石のような空色の瞳ひとみ……いつのまにか自分がシドニーの目を見つめ返していたことに気づき、慌あわてて視線をそらす。

「潜るのは昼間だけにしましょう。暗くて見えづらいから、何かあったら大変だし」

「そうだな。泳ぐっていうより軽く水遊び程度にしておこう」

　頷うなずいて、架は再び平泳ぎでプールの中央を目指した。

　シドニーも、隣のレーンをゆったりと泳ぎながらついてくる。

「浮き輪かビート板を用意しとくべきだったな。それか、小さいゴムボートとか」

「ああ、いいかもしれませんね。いかにも水遊びって感じですし」

　言いながら振り返ったところで、ふいにシドニーが顔をしかめて体を丸めた。

「いたた……」

「大丈夫ですか!?」

　慌てて向きを変え、シドニーのもとへ急ぐ。

「足がつったみたいだ」

　水の中で右足を抱かかえ、シドニーが苦笑いを浮かべる。

「動けます？　いったんプールから上がったほうが……」

「ああ、ちょっと肩かたを貸してくれるか」

「ええ、摑まってください」

　架が言い終わらないうちに、シドニーが正面から倒たおれ込むようにもたれかかってくる。

　大きな体に覆おおい被かぶさられ、架は思わず息を飲んだ。

　足がつったシドニーを助けるためとはいえ、この体勢はちょっとまずい気がする。まるでシドニーに抱だき締しめられているような……。

（えっとこれは、隣に並んで誘ゆう導どうしたほうがいいよな？）

　さりげなく移動しようとしたが、がしっと両肩を摑まれてしまう。

「ちょっと待ってくれ。痛みが治まるまで動きたくない」

「え？　ええ、そうですね。無理に動かさないほうがいいですね」

　同意しつつ、シドニーの胸に顔を埋うずめる格好になった架は目を左右に泳がせた。

　プールはぎりぎり足がつくかつかないかの深さだ。背の高いシドニーは底に足をつけてしっかり立っているが、架はシドニーに摑まっていないと足元がおぼつかない。おまけにシドニーがこちらに体重を傾かたむけてくるので、完全に水の中で抱き合っているような格好になっている。

　ふいに頭の中に、昼間太陽の下で目にしたシドニーの水着姿があざやかに浮うかび上がった。

　長い手足、広い肩に厚い胸むな板いた……均整の取れた逞たくましい体の中心で、牡おすの象しよう徴ちようがどっしりとした質感をたたえていた。

　濃のう紺こんの水着に包まれたその部分に視線が吸い寄せられそうになり、慌てて目をそらしたのだが、目に焼きついた残像はなかなか消えてくれなかった。

　シドニーがプールから上がると、濡ぬれた水着がぴったりと張りついて形が露あらわになり……。

「こんなときのためにも、浮き輪は絶対に必要ですね……っ」

　不ふ埒らちな妄もう想そうを振り払はらい、架は早口でまくし立てた。シドニーの肌はだから体温が生々しく伝わってきて、かあっと頰ほおが熱くなる。

「ああ、明日にでも買いに行こう」

「もう動けそうですか？　とにかくプールから出ましょう」

　これ以上密着していると本格的にまずいことになりそうで、架はシドニーの腕から逃のがれようと体を引いた。

　しかし体が離はなれたとたん、シドニーが「いたた！」と叫さけんで水に沈みそうになる。

「うわ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大丈夫……いや、大丈夫じゃないかも」

　言いながら、シドニーが抱きついてくる。

　その拍ひよう子しに下腹部に当たった感かん触しよくに、架は思わず息を飲んだ。

　性器の膨ふくらみが、はっきりと伝わってくる。勃ぼつ起きしているわけではないのに、シドニーのそこは大きな存在感を示していた。

「……っ」

　どくんと大きな音を立てて心臓が跳はね上がる。

　水着の中で己おのれのペニスが兆きざし始めていることに気づき、一気に血の気が引いていく。

　これは本当にまずい。シドニーに気づかれないうちに、一刻も早くこの場を立ち去らなくては。

「あの、僕もちょっと、足がつりそうです……っ」

　腰こしを引いてシドニーとの間に距きよ離りを作りつつ、架は言い訳を口にした。

「ああ、悪い」

　シドニーが手を離してくれたので、ほっとしてくるりと背を向ける。

　しかし次の瞬しゆん間かん、架は驚いて声を上げた。

「ちょ、ちょっと、何するんですか！」

　水の中で横抱きにされて、慌ててラッシュガードの裾すそを引っ張る。

「痛みが治まったから、今のうちに水から上がろうと思って」

「下ろしてください！　ひとりで歩けます！」

「そうはいかない。万が一きみが溺れたりしたら……」　>>>♥

　青い瞳にじっと見下ろされ、架はぎゅっと目を閉じた。

　そんな、慈いつくしむような優やさしい眼まな差ざしで見ないでほしい。そんなはずはないとわかっているのに、誤解してしまいそうになるではないか──。

（どうしよう、ほんとにまずい……っ）

　架を抱きかかえたまま、シドニーがプールの端はしの階段になった部分を上がっていく。

　水から出ると、架はますます体を丸めるようにして恥はずかしい部分を隠かくした。

「もう平気です、歩けます」

「ああ、足元に気をつけて」

　そっと地面に下ろされ、架は急いでシドニーに背を向けた。

（バスローブ、どこにやったっけ？）

　架が着てきた水色のバスローブは、対岸のデッキチェアに置いてあった。

　取りにいこうとよろよろ歩き始めたところで、後ろから白いバスローブを着せかけられる。

「とりあえず俺のを着といて。きみのを取ってくるよ」

「ええ……えっと、体も冷えてきたし、今夜はもう失礼します」

　ぎこちない笑えみを浮かべて、架は母おも屋やへ急いだ。

　水着の中で、ペニスがすっかり硬かたくなっている。歩き方が不自然になってしまうが、とにかく一刻も早くシドニーから離れたい。

「待って」

　階段を上がりかけたところで、後ろからやってきたシドニーに声をかけられてどきりとする。

　聞こえなかったふりをして、架は二階へと急いだ。失礼な態度だとわかっているが、背に腹は代えられない。

「架、きみのバスローブだ」

　しかし階段の途と中ちゆうであっさり追いつかれ、仕方なく架は立ち止まった。真後ろから声をかけられては無視するわけにもいかない。

「ありがとうございま……うわっ」

　礼を言いながら首だけ振ふり返ったとたん、バランスを崩くずしてしまう。

　片足を階段に掛かけたままよろめいた体を、さっと伸のびてきた逞しい腕うでが支えてくれた。

「……っ！」

　シドニーの胸に背後からすっぽりと包み込まれて、架は息を喘あえがせた。

　心臓がどくんと大きく跳ね上がり、体の中心に熱い電流が走る。一いつ瞬しゆん目の前が真っ白になって、脚あしの間から脳天に突つき上げるような快感に貫つらぬかれた。

　──何が起こったのか、にわかに理解できなかった。

　数秒後……自分がとんでもない失態をさらしたことを理解し、熱い体が瞬時に凍こおりつく。

　シドニーに背後から抱き支えられながら、水着の中で射精してしまった……。

（ど、どうしよう）

　バスローブを着ているので、シドニーには気づかれていないかもしれない。

　礼を言ってバスローブを受け取り、さっさとこの場を立ち去ればいいのだ──。

「ああ、すまない。ちょっとベタベタしすぎたな」

　架の体に両腕をまわしたまま、シドニーがくすりと笑う。

　そのセリフに、どっと冷や汗あせが噴ふき出した。

　これは恥ずかしい粗そ相そうを気づかれてしまったのか、それとも単に体が密着していることをわびただけなのか……。

「恥ずかしがらなくていい。若い男性にはよくあることだ」

「……っ！」

　耳元で囁ささやかれ、かあっと顔が熱くなる。

　シドニーにばれてしまった。勃起してしまっただけでも充じゆう分ぶん恥ずかしいのに、ちょっと触ふれ合っただけで射精してしまうなんて……。

「えっとあの、すみません……っ」

　言いながら、シドニーの腕から逃れようともがく。

　しかし快感の余よ韻いんを残す体は、どこかふわふわしていて力が入らなかった。

「おっと、危ない」

　階段を踏ふみ外しそうになった架を、シドニーがしっかりと抱だきとめる。

　その拍子にバスローブの前がはだけそうになり、慌あわてて架は襟えりをかき合わせた。

「ご、ごめんなさ……っ」

「謝るな。俺のほうこそすまなかった。ほんとに気にしなくていいから。俺だって……」

　シドニーが何か言いかけ、口ごもる。

　身をよじろうとして背中に当たった硬い感触に、架は驚おどろいて目を見開いた。

　シドニーも、勃起している──。

「……離して……っ」

　渾こん身しんの力を振り絞しぼり、架はシドニーの腕から逃れて部屋に駆かけ込んだ。
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　寝しん室しつのドアを閉めて、シドニーははあっと大きなため息をついた。

「まずい……しくじった」

　己の下半身を見下ろし、顔をしかめる。

　トランクス型の水着の前が、はっきりそれとわかるほど猛たけ々だけしく隆りゆう起きしていた。

　──架があまりに可愛かわいくて、理性のたがが外れてしまった。プールの中で軽くじゃれつく程度にとどめておくつもりが、架の初うい々ういしい反応にむらむらして歯止めが利きかなくなり……。

　架が勃起したことには、すぐに気がついた。そこでやめておけばいいのに、恥ずかしがって隠そうとする架に欲望を煽あおられ、しつこく追いかけてしまった。

　架の体が腕の中でびくっと震ふるえたときの感触を思い出し、両手で前まえ髪がみをかき上げる。

　押し殺した吐と息いきとともに、架は水着の中で絶頂を迎むかえた。

　バスローブに邪じや魔まされて見ることはできなかったが、射精したのはまず間ま違ちがいないだろう。

　清せい冽れつな色いろ香かにくらくらし、気がつくと己のペニスも硬くそそり立っていた。

　架に当たらないよう注意していたのだが、ほとんど密着するような距離で大きく漲みなぎった牡おすを当てないようにするのは無理な話だ。

　いっそのこと、『俺もこんなになってる』とかなんとか言って、架にぐいぐい押し当てたほうが色っぽい展開に持っていけたのかもしれない。

　そう、架のほっそりした体にこの硬く滾たぎったものを押し当て、水着を下ろしてぬるついた亀き頭とうを擦こすりつけて……。

「……う……っ」

　架の反応を想像しながら、シドニーは水着をずり下ろした。

　長大な勃ぼつ起きが、ぶるんと勢いよく飛び出して揺ゆれる。亀頭が大きく笠かさを広げ、鈴すず口ぐちから透とう明めいな粘ねん液えきをしたたらせていた。

　よろめきながらバスルームへ向かい、水着を脱ぬぎ捨てる。

　シャワーブースの壁かべに手をついて、シドニーは痛いほど張り詰つめた性器を右手で握にぎった。

　全身の血が股こ間かんに集まっている気がする。滾りすぎて、頭がどうにかなりそうだ。

　架の水着姿が脳のう裏りにあざやかによみがえる。ラッシュガードの下で、控ひかえめながらその存在を主張していた小さな乳ち首くび、水着から覗のぞくすらりとした太ふと腿もも……。

（もっとぴったりした水着を買えばよかった）

　そう考えてから、いやいやと首を横に振る。

　売り場でビキニタイプの水着を見かけて迷ったのだが、いきなりきわどい水着を贈おくったりしたら変態だと思われる可能性が高い。それに、あんなセクシーな水着姿を披ひ露ろうされたら、目にしたとたん興奮してしまいそうだ。

　そういう意味ではラッシュガードを買っておいたのも正解だった。架の裸はだかを目にする絶好のチャンスだったが、平常心を保つことができなくなりそうで自重した。

（それにしても、架にこいつを気づかれてしまったのはまずかった……）

　忙いそがしく右手を動かしながら、シドニーは架の背中に先せん端たんが触れた瞬間を思い出して歯を食いしばった。

　架を怯おびえさせてしまったのは間違いない。反省しつつ、架を押し倒たおして水着を剝はぎ取る妄もう想そうが止まらなかった。

　ラッシュガードをたくし上げて乳首をまさぐり、太腿にいきり立った男根を擦りつける。

　これまでにも何度か架とのセックスを思い浮うかべながら自じ慰いに耽ふけったことがあるが、今夜の妄想はひときわ生々しかった。

『ああん……っ』

　淫みだらな声で喘あえいで、架が自ら脚を広げて挿そう入にゆうをねだる。現実にはありえないが、妄想は自由だ。

　ほっそりした指先で禁断の蕾つぼみを左右に広げ、潤うるんだ瞳ひとみでシドニーを見上げ……。

『シドニーのおっきいの、ここに入れて……っ』

「……っ！」

　妄想の中の架が、破は廉れん恥ちなセリフを口にする。

　大きく呻うめいて、シドニーはシャワーブースの壁に濃のう厚こうな白はく濁だくを飛び散らせた。

　肩かたで息をしながら、しばし快感の余韻に浸ひたる。

　恋れん愛あいの達人なら、今夜のうちにセックスまで持っていくことができたのだろうか。セックスは無理でも、抱き合って性器を擦り合わせるくらいはいけたのではないか。

　残念ながら、シドニーは恋愛の達人ではない。それなりに経験を積んできたが、本当に好きな相手に対してはこれまでの経験など何の役にも立たないことがよくわかった。

　シャワーのコックを捻ひねり、眉まゆ根ねを寄せる。

（明日の朝架と顔を合わせたとき、今夜のことをどう切り出すか……）

　架に嫌きらわれてしまっただろうか。

　それとも、一歩前進したと考えていいのだろうか。

　休きゆう暇か中に恋こい人びと同士になるにはそろそろこういう色っぽい展開が必要だったのだと前向きにとらえることにして、シドニーはシャンプーのボトルに手を伸のばした。
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　──別べつ荘そうに来て四日目の朝。

　落ち着かない気分で、架はベッドの中で寝ね返がえりを打った。

　時計の針は午前五時をまわったばかりだ。起きるにはまだ少し早い。

　もう一度寝返りを打って目を閉じる。しかし目を閉じたとたんにゆうべの恥はずかしい記き憶おくがよみがえり、架はがばっと起き上がった。

（うわー、うわーっ！）

　両手で顔を覆おおい、声を出さずに叫さけび声を上げる。

　ゆうべから何十回、何百回と思い出してはこうして叫んでいるが、恥ずかしさは薄うすまるどころかますます強くなる一方だった。

（どうしよう、シドニーと顔を合わせたら、なんて言えばいいんだろう）

　必死で考え続けているのに、答えはまだ出ない。寝不足のぼんやりした頭をシャワーですっきりさせようと、架はよろよろとバスルームへ向かった。

　ゆうべは見苦しいところをお見せしてしまってすみません、というのが第一候補だが、軽い調子で言ったほうがいいのか、それともここを去る覚かく悟ごを決めて神しん妙みような態度で切り出すべきか。

　ニューヨークに帰るように言われたら、もちろん素す直なおに従うつもりだ。シドニーの怪け我がはほぼ治っているし、リハビリは架がいなくても問題ない。シドニーも、自分に気のある看護師──しかも男だ──と一いつ緒しよに過ごすのは気き詰づまりだろう。

「……っ」

　シャワーノズルから噴ふき出した湯が肌はだに触ふれたとたん、びくっと背筋が震える。

　背中に当たったシドニーの硬かたい感かん触しよくがよみがえり、架は吐息を漏もらした。

（シドニーのあれは……なんだったんだろう）

　架の頭をいちばん悩なやませている疑問はそれだ。

　架の射精につられた生理現象と考えるのが妥だ当とうだろう。別にそのつもりがなくても、男性は些さ細さいなことで勃起してしまうことがある。

　それとも、シドニーも少しは架と同じ気持ちを持っていると考えていいのだろうか。この貧相な体に、少しは興味を持ってくれていると……。

（いやいや、ありえない）

　ぶるぶると首を横に振ふる。

　シドニーは看護師としての架を評価してくれているだけで、個人的な感情で付き添そいを依い頼らいしたわけではない。彼は本物の紳しん士しで、これまで架に言い寄ってきた男たちのように、いやらしい下心を持っているわけではないのだ。

　期待するなと自分に言い聞かせ、架は洗せん髪ぱつに専念することにした。







　念入りにシャワーを浴び、いつもより身み支じ度たくに時間をかける。時計に目をやると、ようやく六時になったところだった。

（朝食までだいぶ時間があるし、庭を散歩してこようかな）

　シドニーが起きてくるのは七時頃ごろなので、今なら顔を合わせずに済みそうだ。

　カーテンを開けて、裏庭を見下ろす。

　今朝も気持ちのいい晴天だ。小鳥のさえずりが耳に心ここ地ちいい。

　プールを目にしたらまた悶もん々もんとしてしまいそうなので敢あえて見ないようにし、しばし庭園を眺ながめて踵きびすを返そうとしたそのとき。

（……ん？）

　何かが目の端はしに映り、窓に向き直る。

「──!?」

　プールの向こう、芝しば生ふの上に誰だれかが俯うつぶせに倒れている。

　驚おどろいて、架は思わず窓まど枠わくから身を乗り出した。

　黒い長なが袖そでシャツにジーンズ、黒っぽいスニーカーといういでたちで、おそらく男性だ。

　慌あわてて架は部屋を飛び出した。

（まさか、シドニー？）

　背格好の印象はシドニーとは違ちがったが、遠目に見ただけなのでわからない。

　一昨日おととい見かけた庭師の男性か、それともプールに照明を取りつけにきた業者か。何か用事があって庭を訪おとずれ、具合が悪くなったのかも──。

「──架？」

　リビングのフランス窓から庭に出ようとしたところで、ふいに背後から声をかけられる。

　振り返ると、マグカップを手にしたシドニーがキッチンから出てきたところだった。

「た、大変です、庭に誰か倒れてます！」

「なんだって？」

　マグカップをマントルピースの上に置き、シドニーが駆かけ寄ってくる。

　フランス窓を開けて、架は庭へ飛び出した。

　シドニーと目が合った瞬間ゆうべの恥ずかしい記憶がよみがえりかけたが、今はそれどころではない。看護師として、倒れている人を救助することが最優先だ。

　俯せに倒れた男性の後頭部を見て、ぎょっとする。髪の一部が血で固まっていた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　そっと肩を揺ゆすると、男が呻き声を上げた。

　生きていることにほっとし、髪をかき分けて傷を確かく認にんする。

　それほど深い傷ではない。アルコールの匂においをぷんぷんさせているので、おそらく泥でい酔すい状態でどこかにぶつけたか、あるいは転んだ拍ひよう子しに何かで切ったかしたのだろう。

「酔よっぱらいが庭に迷い込んだのか？」

「そうみたいですね。とりあえず日ひ陰かげに運びましょう」

　救急車を呼ぶほどの大おお怪け我がではなさそうだが、泥酔者の扱あつかいには注意が必要だ。念のために近くの病院で診みてもらったほうがいいかもしれない。

　シドニーが、男性の体をそっと助け起こす。

　男の青ざめた顔を目にしたとたん、架はあっと声を上げた。

　──フィル・ドレイクだ。架を散々困らせたストーカーが、苦く悶もんの表情を浮うかべている。

「もしかして、あのストーカーか？」

　男の顔を覗のぞき込み、シドニーも驚いたように目を見開く。

「そうです。いったいどうしてここに……」

　フィルはなんらかの方法で架の居場所を突つきとめたらしい。彼につきまとわれていたときの恐きよう怖ふがよみがえり、体が凍こおりつく。

「救急と警察に通報したほうがいいな」

　フィルを日陰に寝かせると、立ち上がったシドニーが険しい顔つきで呟つぶやいた。







「被ひ害がい者しやについて、ご存じのことを教えてください」

　サイレンを鳴らしながら遠ざかる救急車を見送って、制服姿の警察官がこちらへ向き直る。

　口調は穏おだやかで丁てい寧ねいだが、眼鏡めがねの奥の目つきは鋭するどい。それもそのはず、救急車より先に到着した警察官に、フィルが譫うわ言ごとのように「あいつに殴なぐられた」とくり返し訴うつたえたのだ。

『誰に殴られたんですか？』

　その質問に答えることなく、フィルは気を失った。自分につきまとっていた男が何者かに殴られて昏こん倒とうしていたとなれば、疑いの目で見られても仕方のない状じよう況きようだろう。

「先ほどお話ししたとおりです。フィル・ドレイクは架のストーカーで、接近禁止命令が出されていました」

　話し始めたシドニーを、警察官がやんわりと遮さえぎる。

「ええ、ロックハートさんからは先ほど事情をお聞きしました。チバさん、今度はあなたからお聞きしたい」

「は、はい」

　警察官に促うながされ、架はこくこくと頷うなずいた。

　パトカーが到とう着ちやくしたとき、架はフィルが現れたことに気が動転して事情を説明するどころではなかった。シドニーがてきぱきと対処してくれて、ようやく気持ちが落ち着いてきたところだ。

　シドニーの大きな手が、励はげますようにそっと肩かたへまわされる。警察官に恋こい人びと同士だと誤解されてしまいそうだが、シドニーの温かな手の感触が不安と緊きん張ちようをやわらげてくれた。

「ドレイクさんは以前、僕の勤務する病院に入院していたんです。そのときに彼から好意を寄せられて……」

　余計な先入観を与あたえないよう、淡たん々たんと事実だけを話す。

　今朝フィルを発見した経けい緯いまで話したところで、携けい帯たい電話の着信音が鳴った。架の話を手帳に書きとめていた警察官が、「ちょっと失礼」と断って携帯電話を耳に当てる。

「はい……はい、了りよう解かいしました」

　短いやり取りのあと、警察官が視線を架に戻もどす。

「フィル・ドレイクの足取りがわかりました。病院で騒さわぎを起こしたあと、ピッツバーグの実家で大人しくしていたようですが、一昨日家族に何も言わずに家を出たそうです。昨日の午後七時頃スリーピーホロウのバーにひとりで現れ、店を出たのが八時過ぎ。酔って他ほかの客に絡からみ始めたので店主につまみ出されたそうです」

「架がここにいることをどうやって知ったんだろう」

「捜そう査さ中です。なんらかの方法でチバさんがこのお屋や敷しきに滞たい在ざいしていることを知り、追いかけてきたんでしょうね」

　警察官の言葉に、架はぶるっと背筋を震ふるわせた。フィルのことは一件落着だと思ってすっかり安心していたが、まだ終わっていなかったのだ。

「侵しん入にゆう者があれば、警報が鳴って警備会社に連れん絡らくがいくはずなんだが」

「セキュリティシステムがオフになってました」

「おかしいな。毎晩必ずオンにしてるんだが」

　シドニーが怪け訝げんそうに呟く。

「見たところかなり古いタイプですので、不具合があったのでは？」

「そういえばマーサが、ときどき誤作動があると言っていたな。最新式のシステムを導入しようと思いつつ、あとまわしにしてた」

「これから防犯カメラの映像を調べてみます。昨夜八時以降、あなたがたはどこに？」

　警察官が、さりげなくアリバイを尋たずねてくる。

「夕食のあと、八時過ぎに架とふたりで庭のプールでひと泳ぎしました。軽く泳いで、八時半頃プールから上がって、それぞれの部屋に戻りました」

　架の肩にまわした手を外し、シドニーが腕うでを組む。

　ゆうべのあれこれがよみがえり、架は顔が上気するのを抑おさえられなかった。

　手帳にペンを走らせつつ、警察官の目はシドニーと架を観察している。こんなときに赤面などしたら、いろいろ怪あやしまれてしまいそうだ。

「正確な時間はわかりますか？」

「さあ、時計を見ていなかったので」

　架と違って、シドニーはポーカーフェイスでしれっとしている。ふたりとも時計を見るどころではなかったのだが、それについては話す必要はないだろう。

「チバさんは？」

「僕も時計を見てないんです。プールから上がって母おも屋やに戻ったのがだいたい八時半から九時頃かと……シャワーを浴びて就しゆう寝しんしたのが十時です」

　何もやましいことはないのだが、恥はずかしい記き憶おくのせいで俯うつむきがちになってしまう。

「俺も、ベッドに入ったのは十時頃ごろだ」

「何か物音を聞きませんでしたか？」

　警察官の質問に、架とシドニーは揃そろって首を横に振ふった。

「チバさんの寝室はプールのある裏庭に面してますよね」

「ええ、あの、ゆうべはなかなか寝つけなくて、イヤホンをして音楽を聴きいてたんです。いつのまにか寝ね入いってたんですけど、朝までイヤホンつけっぱなしで……」

　寝つけなかった理由を訊きかれたらどうしようと、びくびくしつつ答える。

　おどおどした態度を怪しいと感じたのか、警察官の目がじっと架を見み据すえた。

「チバさんは、フィル・ドレイクにつけまわされて嫌いやな思いをしていたんですよね」

「はい」

「スリーピーホロウまでつけてきた彼を見かけて、撃げき退たいしようと考えたのでは？」

　警察官のセリフに、シドニーがさっと顔色を変える。

「ちょっと待った。架がドレイクを殴り倒たおしたと言いたいのか？」

　まなじりを決して詰つめ寄ったシドニーに、警察官は軽く両手を挙げてあとずさった。

「失礼」

　警察官がわびても、シドニーの怒ど気きは収まらなかった。怒いかりのオーラをまとったまま警察官を睨にらみつけている。

「あの、あなたが疑いを持つのもわかります。けど、本当にゆうべはプールから上がったあと、外には出てないんです」

　ふたりの間に割って入り、架は自分に向けられた疑いを晴らそうと試みた。

　しかしフィルが殴られたであろう時間帯はずっとひとりだったので、アリバイがない。おまけに、端はたから見れば自分には充じゆう分ぶんな動機もある。

「架は庭に人が倒れているのを見て真っ先に助けにいったんだぞ。倒れてるのがドレイクだとは知らなかった。もし俺か架がやったんだったら、もっと人目につかないところに放置するさ。わざわざ助けたりはしない」　>>>♥

「わかりました。ドレイク以外に侵入者があったのであれば、おそらく防犯カメラに映っているでしょう。何かわかったら連絡します」

　シドニーの剣けん幕まくにやや鼻白んだ様子で、警察官はそう言って作り笑いを浮かべた。







「大変な目に遭あわれましたね。大だい丈じよう夫ぶ？」

　警察の聴ちよう取しゆを終えて母屋に戻ると、キッチンにいたマーサが心配そうに顔を覗かせた。

「ええ、僕は大丈夫です。けどフィルは……倒れたときに頭を強く打ったのか、救急車が到着したとき意識がなくて……」

　胸の前で、ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめる。

　フィルには散々嫌な思いをさせられたが、死んでほしいと思っていたわけではない。できる限りの応急処置をしたので、あとは快復を祈いのるばかりだ。

「勝手に侵入して倒れて意識不明なんて、ほんと迷めい惑わくな話ですよ。私まで警察にあれこれ訊かれるし」

「本当に申し訳ありません。まさかフィルが乗り込んでくるとは思わなくて」

「あなたが謝ることはないわ。悪いのはストーカーよ」

　マーサはそう言ってくれたが、架がここに来なければこのような騒そう動どうも起こらなかったはずだ。シドニーにも多大な迷惑をかけることになってしまい、架は悄しよう然ぜんと項うな垂だれた。

「マーサ、コーヒーをもらえるか？」

　背後からシドニーの声がして、どきりとする。

　振り返らずにそのまま二階へ上がろうとするが、「きみも飲むだろう？」と引き留められてしまった。

「ええ……」

「それじゃ、リビングへお持ちしますね」

　マーサがキッチンに引っ込み、シドニーとふたりきりになってしまった。今朝はそれどころではなかったが、ゆうべの恥ずかしい記憶が鮮せん明めいによみがえり、かあっと頰ほおが熱くなる。

「えーと……ゆうべのことだが」

「は、はい」

　上うわ擦ずった声で返事をしつつ、架は視線を忙いそがしく左右に泳がせた。

「本当に気にしないでくれ。ゆうべも言ったように、若い男ならよくあることだ。その、きみだけじゃなくて俺も……」

　シドニーも話しづらいらしく、珍めずらしく言い淀よどんでいる。

「え、ええ」

「気を悪くしてない？　不快だと感じたなら謝るよ」

「まさかそんな。僕のほうこそ……っ」

「ストップ。きみは謝らなくていい、本当に」

「ありがとうございます。その、あなたもどうかお気になさらずに」

　シドニーが気き遣づかってくれているのが伝わってきて、胸がじんわりと熱くなる。

　彼のこういうところが好きだ。そんな場合ではないのに、惹ひかれる気持ちがますます強くなってしまう。

「わかった。じゃあお互たがいにもう気にしてないってことで」

「はい、その、忘れていただけるとありがたいです……」

　ぎこちない会話は、マーサがコーヒーカップを載のせたトレイを運んできたところで途と切ぎれた。

　リビングのソファに掛かけて、しばし無言でコーヒーを味わう。

「あの、フィルの件、ご迷惑をおかけして本当にすみません」

　カップを置いて切り出すと、シドニーが眉まゆ根ねを寄せた。

「迷惑だなんて思ってない。俺のほうこそ、きみに怖こわい思いをさせて申し訳ない。そのうちセキュリティシステムを新しくしようと思いつつ、先延ばしにしていた」

「怖い思いはしてないから大丈夫です。僕がフィルと鉢はち合あわせしたわけじゃないですし」

「善は急げだ。警備会社に連れん絡らくしてみるよ」

　頷うなずいて、架は姿勢を正した。意を決し、ゆうべからずっと考えていたことを口にする。

「あの……あなたの怪け我がももう心配ないようですし、僕はニューヨークに帰ろうと思います」

「それはだめだ」

　シドニーの即そく答とうに、架は目をぱちくりさせた。

　立ち上がってうろうろしながら、シドニーが「だめだ」とくり返す。

「けど、僕がここにいたらまたフィルが来るかも」

「しばらくは病院で身動きできないさ。それに、今ここから去ったら警察に勘かんぐられる。フィルに怪我を負わせた犯人が判明するまでここにいないと」

　シドニーの説得に、架は力なくソファの背にもたれた。

　確かにシドニーの言うとおりだ。急いでニューヨークに帰ったら、何か後ろめたいことがあるのではと思われてしまう。

「……わかりました。では、もうしばらくお世話になります」

　架の返答に、シドニーがほっとしたように笑えみを浮うかべた。




　　　　◇◇◇




　通話を切って、シドニーはため息をついた。

　電話の相手は地元の警備会社だ。早急に最新式のセキュリティシステムを導入したいと伝えたところ、担当者が不在ですので来週までお待ちくださいの一点張りで、取りつく島もなかった。

　キッチンで昼食の準備をしていたマーサが、「どうでした？」と尋たずねる。

「担当者が来週まで夏休みで、今は対応できないそうだ」

　マーサが肩かたをすくめ、「ここはニューヨークと比べてのんびりしてますからね」と呟つぶやく。

　犯人が捕つかまるまで警察がこの地域を重点的に巡じゆん回かいしてくれるとのことなので、とりあえず心配はないだろうが……。

　警察官とのやり取りを思い出し、シドニーは眉み間けんに皺しわを寄せた。それが仕事とはいえ、架に疑いの目を向けるなんて不ふ愉ゆ快かいきわまりない。

　倒たおれているのがフィルだと気づいたとき、架は今にも卒そつ倒とうしそうなほど青ざめていた。けれどさすが看護師、ショックを振ふり払はらって懸けん命めいに応急処置を施ほどこし、搬はん送そうされたあともフィルの容体を気にかけていた。

　架がフィルに危害を加えるなんてあり得ない。いや、窮きゆう地ちに追い込まれたらさすがの架も反はん撃げきするかもしれないが、昨夜のあれは絶対に架の仕し業わざではない。

　シドニーの前で粗そ相そうし、今にも消え入りそうなほど恥はずかしがっていた架を思い出し、思わず口元がにやけてしまう。

（ゆうべはもうちょっと強ごう引いんに迫せまって、一いつ緒しよに過ごすべきだったな。そうすれば朝までずっと一緒だったとアリバイを主張できたのに）

　唇くちびるを指でなぞりながら、シドニーは架と朝まで一緒に過ごす妄もう想そうに身を委ゆだねた。

　一緒にシャワーを浴びて、裸はだかで絡からみ合ってベッドに倒れ込み……。

「……っ！」

　玄げん関かんのチャイムが鳴り、はっと我に返る。インターホンのモニターを見やると、やってきたのは警察官だった。

『ちょっといいですか。お知らせしたいことがありまして』

「はい、お待ちください」

　返事をして、マーサのほうを振り返る。

「警察だ。何か進展があったらしい。架を呼んできてくれるか」

　マーサが頷き、二階へ向かう。玄関を開けると、今朝の眼鏡めがねの警察官と、もうひとり刑けい事じらしき私服の中年男性が立っていた。

「どうぞお入りください」

　ふたりを招き入れ、玄関ホールの横の応接室へ通す。すぐに架もやってきて、緊きん張ちようした面おも持もちで律りち儀ぎに挨あい拶さつをした。

「まずはご報告を。フィル・ドレイクの容体ですが、まだ昏こん睡すい状態です」

　コーネルと名乗った私服刑事が切り出す。

　昏睡状態と聞いて、架が表情を曇くもらせた。

「医者の話では、命に別状はないとのことです。ただ、いつ意識が戻もどるかはわからないそうで。早く目を覚まして、誰だれにやられたのか言ってくれたらこっちとしても助かるんですけどね」

　むっとして睨にらみつけると、軽口を叩たたいた刑事はばつが悪そうに目をそらした。

「失礼、あなたがたを疑っているわけじゃありません。防犯カメラの映像から、ゆうべドレイク以外にも侵しん入にゆう者がいたらしいことがわかったんです」

　警察官がノートパソコンを広げ、シドニーと架に映像を見せてくれた。

「ここです。午前二時に、ドレイクがこちらの門もん扉ぴのカメラに映っていました」

　モノクロで画像も粗あらかったが、門扉の前でうろうろしているのは確かにフィルだった。倒れていたときと服装も同じで、屋や敷しきの前を行ったり来たりしている。

「ずいぶん酔よっぱらっているようだけど、バーをつまみ出されたあとまた飲んだのか？」

　シドニーの呟きに、刑事が頷く。

「バーを出たあと近くのモーテルにチェックインしてます。部屋に酒の空き瓶びんがいくつも転がってました。モーテルのカメラに、午前零れい時半頃ごろふらふらと出かけていく様子が映っていました」

「そしてもうひとりの侵入者ですが、ドレイクがこちらに到とう着ちやくする一時間ほど前、午前一時過ぎに……」

　言いながら、制服の警察官がパソコンを操作する。

「こちらの人物は門扉のカメラには映っていなくて、これは通りの防犯カメラです」

　映っていたのは、ロックハート邸ていの裏庭側の道路だった。門扉のカメラより高い場所に設置され、広こう範はん囲いをとらえている。

　午前一時三分、白っぽい乗用車が速度を緩ゆるめながら通り過ぎていった。停車する場所を探すように、道路の端はしに寄せているのがわかる。

　やがて画面から車が消え、シドニーは顔を上げて警察官のほうを見やった。

「よく見てください。画面の端に、先ほどの車が少し映っているでしょう？」

　もう一度画面を覗のぞき込む。彼の言うとおり、画面の端、ほんのわずかに車の後部が映っていた。

「この車は一時間以上ここに停車しています。防犯カメラの位置を知っているのか、車から降りてお宅へ侵入する現場は映っていないのですが……これを見てください」

　警察官が映像を早送りする。

　午前二時十八分、裏庭の柵さくに沿って植えられている木が突とつ然ぜん大きく揺ゆれた。

「……あっ」

　思わず声を上げる。隣となりを見ると、架も驚おどろいたように目を見開いていた。

　画面の隅すみ、誰かの足が映っている。全ぜん貌ぼうは見えないが、慌あわてふためいた様子で裏庭の柵を乗り越こえ、急いで車に乗り込んで発進させ──。

「侵入する際はカメラに映らないように慎しん重ちように行動してましたが、おそらく裏庭でドレイクと鉢合わせしたのでしょう。顔を見られてまずいと思ったのか、それとも侵入者同士で揉もめたのか、ドレイクに危害を加え、慌てて逃とう走そうしたようです」

　侵入者がいたことがわかって、シドニーはほっと胸を撫なで下ろした。知らない間に侵入されていたことは気分が悪いが、架への疑いを晴らすことができそうだ。

「車のナンバーも、この人物の顔も不明ですよね」

　不安そうに膝ひざの上で両手を握にぎり合わせながら、架が呟く。

「周辺の防犯カメラを解かい析せきしているところです」

「この人物は、通りの防犯カメラの位置を把は握あくしてますよね。計画的に行動しているように見える」

　気になっていたことを口にすると、刑事が頷うなずいた。

「ええ、下見に来ている可能性が高いので、過去にさかのぼって映像を調べてみます。おふたりとも、この人物に心当たりはありませんか？」

　問われて、シドニーは腕うでを組んだ。

「ないですね。ご存じでしょうけど、この家は昨年大おお叔父おじから相続して、改装のために何度か来ましたけど、泊とまり込みでの滞たい在ざいは今回が初めてなんです」

「僕もまったく……。僕はここに来たのも初めてで」

「警察の記録には残ってませんが、空き巣や窃せつ盗とうなどの被ひ害がいは？」

「聞いたことないです。そういう話は、俺より家政婦のマーサに訊きいたほうがいいでしょう」

　ちょうどマーサがコーヒーを持って応接室にやってきたので、トレイを受け取って事情を説明する。映像を見せられ、心当たりがないか訊かれたマーサは、首を横に振った。

「私の知る限り、空き巣や悪戯いたずらなどの被害もないです」

「ご近所はどうです？　最近不ふ審しん者がうろついてるとか、そういった噂うわさは？」

　その質問にも、マーサは「聞いたことないですね」と即そく答とうする。

「あなたはここに勤めて長いんですか？」

「いいえ、私がこのお屋敷で家政婦として働き始めたのは三年ほど前からです。去年旦だん那なさまが亡なくなって、奥さまが老人ホームに入ることになって、一度は退職したんですよ。退職金もいただいたし、あとはのんびり年金生活をしようと思ってたんですけど、働いてないとどうも調子が狂くるっちゃってね。家政婦派は遣けん会社に登録したけど、私の歳としじゃなかなか声がかからなくて。そしたらシドニーさまから連れん絡らくをいただいて、夏の間このお屋敷で雇やとってもらえることになって」

　しばらくブランクがあったので、ご近所の噂話も知らないと言う。

「わかりました。この界かい隈わいで聞き込みをしてみます。もしかしたら目もく撃げき者がいるかもしれません」

　コーヒーを飲み干して、刑事と警察官が立ち上がる。ふたりを見送り、シドニーは応接室から出てきた架を安心させようと微笑ほほえみかけた。

「きみへの容疑は晴れたようだ」

「ええ、それはよかったんですけど、ゆうべもうひとり誰かが侵入していたなんて……」

　架はひどく怯おびえた様子だった。フィルだけでも充じゆう分ぶん怖こわいのに、謎なぞの第三者が現れたことにショックを受けているのだろう。

「気持ち悪いですよね。早く捕つかまってくれるといいんだけど」

　マーサも不安そうな表情だった。

「そのドレイクさんってかたが、バーかどこかで誰かの恨うらみを買って、あとをつけてこられたんじゃありません？」

　マーサの意見に、シドニーは腕を組んだ。

「どうかな。不審者のほうが先に敷地内に侵入していたようだし、フィルの行動を予測していたとは考えにくい」

「……その不審者は、何が目的で敷地内に侵入したんでしょう」

　黙だまって聞いていた架が、ぼそっと呟つぶやく。

「そう、それが不思議なんだ。フィルが侵入したのは架に会うためだが、あの不審者はいったいなんのために……」

「何か盗ぬすまれたものはありません？」

　マーサの問いかけに、シドニーはぐるりと辺りを見まわした。

「多分ないと思う。家の鍵かぎは全部かかっていたし、こじ開けられた形けい跡せきもなかった」

「庭の何かを盗もうとしたのかしら」

　マーサがそう言うが、わざわざ危険を冒おかしてまで盗むようなものがあるとは思えない。それとも自分が知らないだけで、不審者の心を摑つかんだ何かがあるのだろうか。

「泥どろ棒ぼうではなさそうですけど……このお屋敷にこっそり入りたい理由が、何かあったんでしょうね」

　架の言葉に、シドニーは頭の中で何かが小さく音を立てるのを感じた。

　関係ないかもしれないが、もしかしたら関係あるかもしれない記き憶おく──。

「ちょっと行きたいところがあるんだ。車の運転を頼たのんでいいかな」

　架に言って、シドニーは上着を取りに寝しん室しつへと急いだ。




　　　　◇◇◇




　スリーピーホロウから車で約三十分。

　駐ちゆう車しや場に車を停とめ、木立の向こうの建物を見上げた架は目を丸くした。

「ここですか？」

　リゾートホテルのような瀟しよう洒しやな外観、美しく手入れされた庭──架が知っている老人ホームとはほど遠いイメージだ。

「そう。急に思い立ってアポなしで来ちまったけど、面会できるかな」

　助手席のシドニーが、サングラスの奥で目を眇すがめる。

「だめだったら出直しましょう」

　言いながら、架は車を降りてシドニーとともにエントランスへ向かった。

（あんまり遠いところじゃなくてよかった）

　心の中で、ほっと息を吐はく。

　昨夜の一件はお互たがい忘れようということになったが、やはりシドニーとふたりきりだとどうしても意識してしまう。シドニーは何ごともなかったように普ふ段だんどおり振ふる舞まってくれたが、架は少々ぎくしゃくしてしまった。

　エントランスの自動ドアが開き、シドニーに続いて足を踏ふみ入れる。ロビーも老人ホームとは思えない洒しや落れた雰ふん囲い気きで、受付カウンターの女性がにっこり微笑んで「こんにちは」と声をかけてくれた。

「シドニー・ロックハートといいます。大おお叔母おばのローズ・ロックハートに会いに来ました」

「お待ちください……ああ、以前にも何度か面会にいらしてますね」

　パソコンを操作しつつ、受付の女性がモニターとシドニーの顔を交こう互ごに見やる。

「失礼ですが、お連れのかたは？」

「カケル・チバ、俺の付き添そい看護師だ」

「看護師さん？」

　怪け訝げんそうな表情の女性に、シドニーが「ちょっと怪け我がしていてね」と軽く腕を持ち上げてみせる。

「承しよう知ちしました。こちらにご署名お願いいたします」

　来訪者名めい簿ぼを差し出し、彼女は内線電話でローズ・ロックハートにシドニーの来訪を告げた。

「お部屋までご案内しましょうか？」

「いや、結構だ。場所はわかってる。ありがとう」

　シドニーに続つづいて、受付の横の階段を上る。途と中ちゆうで何人か入所者の老人や職員とすれ違ちがったが、その都度シドニーはにこやかに挨あい拶さつするのを忘れなかった。

「ここだ」

　二階の廊ろう下かで立ち止まり、シドニーがドアを軽くノックする。中から「どうぞ」と返事があった。

　ドアを開けると、花はな柄がらのワンピース姿の上品な老婦人が出で迎むかえてくれた。杖つえをついているが、顔色もよく背筋もしゃんとしている。

「大叔母さん、急に来て悪かったね。ちょっといいかな？」

「いつでも大だい歓かん迎げいよ」

　満面の笑えみを浮うかべて、ローズが杖を持っていないほうの手を広げる。軽くハグして、シドニーも「元気そうだ」と微笑んだ。

「こちらの可愛かわいいかたはどなた？」

　ローズに視線を向けられ、架は緊きん張ちようしながら右手を差し出した。

「カケル・チバです。シドニーの付き添い看護師です」

「あら、そうなの？　私はてっきり……」

　架の手をしっかり握にぎりながら、ローズがちらりとシドニーの顔を見上げる。

「てっきり、何？」

　シドニーが問いかけると、ローズはおかしそうに笑った。

「こないだあなたの従兄弟いとこのクレイグが来てくれたのよ。可愛い婚こん約やく者と、可愛い甥おいっ子を連れてね。クレイグの婚約者にはもう会った？」

「いえ、まだです」

　ローズが架に視線を戻もどし、うんうんと頷うなずく。

「会ったらきっと驚おどろくわ。日系人の青年で、なんていうか、こちらの彼と印象が似てるのよ。森を歩いていたら、思いがけず可か憐れんな花を見つけた感じ」

　これは褒ほめ言葉と受け取っていいのだろうか。戸と惑まどって、架は目を瞬またたかせた。

「ごめんなさい、お花にたとえるなんて失礼だったかしら」

「いえ、えーと……」

「だから私はてっきり、シドニーもようやく伴はん侶りよを見つけて紹しよう介かいしに来てくれたのかと」

「大叔母さん、立ち話もなんだから、座りませんか」

　笑みを浮かべ、シドニーがやんわりと遮さえぎる。

「ああ、そうね。どうぞ掛かけてちょうだい」

　薔薇ばらの模様のソファを勧すすめられ、架はシドニーと並んで腰こしを下ろした。

　シドニーの恋こい人びとだと思われてしまった。困こん惑わくする気持ちと照れくさいような高こう揚よう感かんが入り交じり、じわじわと頰ほおが上気してしまう。

「今日は大叔母さんにお訊ききしたいことがあって訪ねたんですよ。俺がスリーピーホロウの別べつ荘そうを相続することが決まったとき、気になることをおっしゃってましたよね」

「幽ゆう霊れいのこと？」

　ローズの口から飛び出した言葉にぎょっとする。

「そうです。もう一度詳くわしく聞かせていただけませんか」

　シドニーに促うながされ、ローズは身を乗り出した。

「やっぱり出たのね。あなた、姿を見た？」

「いいえ」

「私も姿は見たことがないのよ」

　ローズが架のほうへ向き直り、事情を知らない架に説明してくれる。

「夫が生きてる間、毎年夏はあの別荘で過ごしていたんだけど、ときどき夜中に壁かべの中から妙みような物音がしてたの」

「人が歩きまわるような音ですか？」

　シドニーの質問に、ローズが少し考え込む。

「いいえ、ごそごそと何かを動かしてるような音よ。最初は水道管か何かの音だと思ったんだけど、そういう感じじゃなかった。そうそう、何かを引きずるような音も聞いたことがあるわ」

「ひと夏に何回くらいの割合でした？」

「まちまちだったわ。まったくしないときもあれば、週に二、三回聞いたこともあった」

「時間は決まってました？」

「はっきり断言できないけど、午前零れい時以降だったと思う。私は寝ね付つきがよくないから物音がするたびに目が覚めてたんだけど、亡なくなった夫はベッドに入ったら朝までぐっすりって人だったから、一度も聞いたことがないの」

「誰だれかが忍しのび込んでいた可能性は？」

　ソファの背にもたれて、ローズが首を横に振る。

「私も泥どろ棒ぼうが忍び込んでるんじゃないかと疑ったわ。けど何も盗ぬすまれてなかったし、鍵かぎもちゃんとかかってて、こじ開けられた形けい跡せきもなかった。何も被ひ害がいがないから警察に届けようがないし……夫はネズミか何かだろうって気にしてなかったんだけど」

　いったん言葉を切って、ローズが宙を見上げる。

「夢か現実か定さだかじゃないんだけど、一度だけ人の話し声を聞いた気がするの。何を言ってるかは聞き取れなかったけど、ひそひそと内ない緒しよ話ばなしをするような声よ」

「男性でした？　女性でした？」

　シドニーが尋たずねると、ローズは目をぱちくりさせた。

「男か女かなんて考えたことなかったわ。夢うつつだったから自信がないけど、多分男ね」

「二、三人でしゃべってるような感じ？」

「いいえ、ひとりでぶつぶつ呟つぶやいてた」

「夜中に人の話し声が聞こえてくるなんて、気味が悪いですね」

　想像して、架はぶるっと肩かたを震ふるわせた。幽霊やオカルト系の話はあまり信じないほうだが、今自分が滞たい在ざいしているお屋や敷しきでそのようなことがあったと知って、ちょっと背筋が寒くなる。

「ええ、私も怖こわくなって、家の中を徹てつ底てい的に調べたの。業者を呼んで屋根裏部屋のガラクタを全部運び出して、地下室の大おお掃そう除じもして、隠かくし部屋や秘密の通路がないか、建築当初の図面と照らし合わせて……」

　しかし何も異状はなかったのだという。

「夫には『気にしすぎだ』ってあきれられたわ。けど、徹底的な家や捜さがしはちょっとは効果があったみたいで、その後しばらく妙な音が途と絶だえたの。まあ別荘にいたのは夏の間だけだったから、秋以降にまた出てたかもしれないけどね」

「翌年の夏は出ましたか？」

「わからないわ。私たちが別荘で過ごしたのは、その夏が最後だったから。夫が亡くなって、私も身辺を整理して老人ホームに入ることを決意して……」

　ローズが、ふと我に返ったようにシドニーのほうへ向き直る。

「その話を聞きに来たってことは、何かあったのね」

「いえ、そういうわけじゃありません。相続のときは聞き流してしまったけど、もう一度ちゃんと聞いておこうと思いまして」

　ローズを不安にさせまいと思ったのか、シドニーは事件については口にしなかった。

「あらあら私ったら、話に夢中でお茶も出さずに……」

　ローズが立ち上がろうとしたのを、すかさずシドニーが制止する。

「俺が淹いれますよ。午後はダージリンのストレートでしたっけ？」

「ええ、そこの緑色の缶かんよ」

「僕も手伝います」

　そう言って立ち上がると、ローズに引き留められた。

「いいのよ、あなたは私の話し相手をしてちょうだい。聞かせて、シドニーとはどこで知り合ったの？」

　ローズがきらきらと目を輝かがやかせて身を乗り出す。

「ええと、シドニーが事故に遭あったのはご存じですよね？　僕はシドニーが運び込まれた病院で働いてまして……」

　シドニーがはっきり「そういう仲ではない」と否定しなかったので、なんだかまだ誤解されているような気がする。

（シドニーと僕はあくまでも患かん者じやと看護師で、個人的な関係ではないって言っておいたほうがいいのかな）

　しかし訊かれもしないのに主張するのもどうかと思い、結局言いそびれてしまった。







「幽霊の話、知っていて相続したんですね」

　駐ちゆう車しや場に向かって歩きながら、架はシドニーの横顔を見上げた。

　胸ポケットから取り出したサングラスをかけながら、シドニーが架を見下ろす。

「ああ、俺は非科学的な話はまったく信じない質たちだから、正直言うと今日まですっかり忘れてた」

　車に乗り込んでエンジンをかけると、シドニーが心配そうに顔を覗のぞき込んできた。

「もしかして幽霊は苦手だった？　あの屋敷に泊とまるのは不安？」

「いえ、僕も幽霊の類たぐいは信じてないので……けど、今回の事件と何か関係があると思ってます？」

　シドニーが視線を前に向け、うーんと唸うなる。

「どうかな。けど、さっき大おお叔母おばさんからよくよく話を聞いて確信した。少なくとも、何年も前から誰かが定期的に屋敷に忍び込んでいたことは間ま違ちがいない」

「それがフィルに危害を加えた犯人……？」

「そうじゃないかと睨にらんでる」

「物音の正体は、ネズミやアライグマってことは？」

「もし動物なら、徹底的に家捜ししたときに何か痕こん跡せきが見つかったはずだ。証しよう拠こを残さないように注意するのは人間だけだろう」

「話し声が聞こえたということは、複数のグループでしょうか」

「ひとりで呟いているような声だったってことは、携けい帯たいで誰かと話してたんじゃないかな」

　シートにもたれて、架は大きく息を吐はいた。

「……子供の頃ころ、おばけや幽霊を怖がっていたら母が言ったんです。生きてる人間がいちばん怖いって」

「言えてる。帰ったらもう一度屋敷の中を点検してみよう」

「はい」

　頷うなずいて、架はそろりと車を発進させた。







　シャワーのコックを閉めると、とたんに静せい寂じやくに包まれる。

　タオルで濡ぬれた髪かみを拭ふきながら、架は昼間ローズから聞いた話を思い出して、ぶるっと背筋を震わせた。

　ローズは幽ゆう霊れいだと信じていたようだが、シドニーはそうではないと考えている。

　この屋敷に、何者かが密ひそかに忍び込んでいると──。

（けど、いったいなんの目的で？）

　盗みでないなら、盗とう聴ちようや盗とう撮さつか。シドニーもそう考えて、さっそく盗聴器の検査を手配した。

　夕方地元の探たん偵てい社の男性がやってきて別べつ荘そう内をくまなく検査してくれたが、盗聴器も隠しカメラも見つからなかった。

『覗きってことも考えられますけど……実際私が若い頃、モーテルの壁かべや天てん井じように穴を開けて部屋を覗く変態がいたんですよ。けど、今どきわざわざ屋根裏で長時間じっとしている人はほとんどいないでしょうな』

　年配の探偵は、そう言って肩をすくめた。

　マーサは幽霊の話を知らなかった。正確には、ローズがこの屋敷に幽霊がいると考えているとは知らなかったというべきか。

『そういえばローズさまが、夜中に変な物音がすると言っておられたような……。けど私は住み込みではないので、確かめようがなくて。旦だん那なさまがネズミだろうとおっしゃってたのも覚えてます』

　シドニーと架も屋敷の中を点検してみたのだが、何も異状はなかった。ローズが言っていたとおり、屋根裏部屋も地下室もすっきり片付いており、侵しん入にゆう者の痕跡も皆かい無む。何も手がかりが摑つかめず途と方ほうに暮れていると、帰りがけにマーサがひとつヒントをくれた。

『もしかしたら、前の家政婦さんが何か知ってるかも。二十年以上勤めていたそうですから』

　引き継つぎの際に、連れん絡らく先を教えてもらったという。さっそく電話をかけてみたが、あいにく留守だった。

　明日もう一度電話をかけることにして、今日のところは捜そう査さ終しゆう了りようとなった。

（フィルの意識が早く戻もどってくれるといいんだけど……）

　ドライヤーで髪を乾かわかし、歯を磨みがく。バスルームから出てパジャマを着たところで、誰だれかが部屋のドアをノックする音が聞こえてきた。

「はい」

　返事をすると同時に、勢いよくドアが開く。

　立っていたのはシドニーだった。彼もシャワーを浴びたばかりらしく、髪がほんのり湿しめっている。白いＴシャツにライトグレーのスウェットパンツという、今まで見たことのないラフな格好だ。

「……どうかしました？」

　シドニーが架を見つめたまま何も言わないので、不安になって尋たずねる。

「……ああ、いや。パジャマ姿を見るのは初めてだなと思って」

　シドニーの言葉に、じわっと頰ほおが熱くなる。

　別に変なことを言われたわけではないのだが、夜の寝しん室しつでふたりきりというシチュエーションのせいか、親密でつやめいた匂においを感じてしまった。

「もう寝ねるところだった？」

「ええ、もう寝ようと思ってました」

　自分もシドニーも、明らかに口調がぎこちない。

　戸口にたたずむシドニーを直視できなくて、架は視線をさまよわせた。

　水着姿もセクシーでどぎまぎしたが、Ｔシャツにスウェットパンツというプライベートな服装はどこか生々しい。厚い胸むな板いたに白い布地がぴったり張りつき、スウェットパンツの柔やわらかな布地が股こ間かんの膨ふくらみを際きわ立だたせ……。

　慌あわてて架は、不ふ埒らちな妄もう想そうにストップをかけた。パジャマ代わりの服装に欲情してしまうなんて、自分はどうかしている。

　シドニーが大きく肩で息をして、意を決したように口を開く。

「提案なんだが、一いつ緒しよに寝ないか」

「…………えっ!?」

　驚おどろいて、声がひっくり返ってしまった。

「この屋や敷しきに誰かが侵入していることは確実だ。そいつが捕つかまるまで、きみをひとりで寝かせるわけにはいかない」

「そんな、だ、大だい丈じよう夫ぶです、今まで何も被ひ害がいがなかったですし……っ」

「フィル・ドレイクは危害を加えられて入院中だ」

「それはその、運悪く鉢はち合あわせしたか何かで」

　シドニーと一緒に寝るなんて、絶対に無理だ。どうにか回かい避ひしようと架は舌をもつれさせた。

「わかった。言い方を変えよう。怖こわくてひとりで眠ねむれないから、一緒に寝てほしい」

　真面目まじめくさった表情で言って、シドニーが後ろ手にドアを閉める。

　大おお股またで近づいてくる彼から逃にげようと、架はよろめきながらあとずさった。

「一緒にいるほうが安全だ」

「それはそうなんですけど……っ」

「大丈夫、何もしない」

　言いながら、シドニーがブランケットをめくってシーツの上に横たわる。

　枕まくらに頭を乗せて目を閉じ、行ぎよう儀ぎよく両手を胸の前で組み合わせたシドニーに、架は思わず噴ふき出してしまった。

「何かおかしい？」

「ええ、強ごう引いんだなと思って」

「こうと決めたら絶対にやり遂とげるタイプなんだ」

「つまり、あなたをベッドから追い出すのは不可能ってことですか？」

　薄うす目めを開けて、シドニーがちらりと架を見やる。

「試ためしてみるか？」

　口元に笑えみを浮うかべた彼に、架の中の何かがへなへなとくずおれた。

　──どうあがいても、シドニーの魅み力りよくには抵てい抗こうできない。

　ふらふらと誘さそわれるように、架はベッドに近づいた。

（大丈夫、このベッドは幅はばが広いし、普ふ通つうに寝てれば体がぶつかることもないし……）

　一緒に寝るだけなら何も問題ない、と自分に言い聞かせる。

　──だめだ、考え直せ！　昨日プールで恥はずかしい思いをしたのをもう忘れたのか？

　頭の片かた隅すみから警告する声が聞こえてきたが、むしろ逆効果だった。

　あんな恥ずかしい思いは二度としたくないという気持ちと同時に、もう一度あの恥ずかしさを味わってみたいという奇き妙みような欲望が湧わき上がってきて……。

　そっとブランケットをめくり、おずおずとシドニーの隣となりに横たわる。

　緊きん張ちようでかちかちになっていた体が、シーツの上で次し第だいにとろけていくのがわかった。

「俺は寝相がいいとはいえない。もしきみを蹴け飛とばしたりしたら、遠えん慮りよなく蹴り返してくれ」

　仰あお向むけになった背中からシドニーの声が響ひびいてきて、架は体の芯しんが疼うずくのを感じた。

「わかりました。遠慮なく床ゆかに蹴り落とします」

　わざと生き真面目まじめな口調で言うと、シドニーが低く声を立てて笑った。

　その笑い声に尾びてい骨の辺りを直ちよく撃げきされて、体中がびりびりと痺しびれる。

（どうしよう……やっぱり無理かも……っ）

　脚あしの間に兆きざした熱に、もじもじと太ふと腿ももを擦すり寄せる。

　吐と息いきが漏もれそうになり、慌てて架は唇くちびるを引き結んだ。

「──架」

　名前を呼ばれ、どきりとする。

　心なしか、シドニーの声はいつもより熱を帯びていた。

　ふいにシドニーが、がばっと上体を起こす。驚いて、架もベッドの上に飛び起きた。

「ど、どうしたんです!?」

「……悪い」

　シェードランプのほの暗い明かりの中に、シドニーの困ったような表情が浮かび上がる。

「ここに来るまでどうやって切り出すかいろいろ考えてたんだが、全部吹ふっ飛んじまった。俺はこういう話に慣れてないから、単刀直入に言う」

「……なんでしょう」

　いったい何を言われるのだろうと、架は身構えた。シーツの上に正座し、シドニーの言葉を待つ。

「きみと前世で会ったことがある気がすると言ったのを覚えてるか？　なぜか懐なつかしい感じがした、と」

「……ええ、覚えてます」

「もちろん俺は前世など信じていないから、その不可解な感情について考察を深めることにした。きみと一緒に過ごす時間を増やし、きみと一緒にいるときの自分の気持ちを分ぶん析せきし」

　青い瞳ひとみに食い入るように見つめられ、体が金かな縛しばりに遭あったかのように固まっていく。

「それでわかったんだ。とてもシンプルな答えだ。俺にとって人生で初めての感情だったから、なかなか答えにたどり着くことができなかったんだが」

　シドニーが、ごくりと唾つばを飲み込む。

　獲え物ものを目の前にした猛もう獣じゆうのような目つきに、架はシドニーにがぶりと嚙かみつかれそうな気がして体を震ふるわせた。

　けれど不思議と恐きよう怖ふ感かんはなく、肌はだがびりびりするような高こう揚よう感かんに包まれる。まるで、シドニーに嚙みつかれることを願っているかのように──。

「きみのことが好きだ」

　早口で言って、シドニーが唇をぎゅっと引き結ぶ。

「…………」

　茫ぼう然ぜんとして固まっていると、大きな手にがしっと両りよう肩かたを摑つかまれて抱だき寄せられた。

「ひゃ……っ」

　驚いて、反射的に逃のがれようともがく。

　けれど逞たくましい腕うではびくともせず、厚い胸板に頰を押しつける格好になってしまった。

「逃げないでくれ。俺の勘かん違ちがいでなければ、きみも俺に関心を寄せてくれているはずだ」

「……っ！」

　言い当てられて、くらりと目め眩まいがする。

　スローモーションのように視界が傾かたむいていき、気がつくとシーツの上に押し倒たおされていた。

「やっぱり思ったとおりだ。体が素す直なおに反応してる」

　耳元で囁ささやかれ、架はぎくりとした。

　のしかかってきたシドニーの腹筋の下で、先ほどから熱を帯びていたペニスがすっかり硬かたくなっている。

「だ、だからって、好きってわけじゃ……っ」

　猛もう烈れつに恥ずかしくなって、架は反論を試みた。

「世の中には恋れん愛あい感情と性的欲望を完全に分けて考えられる人もいるが、きみはそうじゃないだろう？」

　シドニーが、架を煽あおるようにゆるゆると体を前後に揺ゆする。

　硬い腹筋に勃ぼつ起きを擦られて、架はあられもない声を上げてしまった。

「あ、や、やめ……っ」

　そんなことをされたら、先走りが漏れてしまう。もう既すでに漏れて、下着に染しみができているかもしれない。

「ちなみに俺も、きみと出会って初めて心と体の方向性が一いつ致ちした」

「あ……っ」

　体をずらし、シドニーが牡おすの象しよう徴ちようを架の下腹部に擦りつける。

　シドニーのそこも、架と同じように勃起していた。

　階段で一いつ瞬しゆん触ふれたときからずっと忘れられなかった感かん触しよく──しかも今度はしっかり密着するように押しつけられて、硬く張り詰つめた形状まではっきりとわかる。

（お、おっきい）

　布地越ごしに伝わってくるずっしりと重たげな質量に、架は息を飲んだ。プールで水着姿を盗ぬすみ見して知っていたはずなのに、実際に押しつけられると長さや太さに驚いてしまう。

「俺のことが嫌きらいなら、今のうちにはっきりそう言ってくれ。嫌いやならすぐにやめる」

　シドニーが苦しげに声を絞しぼり出す。

　潤うるんだ瞳で、架はシドニーを見上げた。

　言えるわけがない。架もシドニーのことが好きで、心と体の方向性が完全に一致して燃え上がっているのだから──。

「んん……っ！」

　唇にむしゃぶりつかれて、架は目を白黒させた。

　熱い舌が性急に口の中に割って入り、口こう腔こう内を舐なめまわす。

（ちょっと待って、ファーストキスなのに……っ）

　特別ロマンティックなキスを望んでいたわけではないが、シドニーの猛烈なディープキスは初心者には刺し激げきが強すぎた。逞しい肩をぐいぐいと押しやり、顔を背けてなんとか執しつ拗ような口づけから逃れる。

「悪い、キスは嫌だった？」

「いえ、そうじゃなくて……。も、もう少しお手て柔やわらかに……」

　睫まつ毛げを伏ふせて、小声で告げる。

　言ってからもう少し気の利きいた言いまわしはなかったのかと後こう悔かいしたが、シドニーは頰ほおを紅潮させながら頷うなずいてくれた。

「わかった。今の俺は野獣モードだから、キスはあとでゆっくり……」

　そう言って、再び勃起を擦りつけてくる。

「だめっ、動かないで……っ！」

　息を喘あえがせながら、架は懇こん願がんした。

「どうしてだめなんだ？」

「……ぱ、パジャマ、汚よごれちゃう……っ」

　恥はじを忍しのんで、架は窮きゆう状じようを訴うつたえた。

　堪こらえ性しようのない体は、まもなく絶頂を迎むかえようとしている。このままでは昨日のように粗そ相そうをして、シドニーのスウェットパンツまで汚してしまうかもしれない──。

「昨日の水着みたいに？」

　耳元で囁かれた瞬間、架の堤てい防ぼうは決けつ壊かいした。風ふ呂ろ上がりに着き替がえたばかりのボクサーブリーフの中で、熱い飛沫しぶきがほとばしる。

「あああ……っ！」

　シドニーに抱き締しめられながら、架は失禁したように精液を漏らした。

　低く唸うなり声を上げ、シドニーが架のパジャマのズボンを引きずり下ろす。

「……だめ、見ないで……っ」

「わかった、見ない。だけど、ちょっとだけ……っ」

　言いながら、シドニーが己おのれのスウェットパンツをずり下げる。

　その拍ひよう子しにローライズのボクサーブリーフから大きな亀き頭とうがはみ出したのが見えて、慌あわてて架は視線をそらした。

「やっ、な、何を……っ」

　シドニーが、架のボクサーブリーフの濡ぬれた部分に勃起を擦りつけ始める。

「事件が解決するまで我が慢まんしようと思ってたんだが、きみの色気に耐たえられそうにない」

「な、何言って……、あ、あんっ」

「最後まではしない。けど、少しだけきみの色っぽい体を味わわせてくれ」

「あっ、あ……っ」

　硬くて太いものでペニスを擦こすられ、架は身み悶もだえた。

　シドニーは性器を下着から完全に露ろ出しゆつさせて架の下着の上から擦りつけているのだろうか。それとも下着をつけたまま、擦りつけているのだろうか。

　脳のう裏りに一瞬目にしてしまった亀頭がちらついて、くらくらと目め眩まいを覚える。

「ああん……っ」　>>>♥

　シドニーに擦り上げられ、下着の中でペニスが再び芯しんを持ち始めていた。

　布地越しなのがもどかしい。下着を剝はぎ取って、直じかに擦って欲しい──。

「架……！」

「あ、シドニー、シドニー……！」

　しっかり抱き合って、互たがいの名前を口にする。

　シドニーの声で愛いとおしげに名前を呼ばれ、架は心と体が空高く舞まい上がっていくのを感じた。

「あ、あ、あああ……っ！」

　密着した体の間で、熱い飛沫が弾はじける。

　シドニーの腕の中で、架はめくるめく快感に身を委ゆだねた。







　　　　７




　──別べつ荘そうに来て五日目の朝。

　隣となりで眠ねむる架の顔をじっと見下ろし、シドニーは口元に笑えみを浮うかべた。

（だめだ、ついにやけてしまう）

　両手で口を押さえ、浮き立つ心を落ち着かせようと努力する。

　──みんな聞いてくれ！　この可愛かわいい天使が、俺の恋こい人びとになってくれた！

　全世界に向かって、大声で叫さけびたい。

　そんなことをしたら架が真っ赤になって怒おこり出すことがわかっているので、現実には家族と親しい友人、職場の信しん頼らいできる何人かと親しん戚せきの一部にしか報告しないが。

（嬉うれしい、嬉しい、嬉しい！）

　シーツの上に突つっ伏ぷして、シドニーは小さく足をばたつかせた。

　ひとりだったら大声で叫びながら部屋を走りまわったり、仰あお向むけに大の字になって手足をばたばたさせていただろう。

（いかんいかん、架の前ではそういう子供じみた行動は慎つつしまないと）

　ふうっと深呼吸をして、架の寝ね顔がおを覗のぞき込む。長い睫毛、形のいい唇くちびる……昨夜の架の痴ち態たいが頭の中に次々と浮かび、次し第だいに鼻息が荒あらくなっていく。

「……ん……」

　シドニーの鼻息が頰にかかったのか、架がくすぐったそうに顔をしかめた。

　起こしてしまったかと焦あせるが、そろそろ起きてもいい時間だし、早く架とゆうべの愛の交こう歓かんについて語り合いたい。

「目が覚めた？」

　にやにや笑いを引っ込めて、シドニーは紳しん士しらしい穏おだやかな笑みを浮かべた。

「…………」

　架の大きな瞳ひとみが見開かれ、ぼんやりとシドニーの顔を見上げる。

　反応がないのが気になって、シドニーは架の目の前で小さく手を振ふってみせた。

「起きてる？　まだ夢の中かな？」

「……っ！」

　声をかけたとたん、架の目の焦しよう点てんが合って覚かく醒せいするのがわかった。みるみるうちに顔が赤くなり、今にも泣き出しそうな表情になっていく。

「……お、おはようございます」

　消え入りそうな声で言って、架はくるりと寝返りを打って背を向けた。

　舞い上がっていた気持ちが、恋人の不可解な態度によって急下降していく。

「架、どうかしたのか？　もしかして、ゆうべのこと怒ってる？」

　慌ててシドニーは、架の細い肩に手を置いた。

　手足を縮めて丸くなった架が、ふるふると首を横に振る。

「ち、違ちがうんです。今はちょっと……もう少し時間をくださ……」

　真っ赤に染まった耳を見て、ようやくシドニーは架が盛大に照れていることを理解した。

（まったく、どうしてくれよう。可愛すぎて鼻血が出そうだ）

　もぞもぞとブランケットに潜もぐり込み、背後からそっと架を抱だき締める。

　架はびくっと震ふるえたが、逃にげようとはしなかった。うなじに顔を埋うずめて甘い匂においを堪たん能のうし……架がゆうべとは違うパジャマを着ていることに気づく。

（あのあとちゃんと着替えたのか）

　抱き合って絶頂を迎えたあと、架は電池が切れたように眠ってしまった。

　シドニーは汚した服を脱ぬぎ捨てて全ぜん裸らになり、そのまま寝入ってしまったのだが、架は夜中に起きてきちんとパジャマを着たらしい。

　くくっと喉のどの奥で笑って、シドニーは架の耳に口づけた。

「ひゃっ！　な、なんですか」

「いや、きみはこうしてちゃんとパジャマを着てるのに、俺は素すっ裸ぱだかでなんかおかしくなって」

「……僕は裸では眠れないんです。自分でも色気のなさにがっかりですけど」

「きみはそのままで充じゆう分ぶんセクシーだよ」

　地味なチェックのパジャマも、架が着れば可愛いし色っぽい。何を着ていても架の魅み力りよくは損そこなわれることがないし、正直なところ服装なんてほとんど目に入っていない。

「そろそろ起きて、シャワーを浴びたいんですけど……」

「それは俺に、自分の部屋に帰れって言ってる？」

「まあそんな感じですね」

　話しているうちに落ち着いてきたのか、架がいつもの調子に戻もどっていく。

　起き上がって、シドニーはシーツの上にあぐらをかいた。

「念のため確かく認にんしておきたいんだけど、今日からきみは俺の付き添そい看護師ではなく、俺の恋人ってことでいいかな」

　寝返りを打ってシドニーの格好に気づいた架が、慌てて背中を向ける。

「看護師の仕事は最後まで責任持ってやり遂とげます」

「そう？　実を言うとほぼ全快してるんだけどね。じゃあ俺の恋人兼けん付き添い看護師ってことで」

「……了りよう解かいです」

「早いところ犯人を突きとめて、残りのバカンスをのびのび過ごそう」

「その話はまたあとで。まずは何か着てください」

　架の苦言に、シドニーは声を立てて笑った。




　　　　◇◇◇




「ここか？」

「ここですね……」

　カーナビに表示された住所を確認し、架は目の前の一いつ軒けん家やに目を向けた。

　スリーピーホロウから車で十五分ほどのところにある小さな集落のメインストリート。左右に二十軒ほどの家が点在し、しんと静まり返っている。

　──マーサから教えてもらった前任の家政婦、メアリー・エイモスは今朝も電話に出なかった。直接訪ねてみようということになり、朝食のあとこうして車でやってきたのだが……。

「なんだか空き家みたいですね」

「ああ、長い間人が住んでいない感じだ」

　車から降り立ち、エイモス家に向かって歩く。家のカーテンは全部閉められ、庭は草が伸のび放題だ。駐ちゆう車しやスペースに車はなく、玄げん関かんポーチの一部が壊こわれている。

　ドアの前に立って呼び鈴りんを押すが、返事はなかった。シドニーが郵便受けを開けて中を覗き込む。

「ダイレクトメールが溜たまってる」

「退職したときに七十近かったと言ってましたから、老人ホームなどに入所されたのかも」

「ああ、あるいは亡なくなったか」

　諦あきらめて、踵きびすを返す。車に乗り込もうとドアを開けると、ふいに背後から声をかけられた。

「あなたがた、不動産屋の人？」

　振り返ると、年配の女性が眉み間けんに皺しわを寄せた険しい顔つきで立っていた。

「いえ、違います。ご近所のかたですか？」

　シドニーがにこやかな笑みを浮かべて女性に話しかける。

　用心深い態度を崩くずさず、女性は「ええ」とだけ答えた。

「ちょうどよかった。お訊ききしたいんですが、こちらにメアリー・エイモスさんというかたが住んでいるかと思うんですが」

「メアリーなら一年ほど前に亡くなったわ」

「……そうですか。困ったな」

　シドニーが前まえ髪がみをかき上げ、途と方ほうに暮れたように宙を見上げる。

　思わず見とれてしまうほど、魅み惑わく的な仕草だ。女性の心にも響ひびいたらしく、不ふ審しんそうな表情が幾いく分ぶんやわらぐ。

「メアリーに会いに来たの？」

「ええ、私の母と交流がありましてね。母が会いたがっているんですが、電話してもいつも留守で、心配だから様子を見に行ってくれと頼たのまれて」

　女性を警けい戒かいさせないよう、シドニーが無難な口実をでっち上げる。

　架はこういうアドリブ力は皆かい無むなので、聞き込みはシドニーに任せたほうがよさそうだ。

「メアリーが亡くなったとき、息子むすこさんがちゃんと連れん絡らくしてなかったのね。私も仲良くしてたからお葬そう式しきに出たかったのに、全然知らせてくれなくて……」

　どうやら彼女は、メアリーの息子をよく思っていないらしい。

「息子さんは今、どちらに？」

「ニューヨークで画が廊ろうを経営しているって聞いたわ。ここには滅めつ多たに帰ってこなくて、私も会ったのは数えるほどよ。メアリーにとっては自じ慢まんのひとり息子だったけど、無愛想で冷たい感じの人だったわね」

「息子さんの名前はわかります？」

「ローガンよ。ローガン・エイモス。会いに行くなら、伝言をお願いしていいかしら。この家は息子さんが相続してるはずなんだけど、ご覧のとおり荒あれ放題でね。ずっと空き家のままだと物ぶつ騒そうだから、早いところ売るか貸すかしてちょうだいって」

「わかりました。会ったら伝えておきます」

「よろしくね」

　女性は最後にはにっこり笑え顔がおになって、隣となりの家に戻っていった。

「あなたには探たん偵ていの素質もありそうですね。警けい戒かい心しん丸出しの彼女から、これだけ情報を引き出せるなんて」

　車に乗ってから、小声でシドニーに話しかける。

「ああ、自分でも意外だ」

「髪をかき上げたのは、わざと？」

　さりげなく尋たずねると、シドニーがにやりと笑ってみせた。

「わかった？　なぜか女性に受けがいいんだ」

　そう言ってから、しまったという表情になって慌あわてて言い加える。

「もちろん、変な下心があってやってるわけじゃない。いや、きみと出会う前はそういうこともあったかもしれないが、今後はよそ見する余よ裕ゆうなんかないから安心してくれ」

　必死の弁明に、架はくすくすと笑った。

「別に、『他ほかの人の前ではしないで』なんて言うつもりはありませんよ。今みたいに絶大な効果が期待できるときは、大いに活用してください」

「そうだな。あくまでもビジネスの一いつ環かんとして……」

　言いながら、シドニーが架の手に自分の手を重ねてきた。

「ちなみに、きみに対しても効果あった？　実を言うと、使える手はなんでも使おうと思って、必死でアピールしてたんだけど」

「……さあ、どうでしょう」

　うまくはぐらかしたつもりだったが、頰ほおがじわっと上気してしまう。

　大きな手で前髪をかき上げるあの仕草には、毎度ハートをノックアウトされていた──などということは、当分の間黙だまっておくつもりだ。

「さて、どうします？　いったん家に帰りましょうか？」

「そうだな。その前に……」

　シドニーが、スマホの検けん索さく窓まどにローガン・エイモス、ニューヨーク、ギャラリーと打ち込んでいく。

「あった。これだな」

　メアリーの息子の画廊はすぐに判明した。場所はソーホーで、ホームページに電話番号も書かれている。

　電話をかけようとしたシドニーが手を止め、何かを思案するように顎あごに手を当てた。

「どうかしました？」

「ちょっと気になることを思い出したんだ。俺の記き憶おく違ちがいかもしれないが」

　もう一度、シドニーがローガン・エイモスの名前を検索する。しかし目当ての情報が得られなかったようで、スマホをポケットに突つっ込んだ。

「帰る前に、ちょっと図書館に寄ってもらえるかな」

「いいですよ」

　カーナビを操作して、架は図書館の位置情報を検索した。







　シドニーが探していた情報には、立ち寄ったスリーピーホロウの公立図書館であっさりたどり着くことができた。

「あった、これだ」

　古い新聞記事のデータベースの中から、該がい当とうの記事をプリントアウトする。

　手て渡わたされた記事に、架は素す早ばやく目を通した。日付は十八年前の五月、見出しは『ニューヨークの画廊で盗とう品ひん及および贋がん作さくを発見』。記事の位置やフォントから察するに、さほど大きなニュースとして取り扱あつかわれたわけではないらしい。写真もなく、社会面の片かた隅すみにひっそりと掲けい載さいされていた。

『マンハッタンの〈二十世紀ギャラリー〉で、五年前にシカゴの美術館から盗ぬすまれた絵画が発見された。関係者からの通報で警察が捜そう査さしたところ、他ほかにも盗品や贋作が数点見つかり押おう収しゆう。ニューヨーク市警は画廊のオーナー、バリー・レンコフを窃せつ盗とう及び偽ぎ造ぞうの容疑で逮たい捕ほした』

　記事から顔を上げ、架はシドニーに尋ねた。

「どうしてこの記事を？」

「これが数日後の続報だ。その後、大量の盗品や贋作が見つかったんだが、画廊内ではなくコネチカット州の郊こう外がいの一いつ軒けん家やに隠かくしてあったんだ。当時俺は高校生で、近所に住んでいたからよく覚えてる」

　言いながら、シドニーは再び端たん末まつに向かった。何か目当ての記事があるらしく、スクロールしながらモニターを凝ぎよう視ししている。

「ギャラリーのオーナー以外にも何人か逮捕されてたはず……」

　しばらくして、「あった！」と声を上げる。

　近くの閲えつ覧らん席からぎろりと睨にらみつけてきた老人に、架は小声で「すみません」と謝った。

「これを見てくれ」

　シドニーが興奮した様子でプリントアウトした紙を差し出す。

　文字を追っていた架は、思わず「あっ」と声を上げた。

『マンハッタンの〈二十世紀ギャラリー〉が所有する民家から大量の盗品及び贋作が押収された事件で、ニューヨーク市警は新たに画廊の関係者三名を逮捕した。画商のトム・スティール、鑑かん定てい士しのアーニー・ベイツ、画廊アシスタントのローガン・エイモス。容疑はいずれも窃盗幇ほう助じよで、スティールとベイツは容疑を認めているという』

　シドニーと目を見合わせて、架はごくりと唾つばを飲み込んだ。

「つまり……メアリーの息子さんが、昔の雇やとい主と同じように別べつ荘そうに盗品をこっそり隠している可能性が？」

「飛ひ躍やくしすぎだと思うか？　夜中に人の気配がするのに何も盗まれていない、隠し場所として利用してたのなら辻つじ褄つまが合う」

「でも……これって本当にメアリーの息子さんでしょうか。たまたま同じ名前なのでは？」

「かもしれない。それを確かめてみよう」

「どうやって？」

　架が尋ねると、シドニーが間合いを詰つめて小声で囁ささやいた。

「ニューヨーク市警には、ちょっとばかりコネがあるんだ」

　ひそひそ声で話していたが、ついに老人に「静かに！」と注意されてしまった。

　シドニーが「すみません」とにこやかに謝り、プリントアウトした資料をかき集める。

「とりあえずここを出よう」

　肩かたに手をまわされ、架はシドニーとともに閲覧室をあとにした。

「せっかく恋こい人びと同士になったのに、全然ロマンティックじゃないデートで悪いな」

　図書館を出たところで、シドニーがそう言って笑った。

「構いません」

　あなたと一いつ緒しよにいるだけで楽しいから、と言うべきかどうか迷っていると、シドニーの指が軽く髪に触ふれてきた。

「俺はきみと一緒にいるだけで楽しいよ」

　シドニーの言葉に、胸が熱くなる。

　──そうだ。つき合い始めたのだから、いつまでも照れていないで素直に気持ちを伝えなくては。

「……僕もです」

　照れくさくてじたばたしたくなる気持ちを抑おさえて、架は小声で告げた。







　別荘に帰宅すると、シドニーはさっそくあちこちに電話をかけ始めた。ニューヨーク市警にコネがあると言っていたが、なんでも刑けい事じのひとりに貸しがあるらしい。

　返事を待つ間遅おそいランチを取ることにし、マーサが作ってくれたサンドイッチを頰張っていると、シドニーのスマホが着信音を鳴り響ひびかせた。

　液えき晶しよう画面を確かく認にんし、シドニーが通話ボタンを押す。

「もうわかったのか。さすがだな」

　電話の向こうで、男性の声が何やらぶつぶつ言っているのが聞こえてくる。シドニーが「恋人と一緒なんだ。スピーカーにするよ」と笑った。

『恋人!?　おまえに恋人ができたのか!?』

　男性の叫さけび声に、ぎょっとする。まさか電話の向こうの刑事にまで報告するとは思わなかったので、架はひどくうろたえた。

「ははっ、そうなんだ。今度紹しよう介かいするよ」

　そう言ってシドニーが架のほうへ向き直り、「高校時代の同級生なんだ」と囁く。

（ああ、それでざっくばらんな口調なんだ……）

　同性の恋人ができたなんて言ったら、電話の向こうの彼はどういう反応をするのだろう。

　シドニーと恋仲になって舞まい上がっていたが、同性愛を快く思わない人たちもいる。ちょっぴりブルーな気分になって、架はそっと睫まつ毛げを伏ふせた。

「それで、どうだった？　同一人物か？」

『ああ、間違いない。十八年前の事件でローガン・エイモスは逮捕されたが、証しよう拠こ不十分で不ふ起き訴そになってる』

「不起訴？　他ほかの連中も？」

『いや、エイモスだけだ。当時エイモスは美術大学に通う学生で、画が廊ろうにはアルバイトとして雇われていた。盗品や贋作のことは何も知らないと主張し、彼がかかわった証拠も出なかったようだ』

「なるほど。他の連中はその後どうなった？」

『逮捕されたとき、オーナーも画商も鑑定士も高こう齢れいだったからな。えーと、ちょっと待ってくれ……オーナーは服ふく役えき中に病死、画商も出所後に病死、鑑定士は生きてるが、ロサンゼルスの認にん知ち症しよう専門の老人ホームにいる』

「じゃあエイモスが唯ゆい一いつの現役？」

『そういうことになるな。何かトラブルか？』

「いや、そういうわけじゃない。ちょっと気になることがあって、調べている段階だ」

『無む茶ちやはするなよ。やばいと思ったらすぐに連れん絡らくしろ』

「そうするよ、ありがとう」

　シドニーが通話を切ろうとすると、電話の向こうで彼が叫んだ。

『シドニーの恋人さん！　会えるのを楽しみにしてるよ！』

　思わず「僕もです」と返事をしそうになってしまい、慌あわてて唇くちびるを引き結ぶ。

「心配しなくても、彼は偏へん見けんを持ってないよ」

　通話を切ったシドニーが、架の手をそっと握にぎる。

「俺も他人にあれこれ言われるのはごめんだから、当面は理解してくれる人にしか紹介しないつもりだ。いずれはそうも言ってられなくなるだろうけど、何を言われてもふたりで乗り越こえていけるさ」

「……ええ、そうですね」

　架も、そっとシドニーの手を握り返した。

「さてと、腹ごなしに別荘内をもう一度点検しようか。秘密の通路や隠し部屋がないか、調べてみよう。図面と外観を照らし合わせて、不自然な空間がないか確かめるんだ」

　シドニーの提案に、架はこくこくと頷うなずいた。

「そんな場合じゃないですけど、なんかちょっとわくわくしますね」

「ああ、俺もだ」







　　　　８




　──別荘に来て六日目の朝。

　幸せな気持ちで目覚めた架は、ベッドの中で小さく伸のびをした。

　ゆうべは夕食のあと、庭のテラスで一緒にコーヒーを飲んでいたシドニーに『今夜もきみの部屋に泊とまっていいかな』と囁ささやかれた。

『心配だから一緒にいたいんだ。今夜は本当に何もしない。……きみがしたいというなら話は別だが』

『……一緒に寝ねるだけにしましょう。その、僕はこういうのは初めてなので、ちょっとずつ段階を踏ふんで進めていただけるとありがたいです……』

『わかった。きみのペースに合わせると約束する』

　シャワーを浴びてバスルームから出ると、シドニーがベッドで待ち構えていた。

『ゆうべちゃんとしてなかったから』

　そう言って、架の体を優やさしく抱だき寄せて唇を重ね……。

「……っ」

　思い出すと、体がとろけてしまいそうになる。

　野や獣じゆうモードのときのキスも官能的で気持ちよかったが、紳しん士しモードのシドニーのキスは、天にも昇のぼる心ここ地ちだった。

　もどかしいくらいにゆっくり時間をかけて口の中を丹たん念ねんに舌でまさぐられ、上うわ顎あごの感じやすい場所を舌先でつつかれ……。

（結局また漏もらしちゃって、着き替がえる羽目になったんだけど）

　初うぶな体は、優しいキスにもたちまち反応してしまった。立て続けに射精しているせいでほとんど出なかったが、口こう腔こう内への愛あい撫ぶとシドニーの硬かたい感かん触しよくに追い上げられて、気がつくと薄うすい精液をとろとろと漏らしていた。

　架の射精に興奮したのか、シドニーのスウェットパンツの前も、はち切れんばかりに大きく盛り上がった。

『架……』

　苦しげに呻うめいて、シドニーは架の手を握ってそこへ導いた。

『……あ……っ』

　スウェットパンツの上から硬い屹きつ立りつに触れ、架はびくびくと身み悶もだえた。

　布越ごしにも、シドニーの形が手のひらにはっきりと伝わってきて……。

『もし嫌いやじゃなかったら、直じかに触さわってくれないか』

『い、いいんですか』

『ああ、きみのこの綺き麗れいな手で握られるところを、何度も想像してた』

　掠かすれた声で囁ささやかれ、架はおずおずとシドニーのスウェットパンツの中へ手を入れた。

（あ……っ）

　太くて硬い質感がありありと手のひらによみがえり、体の芯しんに甘やかな電流が走る。

『そうだ……握って、上下にしごいてくれ』

　シドニーの硬い肉棒は、亀き頭とうから溢あふれ出した先走りで濡ぬれていた。

　長さも太さも硬さも、自分のものとは全然違ちがっていた。むせ返るような牡おすの性せい臭しゆうを肺一いつ杯ぱいに吸い込み、架は淫みだらな奉ほう仕しに没ぼつ頭とうした。

『俺もきみのを触っていい？』

『は、はい……あああっ！』

　ざらついた大きな手のひらが下着の中に差し入れられ、再び兆きざし始めていたペニスを包み込んだ。

　一いつ瞬しゆん意識が飛び、目の前がちかちかした。自分がいったことにしばらく気づかないほど、突とつ然ぜんの絶頂は強きよう烈れつだった。

　あっというまにいってしまったせいで、シドニーの射精を最後まで手伝うことができなかったのが心残りだ──。

『だめだ、もう限界』

　苦しげにそう言って、シドニーはバスルームへ駆かけ込んだ。獣けもののような咆ほう哮こうが聞こえてきて、架はシドニーが精を放つところを想像して身震いした。

（シドニーとエッチなことしてると、頭おかしくなりそう）

　吐と息いきを漏らし、枕まくらに顔を埋うずめる。

　まだセックスまで至っていないのに、この有様だ。シドニーとセックスしたら、自分はいったいどうなってしまうのだろう。

（シドニーのあのおっきいのが、僕の中に……）

　想像しただけで、全身が火ほ照てって脚あしの間が疼うずいてしまう。

　無意識に手を伸ばしかけたところで、ふいに大きな手が伸びてきて淫みだらな行為を阻はばむ。

「……目が覚めた？」

　隣となりで寝ているシドニーが、ごろりと寝返りを打って架の腰こしに手をまわす。

「えっ、ええ、おはようございます……っ」

　慌てて架は、エロティックな妄もう想そうを振ふり払はらった。

「ゆうべは、その……何もしないと約束したのに暴走してすまない」

「い、いえ、僕も、なんというか、乱れてしまってすみません」

　シドニーがまじまじと架を見つめ、ぷっと噴ふき出した。

「えっ、僕何かおかしなこと言いました？」

「いやいや、正直で可愛かわいいなと思って」

　シドニーに抱き寄せられて、架は逞たくましい胸に頰ほおを擦すり寄せた。

「ゆうべは……最後までお手伝いできなくてすみません」

「謝らないでくれ。あれはその、俺の都合だ」

「気持ちよくなかったですか？」

　心配になって尋たずねると、シドニーが「まさか」と即そく答とうした。

「その反対だ。気持ちよすぎてやばかった。自分を抑おさえる自信がなくて……つまり具体的に言うと、きみを無理やり抱いてしまいそうで怖こわかったんだ」

「……そうだったんですか」

　気持ちよくなかったわけではないことを知って、ほっとする。

　数秒遅おくれてシドニーのセリフの意味に気づき、動どう揺ようと高こう揚よう感かんがこみ上げてきた。

「それってつまり、せ…………セックスのことですか？」

　勇気を振り絞しぼり、架は恥はずかしい言葉を口にした。

　シドニーが「ああ」と呻くように返事をする。

「急ぐつもりはないんだ。こんな状じよう況きようだし、犯人が捕つかまってすべて解決してから、なんの心配もない状態できみと結ばれたい」

「ええ、そうですね」

　ほっとしたようながっかりしたような、不思議な気分だった。

　今すぐシドニーの逞しい屹立に貫つらぬかれたいと思う欲望と、あんな大きなものを受け入れる準備ができていないという不安がない交ぜになっている。

「隠かくし部屋も秘密の通路もなかったし、エイモスの線は俺の考えすぎだったかな」

　シドニーが呟つぶやき、架も現実に返って考えを巡めぐらせた。

「けど、他ほかに可能性のある人物っていませんよね」

「ああ、今のところ思いつかない」

「じゃあ……一度ローガン・エイモス氏のギャラリーを訪ねてみませんか？　何も手がかりはないかもしれないけど、何かヒントがあるかも」

　しばし架の目を見つめ、シドニーが「そうだな」と呟く。

「実際会ってみたら、何かわかるかもしれん」

　ブランケットをはねのけ、シドニーがベッドから飛び出す。

　今朝は全ぜん裸らではなくボクサーブリーフを身につけているが、まだ恋こい人びとの下着姿を直視するのは気恥ずかしくて、架はそっとブランケットの中に潜もぐり込んだ。







　ローガン・エイモスが経営する〈ギャラリー・Ａ〉は、ソーホーの雑居ビルの一階にあった。

　ソーホーは若者やアーティストに人気の地区だが、ギャラリーのある裏通りは閑かん散さんとしており、人通りも少ない。周辺はアパートとオフィスばかりで、洒しや落れた店や飲食店がないので人が来ないのだろう。

「あまり流行はやってなさそうな雰ふん囲い気きだな」

　斜ななめ向かいに停とめた車の中からギャラリーを観察し、シドニーが呟く。

　今日はシドニーが運転手を買って出てくれた。リハビリを兼かねて、そろそろ運転の勘かんを取り戻もどしておきたいのだという。スリーピーホロウのような小さな町ならともかく、マンハッタンを運転する自信はなかったので、架としてはありがたかった。

「ホームページも、やる気のない感じでしたよね」

「ああ、素っ気ない作りだ。ギャラリーなのに、どういうジャンルの絵画を扱あつかっているのかさっぱりわからないし」

「馴な染じみのお客さんだけ大事にして、観光客や一いち見げんさんには来て欲しくないという意思表示かもしれませんが……」

　シドニーがうーんと唸うなりながら腕うでを組む。

「この辺りの物件の賃ちん貸たい料は、決して安くない。裏通りとはいえ一階だし、ある程度利益を出さないとやっていけないはずなんだが」

　とはいえ、十五分程度観察したくらいでは、裏稼か業ぎようがありそうかどうかなど判断できない。

　ここに来る前にシドニーが刑けい事じの友人に電話してローガン・エイモスに何か黒い噂うわさがないか尋ねていたが、返事はＮＯだった。

『美術関連の捜そう査さをしている班の奴やつにそれとなく探さぐりを入れてみたが、何もなさそうだった。極ごく秘ひに捜査している場合はおくびにも出さないから、絶対とは言えないが』

　シドニーが美術業界に詳くわしい知り合いにも何人か当たってみたが、誰だれも〈ギャラリー・Ａ〉を知らなかったそうだ。どうやらニューヨークの美術業界からはみ出したマイナーな画が廊ろうらしい。

『ギャラリーと言ってもピンキリで、有名なアーティストの目玉が飛び出るような値段の作品を取り扱うところから、観光客相手にアートまがいの代しろ物ものを売ってる土産みやげ物屋みたいなところまでいろいろあるからな』

　ここに来るまでの車中で、シドニーがそう話していた。架は美術業界には明るくないのでよくわからないが、エイモスのギャラリーはそのどちらでもなく、つかみどころがない印象だ。

（最初から怪あやしいって決めつけて、色いろ眼鏡めがねで見ちゃってるのかな）

　もう一度ギャラリーに目を向ける。

　ホームページ同様、素っ気ない店構えだ。ギャラリー名もここからは見えないし、店のウィンドウも埃ほこりっぽくて中がよく見えない。

「眺ながめていても埒らちがあかないな。とりあえず行ってみるよ」

　シドニーがぽんと膝ひざを叩たたき、運転席から降り立つ。

　慌あわてて架も車から降りて、シドニーの隣に並んだ。

「きみは車の中で待っててくれ」

「いえ、一いつ緒しよに行きます」

　ローガン・エイモスがどういう人物かわからないので怖さはあったが、シドニーのそばを離はなれたくなかった。

　万が一何かあった場合、後こう悔かいしたくない。それに、シドニーと一緒なら何があっても大だい丈じよう夫ぶな気がする。

「ロックハートだって名乗るんですか？」

「ああ、相手の反応を見たいからな」

「もしも何か訊きかれたら、僕は付き添そい看護師ってことで」

「了りよう解かい。じゃあ手をつなぐのはやめておくか」

　軽口を叩きながら、シドニーとともに道を渡わたってギャラリーへ向かう。

　ガラスの扉とびらには鍵かぎがかかっており、『ご用のかたは呼び鈴りんを鳴らしてください』と貼はり紙がしてあった。汚よごれたガラスに顔を近づけ、シドニーが中を覗のぞき込む。

「誰もいないみたいだ」

「奥に誰かいるんじゃないですか？」

　シドニーが呼び鈴を押すと、店の奥から中年の男性がのっそりと現れた。

「いらっしゃいませ」

　口元だけ笑えみの形を作って、男がドアを開ける。

「すみません、オーナーのローガン・エイモスさんにお会いしたいのですが」

　シドニーが愛あい想そよく話しかけると、男が一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうに眉まゆをひそめるのがわかった。

「私がローガン・エイモスです」

「ああ、よかった。ええと、入っても？」

「ええ、どうぞ」

　エイモスが後ろへ下がり、シドニーと架を招き入れてくれる。表情から警けい戒かい心しんが消えることはなく、渋しぶ々しぶといった様子だった。

　ギャラリー内は、外から見た印象よりは整然としていた。展示してある絵は風景画や静物画ばかりで、美術に詳しくない架には価値があるのかないのかさっぱりわからない。

　シドニーの背後に隠れ、架はそれとなくエイモスを観察した。十八年前に学生だったということは、現在四十歳前後だろうか。顔色が悪いせいか、ずいぶんと老ふけて見える。

「どういったご用件でしょう？」

　店の中を物もの珍めずらしそうに見まわしているシドニーに、エイモスが硬かたい声で尋ねる。

「スリーピーホロウにあるロックハート家の別べつ荘そうをご存じですか？」

　シドニーがいきなり斬きり込むが、エイモスは表情を変えなかった。質問には答えず、質問の意図を探るようにじっとシドニーの顔を見み据すえている。

「はは、いきなりこんなこと訊かれたら面めん食くらいますよね。実は俺、あの別荘を相続した者です」

「ということは……ロックハート一族のかたですか？」

「ええ、シドニー・ロックハートです。どうぞよろしく」

　シドニーは、能天気なお坊ぼつちゃんキャラで行くことにしたらしい。右手を差し出して強ごう引いんに握あく手しゆに応じさせる。

「実はですね、今日お訪ねした用件は、絵のことなんです」

「……どういう絵でしょう？」

　返事をするまでに、少し不自然な間があった。

「肖しよう像ぞう画がです。別荘に大おお叔母おばのローズ・ロックハートの若かりし頃ころの肖像画があったはずなんですが、捜さがしても見つからなくて。さほど価値のあるものじゃないんですけど、大叔母がどうしても必要だって言うんです。老人ホームの部屋に飾りたいって」

　シドニーがぺらぺらまくし立てるうちに、エイモスの表情が少しやわらぐのがわかった。

「家政婦に訊いても、どこにしまってあるかわからないの一点張り。そこで前の家政婦のメアリー・エイモスさんに尋たずねようと思ったんですけど、お亡なくなりになったそうで」

「ええ、母は去年他界しました」

「それでですね、息子むすこさんのあなたなら、絵が保管してある場所とか何か聞いているんじゃないかと思いまして」

「さあ、聞いたことありませんね。母は仕事先での出来事を滅めつ多たに話しませんでしたし、ロックハート家の別荘で働いていたのは夏の間だけでしたから、知る機会もなかったんじゃないでしょうか」

「そうかあ……残念。いやいや、突とつ然ぜん押しかけて妙みようなことを訊いてすみません。もう一回、家中ひっくり返して徹てつ底てい的に捜してみます」

「見つかるといいですね」

　エイモスが、無理やり作ったようなぎこちない笑みを浮うかべる。

「お邪じや魔ましました。架、行こう」

　シドニーに肩かたに手をまわされ、架はぎょっとした。打ち合わせではこういうことをしない約束だったはずだが、これにも何か意図があるのだろうか。

「……どうしたんです？」

　ギャラリーを出てから、小声でシドニーに尋ねる。

「手て応ごたえを感じて、気持ちが高ぶったみたいだ」

　くすくす笑いながら、シドニーがますます強く肩を抱だき寄せる。

「やっぱりそう思いました？　彼の反応、怪しかったですよね」

「ああ、もう一回家の中を徹底的に捜してみると言ったときの顔、明らかに引きつっていた」

「だけど、証しよう拠こがないんですよね……」

　車のドアを開けて、ちらりとギャラリーのほうを振ふり返る。ガラスが汚れていてよく見えなかったが、こちらを窺うかがっていた人ひと影かげがさっと隠かくれたような気がした。

「とりあえず罠わなは仕し掛かけた。あとは獲え物ものがかかるのを待つだけだ」

　にやりと笑い、サングラスをかけたシドニーは運転席に乗り込んだ。







　別荘に帰宅すると、家の前にパトカーが停とまっていた。

「何か捜査の進展があったんでしょうか？」

「ならいいんだけどな」

　車から降りて、シドニーとともに母おも屋やへ急ぐ。玄げん関かんのドアを開けると、マーサが待ち構えていた。

「お帰りなさいませ。ついさっき、警察のかたが来られました。もうすぐ戻もどられるだろうと思って、応接室でお待ちいただいてます」

「ありがとう。ああ、俺と架の分のコーヒーも頼たのむ」

　シドニーが応接室へ向かい、架もあとに続く。

「お待たせしてすみません」

　シドニーが声をかけると、ソファに座っていたふたりの男性が立ち上がった。

　今日はコーネル刑けい事じと、もうひとりも私服の男性だ。くぐもった声で刑事の某なにがしですと名乗ったが、よく聞き取れなかった。

「フィル・ドレイクの意識が戻りました」

「本当に？　それはよかった」

　シドニーが、ほっとしたように笑みを浮かべる。

　架も胸を撫なで下ろした。命に別状はないと聞いていても、やはり容体が心配だったのだ。

「じゃあ供述が取れたんですね」

「それが……事件当夜はへべれけに酔よっぱらっていたせいで、よく覚えていないらしいんです。どうしてもチバさんに会いたくて、酒の勢いを借りたんだとか」

「覚えてない？　何も？」

「断だん片ぺん的な記き憶おくはあるようです。供述が曖あい昧まいで、夢か現実かわからないようなことを言っておりまして」

「……錯さく乱らん状態にあるということですか？」

　おそるおそる尋ねると、刑事は首を横に振った。

「今は落ち着いてます。ただ、事件の夜の記憶がちょっと」

「自分に危害を加えた犯人について、なんと言ってるんですか？」

　シドニーが追つい及きゆうすると、刑事が微び妙みような表情を浮かべた。

「お宅の庭で、全ぜん裸らの男と出くわしたと言ってます」

「全裸？」

　思わずシドニーと声を重ねて聞き返す。

「ええ、全裸の男が庭をうろついていて、目が合ったら急に殴なぐりかかってきたと」

「……それを信じてるんですか？」

　シドニーが、ふたりの刑事を交こう互ごに見やりながら尋ねる。

「お宅に無断で侵しん入にゆうしたことは素す直なおに認めています。痛い目に遭あって、反省もしているようです」

「噓うそをつく理由はない、ってことですか」

「そう考えるのが妥だ当とうかと」

　先ほどから名前が聞き取れなかったほうの刑事が、じっとシドニーを観察しているのが気になった。いったいフィルは警察に何を話したのだろう。

「全裸の男に心当たりはありませんか？」

　コーネル刑事の質問に、シドニーが「まったくありません」と即そく答とうする。

「チバさんは？」

「僕も全然心当たりがないです。年格好とか、ドレイクさんは何か言ってました？」

「それが……ドレイクは、全裸で殴りかかってきた男はシドニー・ロックハートに間ま違ちがいないと言っているんです」

「えええ!?」

「なんだって!?」

　再びシドニーと架の声が重なる。

「ありえない。俺は全裸でうろつく趣しゆ味みはないし、あの晩もずっと自分の部屋にいた！」

　シドニーが声を荒あらげ、身を乗り出す。

　そういった反応には慣れているのか、刑事たちは顔色ひとつ変えなかった。

「ええ、我々も酔っぱらいの証言だけであなたを犯人だと決めつけたりはしません。証拠もないですしね」

　つまり、証拠が出れば逮たい捕ほもあるということだ。

　突然降りかかったシドニーへの嫌けん疑ぎに、全身の血の気が引いていく。

（絶対違う、シドニーは人に危害を加えたりしない）

　フィルが何か勘かん違ちがいしているか、あるいはシドニーに罪を着せるために噓をついているかのどちらかだ。　>>>♥

　思わず架は、シドニーの手をぎゅっと握にぎった。僕はあなたを信じていますと伝えるために。

　シドニーも、架の手をぎゅっと握り返す。言葉に出さなくても「俺はやってない、信じてくれ」というメッセージが伝わってきた。

「失礼ながら、おふたりはどういう関係で？」

　コーネル刑事が、きつく握り合った手を見ながら質問する。

「僕はシドニーの付き添そい看護師で……」

　架が言いかけると、シドニーがやんわりと遮さえぎった。

「ここに来た当初は患かん者じやと付き添い看護師という関係でしたが、今は恋こい人びと同士です」

　刑事たちは、表情を変えない。淡たん々たんと「つき合い始めたのはいつからです？」と訊きいてきた。

「正確には一昨日おとといからです。けど、ここに来る前から互たがいに気持ちはありました。マーサに訊いてもらえばわかりますが、おそらく端はたから見ても惹ひかれ合っていることは一いち目もく瞭りよう然ぜんでしたから」

　シドニーが、堂々と言ってのける。

「つまり、チバさんと相思相愛のあなたにドレイクが嫉しつ妬として、犯人にでっち上げたとお思いですか？」

「可能性はあると思います」

　憤ふん懣まんやるかたないといった様子で、シドニーは腕うでを組んだ。

「わかりました。何か進展があったらまたお知らせします」

　刑事が立ち上がり、思い出したようにつけ加える。

「事件が解決するまで、この町を離はなれないようにしてください。チバさん、あなたもです」

　刑事を見送ると、シドニーが「俺を容疑者扱あつかいとはな」と吐はき捨てた。

「僕も共犯だと思われてるみたいですね」

　ため息をつきながら呟つぶやくと、シドニーがそっとハグしてくれた。

「俺はともかく、きみを容疑者扱いはさせないさ。くそ、いったいどういうことなんだ。全裸の男ってのは事実か？　だとしたら誰だれなんだ？」

「ローガン・エイモス氏が全裸でうろつくとは思えませんよね。彼がここに侵入するとしたら絵画を隠すためで、全裸である必要はまったくないわけで……」

「全裸でうろつく必要がある人物って誰だろう」

「さあ……ヌーディストとか？」

「俺は寝ねるときに全裸のことがあるけど、自分の部屋以外ですっぽんぽんになろうとは思わないな」

「……僕の部屋で全裸で寝てましたよね？」

「ええっ？　あ、あれはなんていうか、例外だ」

　シドニーが、珍めずらしく焦あせったように言い募つのる。

「この際だから正直に言う。俺は今までひとりのときしか全裸で寝てない。他人の前では抵てい抗こうがあってできなかったし、やろうとも思わなかった。あれは言わば心の解放で、本当に心を許せる人の前でしかできない行こう為いで……」

　必死の釈しやく明めいに、架はくすくすと笑った。素すっ裸ぱだかであぐらをかいていたときにはびっくりしたが、それもシドニーらしく思えてくるから不思議だ。

「冗じよう談だんです。あなたを疑ったりしてません」

「変態だと思ってない？」

「それは……まあ、人には多かれ少なかれそういう部分があるんじゃないですか？」

「きみのそういう部分を知りたいな」

「えっ？　いえ、僕はそういうのは……っ」

　抱だき合ったままいちゃいちゃしていると、背後からこほんと咳せき払ばらいが聞こえてきた。

「マーサ、ちょうどよかった。きみに頼たのみたいことがあるんだ」

「なんでしょう？」

「近所の人に、俺が別べつ荘そうを売りたがっていて、急いでいるので近々内覧会をする予定だ、という噂うわさを流して欲しいんだ」

「それは……そういう噂話を流すだけ、ということですかね？」

「ああ、ここを売るつもりはないから安心してくれ」

　マーサが、ほっとしたように胸に手を当てる。

「噂話を広めるなら、三軒げん先のドハーティ家の奥さまに手伝ってもらうのがいちばんです。幸い私はドハーティ家の家政婦と友達なので、まずは彼女に話しておきましょう」

「できるだけ早く拡散して欲しいんだが、できそうかな？」

　シドニーを見上げ、マーサはにやりと笑った。

「大だい丈じよう夫ぶ。二十四時間後には町中の噂になってますよ」

　マーサが立ち去ると、架は小声で尋たずねた。

「もうひとつ罠わなをかけるんですね」

「ああ。エイモスが犯人だとしたら、別荘が売りに出されると知ったら急いで絵を回収に来るだろう。違うなら違うで、別の容疑者を捜さがさないと。とにかく早く決着をつけて、きみと心おきなくいちゃつきたい」







　　　　９




　──別荘に来て八日目の夕刻。

　バスルームの鏡を覗のぞき込み、架はふっと大きく息を吐いた。

　昨日は久々に何ごともなく平へい穏おんに過ごすことができた。シドニーと一いつ緒しよに近くの博物館へ出かけ、洒しや落れたレストランでランチを楽しみ……。

　男ふたりでランチなんて周囲から浮ういてしまうのではと危き惧ぐしていたが、杞き憂ゆうだった。自分たち以外にも同性のカップルを何組か見かけたし、この町の人たちはニューヨークの流りゆう儀ぎに慣れている。

『エイモスが来るとしたら深夜だ。昼間はせいぜい楽しもう』

　シドニーの提案で、夜は早めに明かりを消して就しゆう寝しんしたふりをし、エイモス、あるいは別の誰かが忍しのび込むのを待ち構えていたが、残念ながら収しゆう穫かくはなかった。

　今夜は架の案で、ニューヨークに戻もどったように見せかけ、犯人の侵しん入にゆうを誘さそうことになっている。

　今度こそ証しよう拠こを摑つかむため、敷しき地ち内の何か所かに小型カメラを設置済みだ。セキュリティシステムを提供している警備会社が担当者不在を理由になかなか対応してくれないので、しびれを切らしたシドニーが探たん偵てい社にカメラの設置を依い頼らいした。

　これが結果的には吉きちと出た。というのも、前回盗とう聴ちよう器きの調査に来てくれた年配の探偵が、事情を聞いてアドバイスしてくれたのだ。

『なるほど、犯人だろうと目星をつけてる人物を罠にかけるんですな』

『ああ、だから確実な証拠が欲しいんだ』

『事前に警察に話をつけておいたほうが、あとあと面めん倒どうなことにならなくていいですよ』

　探偵の助言に、シドニーは最初あまり乗り気ではなかった。

『警察は俺のことを疑っている。この件を話したら、俺が誰かに罪を着せようとしていると誤解されるかもしれない』

『警察は酔よっぱらいの証言なんか信じちゃいませんよ。一応、形式上は目もく撃げき情報のひとつとして扱いますがね。もし差し支つかえなければ、私が話をつけときましょうか？』

『そうしてもらえるとありがたいが……』

　シドニーの訝いぶかしげな表情に、探偵は愛あい想そのいい笑えみを浮かべた。

『私は元警察官でね。退職して探偵になったんだが、今も署の連中とはつながりがある。巡じゆん回かいのパトカーにも、何か異変があればすぐに駆かけつけるよう頼んでおきますよ』

　心強い味方を得て、計画は着々と進行中だ。

　シドニーもコーネル刑けい事じにエイモスの件を打ち明ける気になり、警察のほうでも調べてくれることになっている。

（あれだけ家中探したのに、それらしいものが何も見つからなかったっていうのがちょっと気になるけど……）

　昨日もシドニーと一緒に、家の中に隠かくし場所がないか再三探しまわった。屋根裏部屋の床ゆかの一部がぐらついていたので「ここだ！」と色めき立ち、勇いさんで床板を剝はがしてみたのだが、空から振ぶりだった。

『幽ゆう霊れいなんていないから、誰かが侵入してたのは確かだ』

　シドニーは確信を持っているようだが、架は正直なところ半信半疑だ。

（物音を聞いたのは大おお叔母おばさまだけだし、話し声については大叔母さまも現実だったかどうか自信がないみたいだったし）

　けれど他ほかに手がかりもなく、やってみる価値はあると思っている。真犯人を捕つかまえないことには、シドニーも自分もこの町を出ることができない。

　計画では、シドニーと架は別荘売ばい却きやくの件でニューヨークの不動産会社を訪おとずれることになっている。もちろん実際には行かずに、スリーピーホロウのホテルの一室で待機。カメラに侵入者が映ったら即そく通報という手て筈はずになっている。

　着き替がえて靴くつを履はいたところで、ドアをノックする音が聞こえてきた。

「用意できた？」

「ええ」

「じゃあそろそろ行こうか」

　頷うなずいて、バッグを肩かたに掛かける。

　時刻は午後五時四十五分。いよいよ作戦開始だ。







　──スリーピーホロウの中心部にある、こぢんまりしたホテルのスイートルーム。

　リビングのソファに座り、架はじっとパソコンのモニターに見入っていた。

　二台のパソコンに、それぞれ監かん視しカメラの映像が四分割で映し出されている。全部で八か所、今のところ何も異変はない。

『来るとしたら午前零れい時過ぎだろう。それまでゆっくりくつろごう』

　そう言って、シドニーはチェックインするとすぐにルームサービスを頼んだ。ディナーを終えると深夜の監視に備えて交こう替たいで仮か眠みんを取ることにして、先ほど起きてきたところだ。

「何かあった？」

　シドニーが寝しん室しつから出てきて、架の隣となりに座る。

「何もないです。まだ十一時前ですし、寝ねてていいですよ」

「眠ねむれないし、落ち着かない」

「まあ、そうですよね」

　架も目を閉じて横になっただけで、結局眠ることはできなかった。ここに来てからの出来事が、次々と頭の中に浮かんでは消え……。

　ふいにシドニーの手が伸のびてきて、肩を抱き寄せられる。

「ニューヨークに戻ってからの話をしたいんだけど、いいかな」

「え？　ええ」

「俺としては、きみと一緒に住みたいと思ってる。トライベッカのアパートにいるんだが、引っ越こしてこないか？」

「…………」

　今後の具体的な話が出てきて、架は戸と惑まどった。

　シドニーと恋こい人びと同士になったというだけで頭がパンクしそうな状態で──おまけにフィルの事件も加わって、先のことを考える余よ裕ゆうなどまったくなかったのだ。

「きみの勤務先にも近いし、部屋も余ってる。もし気に入らなければ、別のアパートを探してもいいし」

　架が黙だまっているので不安になったのだろう。シドニーが早口で同どう棲せいの利点をまくし立てた。

「お互たがい仕事があって忙いそがしいし、一緒に住んだほうがいいと思うんだ。離はなれてると何かと心配だし、会える時間も限られる。毎晩きみのことを心配してやきもきせずに済むし」

「……えっと、すみません、まだそこまで考えてなかったので、ちょっと頭が追いつかなくて」

　ようやく言葉を絞しぼり出すと、シドニーが苦く笑しようした。

　架を膝ひざの上に抱だき上げて、愛いとおしげに髪を撫なでる。

「すまん、ちょっと急ぎ過ぎかな。けど俺は、きみと別々に暮らすなんてもう考えられないんだ」

「僕も……いずれは一緒に暮らせたらいいなと思ってます」

「まだ早いと思うか？」

「どうでしょう……僕は今までこういう経験がないので……」

「わかった、じゃあこうしよう。まずはお試ためしで俺のところに何日か泊とまりに来るんだ。それならいいだろう？」

「ええ、それなら」

「よし、決まりだ」

　頰ほおにキスされて、架はくすぐったさに首をすくめた。Ｔシャツの上から胸をまさぐられそうになり、慌あわてて「今はだめです」と不ふ埒らちな手を押しのける。

　しばしの攻こう防ぼうの末、架は息を弾はずませながら立ち上がった。乱れた服装を直しながら、シドニーを睨にらみつける。

「コーヒー淹いれてきます……っ」

「ああ、頼たのむ。……ん？」

　パソコンのモニターに目を向けたシドニーが、真顔になって身を乗り出した。

「誰だれか来ました？」

　架もモニターを覗のぞき込む。

　別べつ荘そうの裏庭側の道路を、白っぽい乗用車がゆっくりと通り過ぎていくところだった。

「事件の夜の車に似てますね」

「ああ、場所も同じだ」

　前回はカメラの死角で映っていなかったが、今度は道どう路ろ脇わきに停とめた車の運転席から男性が降りるのがはっきり映っていた。

「エイモスか？」

　だぶだぶのＴシャツにハーフパンツ、手には丸めたバスタオルのようなものを持っている。野球帽ぼうをかぶっているので顔は見えないが、ギャラリーで会ったエイモスと違ちがって小太りだ。

「別の人みたいですね」

「柵さくを乗り越えたら通報しよう」

　シドニーがスマホを手に待ち構える。

　小太りの男は左右をきょろきょろ見まわしたあと、手慣れた様子で裏庭の柵に手をかけてよじ登り始めた。

「よし、通報だ」

　シドニーが通話ボタンを押し、架も急いで靴を履いた。







　──十五分後に別荘の前に到とう着ちやくすると、既すでにパトカーが二台停まっていた。

　シドニーが少し離れた場所に車を停め、架のほうへ向き直る。

「きみはここで待ってて」

「僕も行きます」

　シートベルトを外しながら言うと、シドニーが厳しい顔で「だめだ」と言った。

「どういう人物かわからないから危険だ。銃じゆうを持ってるかもしれない。いいか、車から絶対出るんじゃないぞ」

　そう言って、シドニーは大おお股またで別荘へ向かっていった。

（心配してくれてるのはわかるけど、ちょっと過保護じゃない？）

　唇くちびるを尖とがらせつつ、じわっと胸が熱くなる。

　身近に心配してくれる人がいるのは心強くてありがたいことだ。両親も架のことを常に気にかけてくれているが、日本は遠い。

　シドニーに言われたとおり大人しく車で待つことにして、架はフロントガラスの向こうを注視した。

（……あ、捕まったんだ）

　先ほどの小太りの男が、手て錠じようをかけられて警察官とともに門もん扉ぴから出てくるのが見えた。

　何やら喚わめきながらじたばたともがいている。Ｔシャツを着ていたはずだが、上半身が裸はだかでバスタオルを羽織っているのはどういうわけだろう。

　男がパトカーに乗せられまいと抵てい抗こうする様子を見ていると、シドニーが駆かけ寄ってきた。

「捕つかまったみたいですね」

「ああ、それが……きみも一いつ緒しよに来てくれ」

　シドニーは、困ったような笑いを堪こらえているような、微び妙みような表情を浮うかべている。

　どういうことかとあとをついていくと、門扉の前にコーネル刑けい事じとその相棒が立っていた。

「男の身元がわかりました。ピーター・プラット、五十三歳。近くに住んでいる自じ称しよう小説家です」

「彼はいったい何を……？」

　架が尋たずねると、コーネルが苦笑いを浮かべた。

「一種の露ろ出しゆつ狂きようですね。自宅にプールがあるにもかかわらず、他人の家に忍しのび込んで全ぜん裸らで泳ぐスリルを楽しんでいたらしいです。前にも全裸で公園をジョギングしていて逮たい捕ほされたことが」

「…………」

　思わず架は、口をぽかんと開けたまま固まってしまった。数秒後、上半身裸でバスタオルをかけていたのはそういうわけだったのかと合が点てんがいく。

「つまり、ドレイクさんが鉢はち合あわせした全裸男は彼だったんですね？」

「本人は知らないと言ってますが、ほぼ確実にそうでしょうね」

「……ちょっと待ってくれ。ドレイクは、本気であの男と俺を見間違えたのか……？」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、シドニーがパトカーのほうを見やる。

　全裸男は、まだ警察官と揉もめていた。背は低いし腹がぽっこり突つき出ている。スキンヘッドで丸顔にちょび髭ひげを生やし、シドニーとは似ても似つかない容よう貌ぼうだ。

「あなたに罪を着せるために噓うそをついた可能性が高いですね。その点は厳しく追つい及きゆうします。ちょっと失礼」

　全裸男が大声で叫さけび始めたので、コーネルと相棒がパトカーへ向かう。シドニーと架も顔を見合わせ、彼らのあとを追った。

「どうした？」

　コーネルが尋ねると、女性警察官が困ったように振ふり返る。

「パトカーに乗るのが嫌いやだって駄だ々だをこねてるんです」

「さっきから言ってるように、私はパトカーが苦手なんだ！　苦手と言うよりほとんど恐きよう怖ふで、ほら、世の中にはピエロ恐きよう怖ふ症しようの人がいるでしょう？　私は言わばパトカー恐怖症で、絶対逃にげないと約束しますから、自分の車で行かせてください！」

　全裸男の懇こん願がんに、コーネルがあきれたように腕うでを組んだ。

「パトカーが苦手なら、パトカーに乗らずに済むように努力するべきだったな」

　警察官ふたりがかりでパトカーに押し込まれそうになり、全裸男が悲ひ愴そうな声を上げた。

「わかったわかった！　全部正直に話す！　確かに私は、日曜日の夜にもここに来てプールで泳いだよ！」

　コーネルが眉まゆをそびやかし、ふたりの警察官に男を離はなしてやるよう命じる。

　大おお袈げ裟さによろめきながら、ピーター・プラットはパトカーにもたれた。

「日曜日の何時だ」

「一時頃ごろここに来て、あそこに車を停めた。水泳を楽しんで、そろそろ帰ろうかなってプールから上がったら、知らない若い男がびっくりしたようにこっちを見てて」

　フィル・ドレイクのことだろう。固かた唾ずを吞のんで、架は男の話の続きを待った。

「彼が叫んだから、しーって言ったんだ。だって深夜に大声で叫んだりしたら近所迷めい惑わくでしょう？　けど彼は静かにしてくれなくて、仕方なく口を塞ふさごうと突とつ進しんしたら……」

　プラットが、怯おびえたように身み震ぶるいしてみせる。

「そしたら彼が私を避よけようとして転んで、ごつんて大きな音がした。頭を打ったみたいで、私は心配になって『大だい丈じよう夫ぶ？』って尋ねた。決してわざとやったわけじゃない。危害を加えようなんて思ってなかった。『ごめんね』って謝あやまったら悪態をつかれて、それほど重傷じゃないし大丈夫だろうと思って先に帰ることにしたんだ」

「ニュースで意識不明になってたことは知ってたんだろう。なぜ自首しなかった」

　プラットが肩かたをすくめる。

「快復しますようにって、毎日お祈いのりしてたよ。実際快復したんでしょう？」

「それで懲こりずにまた泳ぎに来たのか」

「解放感を味わいたくて」

「よし、連れて行け」

　コーネルが警察官に指示し、再びプラットをパトカーに押し込めようとする。

「いやああああ！」

　プラットが叫んだところで、それまでなりゆきを見守っていたシドニーがストップをかけた。

「ちょっと待ってください、彼にもうひとつ訊ききたいことが」

　コーネルが「どうぞ」とシドニーに場所を譲ゆずる。

「プラットさん、あなたは以前からこの家のプールで泳いでたんですか？」

　プラットがシドニーのほうへ向き直り、こくこくと頷うなずいた。

「壊こわれたまま放置されてたプールが綺き麗れいになってることに気づいて、先月から何度か」

「そのとき、敷しき地ち内で誰だれかを見かけたことはないか？　深夜に屋敷内に誰かが侵しん入にゆうするところとか」

　プラットは怪け訝げんそうな表情で首を横に振った。

「日曜日に例の若い男と鉢合わせするまで、誰にも会ったことない」

「……そうか」

　シドニーが、落らく胆たんしたようにため息をつく。

　コーネルがプラットの肩をぽんと叩たたき、「それじゃあ行こうか」と言ってパトカーの後部座席に押し込んだ。

「ちょっと待ってちょっと待って！　全部正直に話したのに、パトカーに乗せるの!?　ひどいじゃないか！」

　大声で叫びまくるプラットを乗せたパトカーが発車すると、コーネルが振り返った。

「これで一件落着ですね」

　物言いたげな目つきに、シドニーが両手を軽く挙げてみせる。

「エイモスの件は、俺が間ま違ちがっていたようです。お騒さわがせして申し訳ない」

　満足したように頷いて、コーネル刑事は相棒とともにパトカーに乗り込んだ。







「とにかく、捕まってよかったです」

　玄げん関かんのドアを開めて、架はほっと息を吐はいた。

「ああ。しかしまさか、うちのプールで全裸の男が泳いでいたとは……」

　シドニーが苦々しい表情で呟つぶやく。

　夜のプールでロマンティックなひとときを過ごしただけに、架も苦く笑しようするしかなかった。

「ホテルに戻もどります？」

　急いで出てきたので、パソコンを置いたままだ。

「明日の朝取りに行けばいいさ」

　ふいにシドニーが、くすくす笑い出す。

「なんです？」

「いや、侵入者が捕まったら、またきみと一緒に夜のプールで泳ぎたいと思ってたんだが」

「……僕もそうしたいですけど、今夜はやめておきましょう」

「そうだな。明日水を入れ替かえよう。コーヒーは？　さっき飲みそびれただろう」

「ええ、いただきます」

　ふたりでキッチンへ向かう。

　コーヒーメーカーをセットし、シドニーが腰こしに手を当てて天てん井じようを見上げた。

「幽ゆう霊れいの話は、結局なんだったんだろうな」

　少し間を置いて、架は考えていたことを口にした。

「大おお叔父おじさまが正しかったんじゃないかと思います。物音はネズミかアライグマだったんでしょう。あれだけ徹てつ底てい的に探して何も見つからなかったですし」

「エイモスが怪あやしそうに見えたのも、俺たちに先入観があったからなんだろうな」

「ええ、疑って悪かったなって反省してます。けど、この何日かはちょっとした探たん偵てい気分が味わえて楽しかったですよ」

「探偵といえば、元警察官の探偵にも礼を言っとかないとな。いずれこっちに引っ越こしてくるなら、今後も世話になるかもしれないし」

　棚たなからマグカップをふたつ取り出し、シドニーがこちらに向き直る。

「さっきホテルで話が途と中ちゆうになってしまったけど、まずはニューヨークで一いつ緒しよに暮らすとして、そのもっと先の話なんだが」

「スリーピーホロウに引っ越したいって話ですか？」

　シドニーが頷く。

「きみはどうしたい？　きみの勤務先、ここから通勤できないことはないけど……」

「今の病院じゃなきゃいけない理由はないので、あなたがここに住むなら近くの病院に転職します。前にも言いましたけど、都会暮らしは向いてなくて。ここに来たとき、これくらいの小さな町に住めたらいいだろうなって思ってたんです」

「よかった！　じゃあさっそく取りかからないとな。ここを事務所に改装して、俺たちが住む家を探す。いろいろ準備があるからすぐってわけにはいかないけど、半年後……遅おそくとも一年後には引っ越したい」

「僕もぼちぼち転職活動を始めておきますね」

「そうそう、大事なことがもうひとつ。なるべく近いうちに、きみのご両親に会いに日本へ行きたいと思ってる」

　シドニーの申し出に、架は危あやうく飲みかけていたコーヒーを噴ふき出しそうになってしまった。

「おっと、大丈夫か？　火傷やけどしなかった？」

「ちょ、ちょっと待ってください、うちの両親に会うんですか？」

「ああ、一緒に住むんだから、ちゃんと挨あい拶さつしないと。もちろんうちの家族にも紹しよう介かいするよ。ニューヨークに戻ったらすぐにでも会食の席を設けよう」

　気持ちを落ち着けようと、架は濃こいコーヒーをぐいと飲み込んだ。

「……そうですね。あなたのご家族に、ちゃんとご挨拶しないと……」

「結けつ婚こんは先の話としても、とりあえず婚約はしておこう。そうだ、引っ越しパーティと婚約披ひ露ろうパーティを一緒にすればいいんじゃないかな」

　マグカップをカウンターに置いて、架はまじまじとシドニーの顔を見つめた。

「あの……ちょっと待ってください。婚約？」

「ああ、俺としては婚約だのなんだのすっ飛ばして今すぐ結婚してもいいんだけど」

　ははは、と架は力なく笑った。

「僕、プロポーズされた記き憶おくがないんですけど……」

「え？　あああっ！　しまった！」

　シドニーが両手で頭を抱かかえる。

「なんてこった！　ロマンティックなシチュエーションでプロポーズしようといろいろ考えてたのに、俺はなんというミスを……！」

　シドニーはマイペースな人なので、世間一いつ般ぱんの流りゆう儀ぎなど知ったことかと考えているのかと思ったが、そういうわけではなさそうだ。

「すまない架。五分前からの記憶を消去してもらえるか？　あああ……人生最大の大ポカだ」

「別にそこまでプロポーズにこだわってるわけじゃないからいいですよ」

「いや、よくない！　言い訳させてもらうと、今まで誰かにプロポーズしようなんて考えたこともなかったから、その辺りの知識や配はい慮りよが欠けていた。あああ……」

　シドニーの落ち込みぶりに、架はおかしくなってくすくすと笑った。

「あなたなりのやり方でいいですよ。僕も、嫌いやなら嫌って言いますから」

「じゃあプロポーズはＯＫってこと？」

　シドニーの青い瞳ひとみを見つめ、しばし架は考えた。

　人生をともにするのはシドニー以外考えられないし、返事を渋しぶる理由は何もない。

　こくりと頷くと、顎あごをすくい上げられて唇くちびるを塞ふさがれた。情熱的なキスは長く続き、自分もシドニーも体が高ぶっていくのがわかる。

「ん……っ」

　コーヒーの味のする舌を絡からめ合って、架は喘あえいだ。

　シドニーの大きな手が、背中から腰へとゆっくり下りてくる。

「俺はまだプロポーズを諦あきらめたわけじゃない。きみが忘れた頃ころに、とびきりロマンティックなシチュエーションできみに結婚を申し込むよ」

「……答えがわかっててやるのは邪じや道どうじゃありません？」

「確かに、犯人が誰だれか知ってから推理小説を読み始めるようなものだな」

　まったくロマンティックではないたとえに、架は声を立てて笑った。

「ところで架……夜も更ふけてきたし、そろそろベッドに行かないか」

　掠かすれた声で囁ささやかれて、どきりとする。

　事件が片付いた今、これはセックスの誘さそいだと考えるべきだろうか。

（あ……っ）

　シドニーの硬かたい高ぶりを感じて、架は身をよじった。

　シドニーが欲しい。セックスをためらう理由はもう何もない──。

「……ええ」

　頷うなずくと同時に、架はシドニーに抱き上げられた。







　キングサイズのベッドにそっと下ろされ、架は目を瞬またたかせた。

　シドニーの寝しん室しつに入ったのは初めてだ。これまでにもシドニーと何度もエロティックな行こう為いをしてきたが、今夜は特別という気配を感じて緊きん張ちようしてしまう。

「嫌なら最後まではしない」

　架の上に覆おおい被かぶさってきたシドニーが、掠かすれた声で囁ささやく。

「……嫌ではないんですけど……」

「じゃあ最後までＯＫってこと？」

　薄うす闇やみの中、青い瞳が食い入るようにこちらを見つめていた。

　シドニーがひどく興奮しているのが伝わってきて、ほんの少し怖こわくなる。

「わ、わかりません」

　架は正直な気持ちを告げた。ちょっぴり怖くもあるけれど、抱かれたいという気持ちもあるのは確かだ。

「わかった、じゃあここから先は嫌だって思ったら、その都度言ってくれ」

「了りよう解かいです……っ」

　再び口づけられて、架は目を閉じた。

　大だい丈じよう夫ぶ、シドニーは強ごう引いんにことを進めたりはしない。これまでも、辛しん抱ぼう強く架のペースに合わせてくれた。

　シドニーは、安心して身を委ゆだねることのできる唯ゆい一いつの相手なのだ──。

「……っ」

　性急な手つきでシャツのボタンを外され、息を飲む。

　薄い胸むな板いたが露あらわになり、外気に触ふれた乳ち首くびがきゅんと縮こまるのがわかった。

（胸触さわられるとすぐ感じちゃう……）

　自じ慰いのときに自分で触ることもあったが、あまり気持ちいいとは思わなかった。

　なのにシドニーの手のひらでまさぐられたり指でつつかれたりすると、乳首から全身に快感の電流が走るのだ。

　乳首への愛あい撫ぶだけで先走りが漏もれるなんて、いったいシドニーはどんな魔ま法ほうを使っているのだろう。

「……？」

　今夜のシドニーは、なかなか乳首に触れようとしなかった。なぜか難しい表情で乳首を凝ぎよう視ししている。

「……まったく、きみのここは、どうしてこんなに可愛かわいいんだ」

「えっ？」

　責めるような口調で言われ、驚おどろいて首を起こす。

　白くなめらかな肌はだに、淡あわいピンク色の乳首がふたつ、丸い肉にく粒つぶを作っている。小さな花びらのような乳輪の中心で、つんと凝こった雄お蕊しべがぷるぷると震ふるえており……。

（うわ、なんかすごくいやらしい）

　急に恥はずかしくなって、架は両手で乳首を隠かくした。

「なぜ隠すんだ？」

「……あなたがじろじろ見るから」

「きみはわかってないな。隠されるとますます見たくなる」

「あ……っ」

　乳首を隠した両手を、シドニーが少々乱暴な手つきで引き剝はがす。

　シドニーの視線を感じて、乳首がうずうずと疼うずいて全身に快感のさざ波を広げていった。

「ラッシュガードの下でも、こんなふうにぷっちり勃たたせてただろう」

「ええっ？」

「見たら触りたくなるから、見ないように我が慢まんしてた。けど見たいし、ああもう！」

「あん……っ」

　いきなり乳首に口づけられて、思わず架ははしたない嬌きよう声せいを上げてしまった。

　同時に、鈴すず口ぐちから何かが漏れ出て下着を濡ぬらす。

（い、今の何？）

　先走りなのか精液なのか、自分でもわからなかった。キスしたときから先走りが漏れていたので、多分後者だろう。

　ここのところ毎日出しているので、生産が追いつかない。このペースだと、セックスに至る頃には底を尽つきてしまいそうだ。

　その点シドニーの精液は濃のう厚こうで量もたっぷりあって、架同様連日放出しているのに勢いが衰おとろえる気配がない。

　もしかしたら今夜、シドニーのあの濃厚な牡おすの体液を体内で感じることができるかもしれない。そう考えただけで、尻しりの奥の禁断の蕾つぼみがじんじんと疼いてしまう。

「大丈夫か？　目がうつろだけど、もしかしていった？」

　乳首を舐なめまわしていたシドニーが、心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。

「……わかりません……いったかも……」

「見てみよう」

　ベルトを外され、ズボンのファスナーを下ろされる。恥ずかしかったが、快感の余よ韻いんに浸ひたる体には抵てい抗こうする気力が残っていなかった。

　ズボンを下ろしたシドニーが、目を見開いて息を荒げる。

「いったみたいだな。パンツがびしょびしょだ」

「……っ」

　慌あわてて両手で隠そうとするが、またしても手を引き剝がされてしまった。

「俺たち結けつ婚こんするんだし、隠しごとはなしだ」

「これは隠しごととは違ちがいます……っ」

「全部見たいんだ。きみがパンツを濡らして恥ずかしがっているところを見ると、最高に興奮する」

　言いながらシドニーが体を起こし、ベッドの横に立つ。仕立てのいいズボンの前が、布地を突つき破らんばかりに張り詰つめていた。

「見てくれ。これが証しよう拠こだ」

　性急な手つきで、シドニーはシャツとズボンを脱ぬぎ捨てた。紺こん色いろのボクサーブリーフの上部からぬるついた亀き頭とうがはみ出しており、慌てて架は視線をそらした。

　シドニーが、架の腰こしを跨またいで膝ひざ立ちになる。そして架に見せつけるように、ゆっくり下着をずり下ろし……。

　ぶるんと大きく揺ゆれて、逞たくましい牡の象しよう徴ちようが露わになる。

　長く太い茎くきには血管が浮うき、たっぷりと精液を湛たたえた玉が重たげだ。先せん端たんの亀頭は大きく笠かさを広げ、透とう明めいな先走りをしたたらせている。

（すごい……）

　こうして目まの当たりにするのは初めてだ。

　慎つつしみを忘れて、架はシドニーの猛たけ々だけしい屹きつ立りつに見入ってしまった。

「触ってくれ、と言いたいところだが、今きみに触られたら爆ばく発はつする」

「わ、わかりました。触りません」

「いやその、永遠に触るなって言ってるわけじゃないぞ？　むしろいつでも大だい歓かん迎げいだが、今はその……きみの中で爆発したい」

「……っ！」

　体の奥がずくんと疼き、架はたまらなくなって両りよう脚あしを広げた。

「き……来てください」

「いいのか？」

「はい……っ」

　シドニーが獣けもののような唸うなり声を上げ、架の両脚を抱かかえて交接の体勢を取る。

「そうだ、潤じゆん滑かつ剤ざい！　どこに置いたっけ？」

　シドニーが我に返ったように辺りを見まわす。ベッドから降りようとしたので、慌てて架は「待って」と腕うでを摑つかんだ。

「僕、香こう料りようが強いのだめなんです。いろいろ試ためしてみて、オーガニック素材の天然の香かおりのしか使えなくて……っ」

「そうなのか？　じゃあ俺が買ってきたのはだめだ」

「すみません、もっと早く言えばよかったんですけど」

「いいんだ。ていうか、試したっていうのはその、自分で……？」

　勢いで潤滑剤を使った自慰を告白してしまったことに気づき、真っ赤になる。

「参考までに聞かせてくれ。ええとその……道具とか使って？」

「いえ……指だけです……」

　消え入りそうな声で告げると、シドニーが鼻を押さえて呻うめいた。

「すまん、きみが自分で指を入れてるところを想像してしまって……鼻血出てないかな？」

「出てないです。想像しないでください」

「わかった。今度自分でやるところを見せてくれ。けど今は、こっちに集中しよう」

　再び交接の体勢を取り、シドニーが肩かたで息をする。

「潤滑剤がないから最後まではしない。だけど、ちょっとだけきみの中を味わわせてくれ」

「い、入れるんですか？」

　さっきは勢いで「来てください」などと口走ってしまったが、シドニーの言うとおり潤滑剤がないと挿そう入にゆうは無理だ。急に怖おじ気づいて、架は太ふと腿ももを擦すり寄せた。

「先っぽだけ、ちょっとだけだ」

　言いながら、シドニーが茎の部分を握にぎって亀頭を向ける。

「……っ」

　大きな亀頭の割れ目から、先走りがとろとろと溢あふれていた。

　目にしたとたんに先ほどの渇かつ望ぼうがよみがえり、蕾がシドニーの牡を咥くわえたがってうごめき始める。

　なまめかしい吐と息いきを漏もらし、架はシドニーが入れやすいように腰を浮かせた。

「あ……っ」

　きゅっと窄つぼまった襞ひだに、熱くぬるついた感かん触しよくが押し当てられる。

　襞にローションを塗ぬり広げるように、シドニーが亀頭をくるくると動かした。

（シドニーの先っぽが、あそこに当たってる……っ）

　蕾の中の快楽のスポットまで、ほんの数センチ。指でしか弄いじったことのないそこを、シドニーの大きな亀頭で擦こすられるところを想像し、架は息を乱した。

「架のここ、すごいな……俺を中に引き込もうとしてる」

「へ、変なこと言わないで……っ」

「本当のことだ。ほら、どんどん引き込まれていってる」

「ひあ……っ」

　シドニーがゆるゆると腰を動かし、少しずつ亀頭をめり込ませていく。

（どうしよう、シドニーが中に入ってきてる……っ）

　蕾の内部のごく浅い部分を、亀頭がくちゅくちゅとかき混ぜる。粘ねん膜まくと粘膜が触ふれ合った部分から、経験したことのない快楽の波が押し寄せてくるのがわかった。

（すごい、こんなに太いなんて……）

　窄まった蕾を限界まで押し広げられて、架は痛みとそれを上まわる快感に身み悶もだえた。

　亀頭はどんどん侵しん入にゆうし、やがていちばん太い雁かりの部分まで入ってきた。

「やばい架。もう爆発しそうだ……っ」

　苦しげに言って、シドニーがせっかく収めた亀頭を引き抜ぬこうとする。

　慌てて架は、シドニーの腕を摑んだ。

「だめ、抜かないで！」

「いいのか？」

「……ん、な、中で爆発して……っ」

　恥はずかしい欲望を口にする。

　シドニーの濃厚な精液で、中をたっぷり濡ぬらされたい──。

「架……！」

　シドニーが唸り声を上げて、腰を押しつけてくる。　>>>♥

　その拍ひよう子しに亀頭がぐいと奥へ突き進み、張り出した雁で粘膜を擦られて架は悲鳴を上げた。

「あああ……っ！」

　狭せまい肛こう道どうに、熱い飛沫しぶきが勢いよく叩たたきつけられる。

　入り口が太い栓せんでぴったり密みつ封ぷうされているので、大量の精液は架の奥へ流れ込んできた。

「ああっ、ひああん……っ」

　びくびくと身悶えながら、架も絶頂に上り詰めた。

　もう出すものがなくて初うい々ういしい亀頭が震ふるえただけだったが、全身がとろけそうなほどの快感に襲おそわれる。

（すごい……シドニーのが、いっぱい中に……）

　シドニーと結ばれた悦よろこびが、じわじわとこみ上げてくる。快感の余よ韻いんは長く続つづき、架は空中をふわふわ漂ただよっているような心地いい感覚に浸ひたった。

「……架、架！　大だい丈じよう夫ぶか？」

　頰ほおをぺちぺちと叩かれて、うっすら目を開く。青い瞳ひとみが、心配そうに顔を覗のぞき込んでいた。

「びっくりした。気絶したのかと思った」

「だ、大丈夫れす……」

「あのさ、提案なんだけど、今ので中がいい具合に濡れたから、もうちょっとだけ続けてもいいか？」

「え……？」

　今いったばかりなのに？　と訊きこうとして、架は体の中でシドニーの牡おすがむくりと動くのを感じた。

「やっ、な、何？」

「悪い。また勃ぼつ起きした……」

「え、もう？　あ、ああ……っ」

　内側から肛道を押し広げられ、挿入されたときとはまた違う快感に声を上げる。

「まだ半分くらいしか入ってないんだが、もう少し奥に行ってもいい？」

「えっ、半分!?　そんな、もういっぱいです！　これ以上は無理です！」

「わかった。今日はここまでにしておこう」

　息を荒あららげ、シドニーが腰こしを動かし始める。

「あ、あっ、だめ、そんなに擦ったら、あ、あああ……っ」

　硬かたくて太い肉棒で快楽のスポットを擦られて、架は精液が漏もれるのを感じた。実際には出ていないだろうが、体がぐずぐずに溶とけてシーツの中に染しみこんでいくような奇き妙みような快感に打ち震える。

（すごい……なんなのこれ……）

　半分しか入っていないのにこれでは、先が思いやられる。

　いつかシドニーの長大な屹きつ立りつに体の最さい奥おうを突つき上げられた日には、自分はばらばらになって宇宙の塵ちりと化してしまうのではないか。

（大丈夫……セックスが気持ちよすぎてばらばらになった人はいないはず……）

　愛する人に抱だかれながら、架は甘くとろけそうな快感に身を委ゆだねた。
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　──別べつ荘そうに来て九日目の午後三時。

　書しよ斎さいで急ぎの仕事を済ませ、シドニーはノートパソコンをばたんと閉じた。

「よし、終わり！」

　早く架といちゃいちゃしたい。盛大に照れていた今朝の架を思い出し、エロティックな期待で胸がはち切れそうだった。

（今夜が別荘での最後の夜だし、水を入れ替かえて綺き麗れいにしたからまたプールでいちゃいちゃするのもいいな……）

　ラッシュガードの上から胸をまさぐり、そのまま手を下へ持っていく。

　妄もう想そうの中の架は、ラッシュガードとお揃そろいの白いビキニパンツ姿だ。シドニーの愛あい撫ぶを待ちわびて、ビキニの前が可愛かわいらしく膨ふくらんでいて……。

「……っ！」

　ふいに玄げん関かんのチャイムが鳴り響ひびき、淫みだらな妄想が断たち切られる。

　平常心を取り戻もどそうと、シドニーは立ち上がって深呼吸をした。

「警察のかたがお見えですよ」

　書斎の戸口に現れたマーサが告げる。

「ありがとう。架も呼んできてくれるか？」

「はい、ああ、ちょうど二階から下りてらしたわ」

　階段を下りてきた架が、シドニーと顔を合わせたとたんに真っ赤になって目をそらす。

（はは、可愛いな。ゆうべエッチなことをしたのがマーサにばればれだ）

　エッチなことはほぼ毎晩していたが、ゆうべのは特別だ。

（なんせ、ついに架と……！）

　俺たちセックスしました、しかも人生最高のセックスですと触れまわりたい。

　半分ほどしか入れていないのにあんなに気持ちいいなんて、架の体はミラクルだ。

「お待たせしました」

　架とともに応接室に入ると、コーネル刑けい事じが立ち上がった。

「どうも。フィル・ドレイクがようやく観念して噓うそをついていたことを認めましたので、ご報告に」

「全ぜん裸ら男はピーター・プラットだと認めたんですね？」

「はい。嫉しつ妬とにかられて、あなたに罪を着せようとしたようです」

　シドニーに促うながされて、コーネルはソファに腰を下ろした。

「ドレイクは散々ロックハートさんの悪口をまくし立てたあと、今度はチバさん、あなたの悪口まで言い始めました。自分はチバさんに惑まどわされて人生の階段を踏ふみ外したとかなんとか」

「あきれたな。あれだけ架に怖こわい思いをさせておいて、勝手なもんだ」

　その言い草に憤ふん慨がいして呟つぶやくと、コーネルが「ストーカーの執しゆう着ちやく心しんが愛情から憎ぞう悪おに変わるのはよくあることです」と言った。

「ドレイクはストーカー行為及および家宅侵入、偽ぎ証しよう罪で裁かれることになりますが、治ち療りようのプログラムを受けられるように配はい慮りよします。刑けい務む所しよにぶち込んでも、あの手の輩やからは恨うらみを募つのらせて復ふく讐しゆうに走ったりしますからね。ま、ドレイクは今回の一件でさすがに懲こりたようで、チバさんとは金輪際かかわりたくない、もう二度と顔も見たくないと言ってますけど」

「本心であって欲しいですね。僕も、二度と彼とは会いたくないですから」

　硬い声で言って、架が膝ひざの上でぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめる。

　手を伸のばして、シドニーは架の握り拳をそっと包み込んだ。

「念のため、今後のドレイクの動向はその都度お知らせします」

「プラットはどうなるんですか？」

　帰ろうとした刑事に尋たずねると、刑事は軽く肩かたをすくめた。

「保ほ釈しやく金を払はらって帰宅したところです。ドレイクに怪け我がをさせたのは故意ではなかったですし、そっちのほうは罪に問われないでしょうが、公然わいせつが二度目なので」

「あれも一種の病気だな」

　刑事を見送ってからぼそっと呟くと、横顔に強い視線を感じた。

　架が、何やら物言いたげな目でじっとシドニーを見上げている。

「大丈夫、俺が素すっ裸ぱだかになるのは寝しん室しつの中だけだ」

　安心させるように微笑ほほえみ、シドニーは愛いとしい伴はん侶りよを抱だき寄せた。
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（今日でここともお別れか……）

　思い出の詰つまった寝室を見まわし、架はふっと息を吐はいた。

　リムジンに乗ってスリーピーホロウにやってきたのが、遠い昔のことのように感じられる。

　あのときは、まさかシドニーと結けつ婚こんを前提とした交際に発展するなんて、思いもしなかった。

　……いや、心のどこかで密かに願っていたかもしれない。けれどそれが現実になるとは、やはり何度思い返してみても夢のようだ。

　シドニーとの出会いは、偶然ではなく必然だった気がする。

　あの青い瞳と視線が絡からみ合った瞬しゆん間かん、人生の新たな扉とびらが開いたのだ──。

（うわ、父さんと母さんにどう言って切り出そう）

　現実的な問題が押し寄せてきて、架は落ち着かない気分で室内をうろついた。

　両親には、自分がゲイであることはまだ告げていない。ふたりとも偏へん見けんは持っていないが、自分の息子むすことなると話は別かもしれない。

　両親や親族の反応を思うと怖いが、シドニーと一いつ緒しよなら心強いし、何があっても乗り越こえていけると思う。

（いろいろ考えても仕方ない。なるようになる）

　寝ね支じ度たくを整えようと、髪かみを乾かわかして歯を磨みがく。

　ドアをノックする音が聞こえてきて、架は急いで口をすすいだ。

「はい？」

　ドアを開けたのは、当然ながらシドニーだった。

「もう寝ねるところ？」

「ええ」

「あのさ、考えたんだけど、やっぱり一緒に寝ないか？」

　シドニーの申し出に、架は笑えみを浮うかべたまま固まった。

　──夕食のあと、シドニーにプールに誘さそわれた。

『今夜が最後だし、夕食のあとでちょっと泳がないか？』

　魅み惑わく的な誘いではあったが、少し考えて架は辞退した。

『いえ、やめておきます。その……結構疲つかれてるし、今夜は早めに寝ようかと』

　架がそう言うと、シドニーは心配そうに顔を覗のぞき込んできた。

『そうだよな、疲れてるよな。……体は大だい丈じよう夫ぶ？』

　セックスの影えい響きようを心配されてしまい、架は恥はずかしさのあまりくらくらしてしまった。

　一緒に過ごしていくうちに、この叫さけび出したくなるような気恥ずかしさが、少しはやわらいでくれるといいのだが……。

『だ、大丈夫です……でも今夜はゆっくり寝たいので、それぞれの寝室で休みましょう。犯人も捕つかまって、もう警けい戒かいする必要はないですし』

　一緒に寝たら、何もしないと言ってもシドニーは何かしら仕し掛かけてくる。軽いキスやハグでいちいち反応してしまう自分にも問題があるが、ゆうべのセックスでぐったりしているので今夜は体を休ませたいというのが本音だ。

『わかった。ゆっくり休んでくれ』

　そう言ってにっこり微笑んでいたが、シドニーは諦あきらめていなかったらしい。

　断ろうと口を開きかけ、架は思いとどまった。

　シドニーが、小首を傾かしげるようにしてじっと自分を見下ろしている。

　青い瞳ひとみは吸い込まれそうなほど魅み力りよく的だし、Ｔシャツをまとった厚い胸むな板いたは寄りかかっていいよと架を誘っていて──。

「……わかりました。一緒に寝ましょう」

　誘ゆう惑わくに屈くつし、架はシドニーの提案を受け入れることにした。「言っておきますが、何もせずただ寝ねるだけですよ」と釘くぎを刺さしておく。

「もちろん！　何もしないと約束する」

　シドニーがぱっと目を輝かがやかせ、いそいそと部屋に入ってきた。ベッドに直行し、定位置となった左側に陣じん取どる。

（なんかシドニーって、人なつこい大型犬みたいなところがあるなあ）

　笑いを嚙かみ殺し、架もブランケットを剝はがしてシーツの上に横たわった。

「おやすみなさい」

「ああ、おやすみ」

「明かり消しますね」

「ああ、全部消していいよ」

　ナイトテーブルの上のランプを消し、枕まくらに頭を乗せる。

　たちまち睡すい魔まが襲おそってきて、架は眠ねむりに引き込まれていった。







「……架、……架」

　──近くでシドニーの声がしている。

　振ふり返って辺りを見まわすが、シドニーの姿はどこにもなかった。

「シドニー？」

　不安になって、愛しい恋こい人びとの名前を呼ぶ。名前を呼ぶ声は聞こえているのに、シドニーがどこにもいなくて……。

「──架、起きてくれ」

「……っ！」

　そっと肩を揺ゆすられて、架は驚おどろいて目を開けた。

　薄うす闇やみの中で、青い瞳がじっとこちらを見下ろしている。

「……もう朝？」

　掠かすれた声で尋ねると、シドニーが人差し指を唇くちびるに当ててみせた。

「いや、一時を過ぎたところだ」

　眠りについてから三時間ほどか。ふっと息を吐いて、架は再び目を閉じた。

「架、今の聞こえたか？」

「……なんです？」

「さっきから何か物音がするんだ。壁かべの中から聞こえてくるような、何かを動かしているような音だ」

　シドニーの言葉に、架はぱちっと目を見開いた。

　急速に眠気が覚めていき、全身の神経を耳に集中させる。

　シドニーの言うとおり、寝室の壁伝いに、かすかに物を引きずるような音が響ひびいてくるのがわかった。

「…………僕も聞こえます」

「だろう？　誰だれかがこの家に侵しん入にゆうしてる」

　体を起こして、シドニーが小声で囁ささやく。

「えっ、ほんとに？　ネズミとかじゃなくて？」

　起き上がって、架も声を潜ひそめた。

　シドニーが音のするほうを指さし、「ネズミだと思うか？」と聞き返す。

「ネズミじゃなさそうですね……」

「多分階下だ。俺が様子を見てくる。きみはここにいてくれ」

　機き敏びんな動きでベッドから降り立ち、シドニーが足音を忍しのばせてドアへ向かう。

「待って、警察に通報したほうが……っ」

　慌あわててシドニーを呼び止め、架も音を立てないようにベッドから抜ぬけ出した。

「侵入者を確かく認にんしてからだ」

「わかりました。絶対に無理しないでくださいね。武器を持ってるかも」

「無む茶ちやはしないと約束する」

　慎しん重ちようにドアを開け、シドニーがゆっくりと廊ろう下かに踏ふみ出す。

　架も戸口まで行って、固かた唾ずを吞のんでシドニーの後ろ姿を見守った。

（シドニーはああ言ったけど、通報してすぐにパトカーが来てくれるとは限らないし）

　何かあってからでは遅おそい。後こう悔かいしたくなくて、架はデスクの上のスマホを摑つかんで９１１に電話をかけた。

『緊きん急きゆうダイヤルです』

　落ち着いた女性の声が応答する。

「あの、今家に誰かが忍び込んでいるようなんです。物音が聞こえて……っ」

『住所とお名前を』

　小声で番地と家主であるシドニーの名前を告げ、自分の名前を名乗る。

「昨日も敷しき地ち内で侵入者が捕つかまったばかりで、コーネル刑けい事じが事情をご存じです」

『すぐに伺うかがいます。通話を切らずにこのまま待機してください』

「は、はい」

　冷静で淡たん々たんとした応答が心強い。スマホを握にぎり締め、架はそっと忍び足で廊下に踏み出した。

「……っ」

　階段のある玄げん関かんホールから、はっきりと物音が聞こえてくる。向こうからシドニーがやってきて腕うでを摑み、「部屋に戻もどるんだ」と囁いた。

「誰かいたんですか？」

　部屋に戻もどってから、小声で尋たずねる。

「ああ、男がひとり、階段に飾かざってある肖しよう像ぞう画がを下ろしている」

「エイモス？」

「わからん。通報しよう」

「もうしました。すぐに来てくれるそうです」

　スマホを掲かかげてみせると、シドニーが頷うなずいた。と同時に、パトカーが短くサイレンを鳴らす音が聞こえてくる。

「まずいな、逃にげられるぞ」

　止める間もなく、シドニーが部屋から飛び出していった。

　慌てて架もシドニーのあとを追い、廊下のキャビネットに置かれていた燭しよく台だいを摑む。

「待て！」

　サイレンの音に気づいた不ふ審しん者が、大きな包みを抱かかえて裏口から逃げようとしているところだった。

　振り返ったその顔を、窓から差し込んだ外灯の光がくっきりと浮うかび上がらせる。

　──ローガン・エイモスだ。

　黒っぽいジャージの上下に身を包み、黒いニット帽ぼうを目ま深ぶかにかぶっているが、エイモスに間ま違ちがいない。

　裏口のドアの前で、シドニーが猛もう然ぜんとエイモスにタックルする。

「シドニー！」

　架の叫びは、ほとんど悲鳴に近かった。

　薄闇の中で、ふたりの男が攻こう防ぼうをくり広げる。燭台を掲げて裏口へ突とつ進しんすると、シドニーがエイモスを床ゆかに組み伏ふせたところだった。

「俺は平気だから、近づくな！」

「だけど……っ」

　シドニーに加勢しようとじりじり近づくが、怖こわくて足がすくんでしまう。

「警察だ！」

　玄関のドアを叩たたく音に、架ははっとした。急いで踵きびすを返し、鍵かぎを外してドアを開ける。

　ドアが開くと同時に、制服姿の警察官がふたり飛び込んできた。

「あっちです！　裏口から逃げようとして……っ！」

　銃じゆうを構え、警察官が架の指さすほうへ向かう。慌てて追いかけると、シドニーがエイモスの上に馬乗りになって腕をねじ上げているところだった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ええ、押さえているので手て錠じようをお願いします」

　警察官のひとりが、屈かがんでエイモスに手錠をかける。

　引っ張り起こされたエイモスは、恨うらめしげな目つきでシドニーと架を睨にらみつけた。

「何か盗ぬすまれたんですか？」

「盗まれたんじゃなくて、うちの肖像画の額がく縁ぶちの中に隠かくしていたものを回収に来たようです」

「額縁の中に？」

　シドニーの言葉に、架は目をぱちくりさせた。

「ああ、エイモスが壁から外した額縁の中から別の絵を取り出すのをこの目で見た。やっぱりこの家が隠し場所だったんだ。隠し部屋や秘密の通路があるんじゃないかと散々探しまわったんだが、まさか肖像画の額縁の中に隠していたとはな」

　シドニーが言うと、警察官が銃をホルダーに収めながら歩み寄ってきた。

「コーネル刑事から話は聞いています。隠していたということは、盗とう品ひんか贋がん作さくでしょうね」

　話しかけられて、架はようやく彼が最初にロックハート邸ていに来てくれた眼鏡めがねの警察官だということに気づいた。

「盗品を手元に置いておくのはリスクが大きい。自宅やギャラリーは、何かへまをして警察に家宅捜そう索さくでもされたらすぐに見つかってしまう。その点ここは夏の間しか人が来ないし、接点も気づかれにくい。まず見つかることはないだろうと考えたんでしょうね」

　壁にずらりと並んだ肖像画を見上げ、警察官が感心したように頷うなずく。

「肖像画だけでなく、うちにある額縁を全部外して確かめたほうがよさそうだな」

「ええ、応おう援えんを呼びます」

　携けい帯たいを取り出した警察官を、シドニーが「ちょっと待って」と制止する。

「申し訳ないんだが、夜も遅いし、続きは朝にしてもらえないかな。額縁にはいっさい触さわらないようにするから」

「そういうわけにはいきません。共犯がいる可能性もありますし、第三者が横取りに来る可能性も」

「わかった。じゃあつき合うよ。架、きみは部屋に戻って休むといい。疲つかれただろう」

　シドニーは架を休ませようとして、警察に交こう渉しようしてくれたらしい。

　気き遣づかいが嬉うれしくて、架はそっとシドニーの腕に触ふれた。

「いえ、もうすっかり目が覚めましたから。長い夜になりそうですし、まずはコーヒーを淹いれましょう」

　眼鏡の警察官が供述を取りたいというので、応接室に通して彼にもコーヒーをふるまうことにする。

　キッチンでコーヒーメーカーをセットしていると、シドニーがやってきてぎゅっとハグしてくれた。

「無事でよかった」

「ええ、あなたも」

　言ってから軽くシドニーの胸を押し、「無茶はしないって約束したのに」と抗議する。

「すまない。あとから考えたら、大人しく警察の到とう着ちやくを待つべきだった。エイモスに逃げられそうになって、つい」

「今後は絶対無茶しないでくださいね。あなたに何かあったら、僕は……」

　ふいに涙なみだがこみ上げてきて、慌てて架はそっぽを向いた。今になって、衝しよう撃げきが押し寄せてきたらしい。

「ほんとに悪かった。これからはきみを悲しませるような真似まねはしないと誓ちかうよ」

「ええ、絶対に。約束ですよ」

　コーヒーができるまでの間、キスをして互たがいの無事を確かめる。

　やがて出来上がりを知らせる電子音が鳴り響ひびき、架はそっとシドニーの腕から逃のがれた。

「あなたの読みが当たってましたね」

　カップにコーヒーを注ぎながら、シドニーの顔を見上げる。

「ああ、惚ほれ直した？」

　シドニーの軽口に、架はくすりと笑って頷いた。
















危険な男
















「シドニー！　た、大変です……っ！」

　寝しん室しつで荷造りをしていると、愛いとしの伴はん侶りよが血相を変えて飛び込んできた。

「どうしたんだい？　スイートハート」

　顔を上げて、シドニーは慌あわてふためいた様子の架かけるににっこりと笑いかけた。

　──別べつ荘そう十日目の午後三時。今日はバカンスの最終日で、五時に迎むかえに来るリムジンでニューヨークに帰ることになっている。

　午前中に警察の現場検証が終わり、ローガン・エイモスが別荘内に隠かくしていた盗とう品ひんや贋がん作さくはすべて押おう収しゆうされた。

　十八年前の事件の際、エイモスはギャラリーのオーナーたちが手を染めていた犯罪に薄うす々うす気づいていたという。その後しばらくまっとうな商売をしていたが、ギャラリーの資し金きん繰ぐりが悪化して、裏稼か業ぎようを始めることにしたらしい。

　別荘に目をつけ、母親が持っていた裏口の鍵かぎをコピーし、警報が鳴らないようにセキュリティシステムに細工をし、膨ぼう大だいな量の額縁を隠かくし場所に選んだ。

　故買屋や贋作家から情報が漏もれるのを防ぐため、隠し場所を知るのはエイモスひとり。徹てつ底ていした情報管理の成果か、裏稼業はそれなりに繁はん盛じようしていたようだ。

　今朝電話で事の顚てん末まつを伝えたところ、大おお叔母おばはひどく驚おどろいていた。自分の聞き間ま違ちがいではなかったことを喜び、しかし幽ゆう霊れいではなかったことをちょっぴり残念がっていた。

　事件は無事解決したことだし、ニューヨークに戻もどれば架との新生活が待っている。前ぜん途と洋々、シドニーの頰ほおは朝から緩ゆるみっぱなしだ──。

　両手で大事そうに本を抱かかえ持ち、架がそろりそろりとこちらに近づいてくる。

「これを見てください」

　差し出されたペーパーバックを受け取り、シドニーは表紙に目を落とした。

　架が夢中になって読んでいた推理小説だ。この作家が好きで、新作が出たら必ず買うと言っていた……。

「Ｐ・Ｐ・プラット？」

　作者名に何か引っかかるものを感じて、シドニーは架に視線を向けた。

　両手を胸に当て、架は興奮した様子でこくこくと頷うなずいている。

「本名はピーター・ポール・プラットです！」

　嫌いやな予感がして、シドニーは裏表紙の著者近きん影えいを確かめた。

　モノクロの顔写真は、おそらく二十年以上前のものだ。今より心持ち瘦やせていて髪かみもふさふさしているが、カメラ目線で笑えみを浮うかべているのはあの全ぜん裸ら男に間違いない。

「…………本当に小説家だったのか」

　驚いて、シドニーは目を見開いた。逮たい捕ほされたとき刑けい事じが〝自じ称しよう小説家〟と言っていたので、作家志望の無職、あるいはネットにポエムを書き連ねているような変人かと思っていた。

「そうなんです！　僕もさっきバッグにしまおうとしたときに、そういえば名前が似てるなって思って気がついて……っ」

　架が両りよう拳こぶしを握にぎり締しめ、嬉うれしそうに歓かん声せいを上げる。

「信じられます!?　僕が今いちばん好きな作家なんです！　本名はネットで調べるまで知らなくて、顔写真も今とだいぶ印象が違うので、こないだお会いしたときには全然気づきませんでした！」

「ああ……びっくりだな」

　言いながら、シドニーは架の紅潮した頰を複雑な思いで見下ろした。

　大人げないとわかっているが、架が自分以外の男にこんなふうに頰を赤らめたりするのは許しがたい。好きな作家に遭そう遇ぐうして興奮しているのはわかるが、ちょっとはしゃぎすぎではないか。

　もちろん架の前ではおくびにも出さない。そんなことを言ったら、嫉しつ妬と深くて狭きよう量りような男だと思われるのが落ちだ。

「よかったな。ちょっと意外なシチュエーションだったけど、好きな作家に会うことができたなんて」

　にっこりと笑みを浮かべ、シドニーは架に本を返した。

「ええ、本当に。もっと早く気づけばよかったんですけど」

　本を胸に抱だき締めて、架が何か言いたげにシドニーを見上げる。

「あの……プラットさんは近所に住んでるんですよね？　住所はご存じですか？」

「いや、聞いてない」

「できればもう一度お会いして、サインをいただきたいんですけど……」

　顔に笑みを張り付けたまま、シドニーはぴくりと頰を引きつらせた。

　だめだ！　あの男は全裸でジョギングしたり、他人の家に侵しん入にゆうして全裸で泳ぐような変態だぞ？

　そう言いたい気持ちをぐっとこらえ、架の肩かたを優やさしく抱き寄せる。

「スイートハート、きみの望みはなんでも叶かなえてあげたいと思っている。けど、ピーター・プラットに会いに行くのは賛成できないな」

「もちろん、突とつ然ぜん押しかけるような失礼な真似まねはしません。まずは電話か手紙でご都合をお訊ききしてから……」

「そういう問題じゃないんだ。いいかい？　プラットは危険な男だ。忘れたのか？　故意ではなかったとはいえ、フィル・ドレイクに怪け我がをさせたんだぞ？」

「それはまあ……そうなんですけど」

　架のトーンがやや低下する。ここぞとばかりに、シドニーはプラットの危険性を並べ立てた。

「よく考えてごらん。全裸で公園を走ったり、全裸でプールで泳いだり、プラットは常じよう軌きを逸いつした人物だ。きみがいちばん好きな作家だと言うくらいだから、小説家としての才能はあるんだろう。プラットと会わなくても、彼の書いた小説を楽しむことはできる。サインは……そうだ、知り合いに出版社勤務の編集者がいるから、彼に頼たのんでみよう」

「できれば目の前でサインして欲しいんですけど……」

　架が諦あきらめきれない様子なので、シドニーは困ったようにため息をついてみせた。

「気を悪くしないで欲しいんだが……」

「なんですか？　言ってください」

　架が不安そうな眼まな差ざしで見上げてくる。

　睫まつ毛げを震ふるわせるさまの、なんと可か憐れんなことか。

「きみは気づいていないかもしれないけど、きみには危険な人物を引き寄せる何かがあると思うんだ。もちろんきみが悪いわけじゃない。悪いのは、純じゆん粋すい無む垢くな天使に取り入ろうとする輩やからのほうだ。けど、何かあってからでは遅おそい。危険な匂においのする人物には、最初から近づかないのが賢けん明めいだ」

　黙だまって聞いていた架が、詰つめていた息をふっと吐はき出した。

「……あなたが心配するのもわかります。実際、ちょっと変な人につきまとわれたことが何度かありましたから……」

「わかってくれた？　いい子だ」

　大きく手を広げ、シドニーは少々大おお袈げ裟さな仕草で架を抱き締めた。

　ふいに架が、くすくすと笑い出す。

「どうした？」

「思い出したんです。あなたのことも、最初は危ない人だと思ってたなって」

「ええっ？　俺が？」

「だって、麻ま酔すいが覚めたとたんに名前を訊いてきたり、前世で会ったことがあるとか言い出したり」

　架の指し摘てきに、シドニーはうっと言葉を詰まらせた。

　自覚がなかったが、こうして改めて聞いてみると、架にとって自分は結構危ない男だったかもしれない──。

「……確かにそうだ。つまり、きみが危険人物を引き寄せていることが証明されたわけだ」

「今はもう危ない人だなんて思ってませんよ」

　架の照れくさそうな眼差しに、シドニーはちょっぴり良心が痛むのを感じた。

　──いいや、架。きみにとって俺は、恋こい人びとになった今も危険であることに変わりはない。頭の中できみにあんなことをさせたりこんなことをさせたり、変態じみた妄もう想そうではち切れんばかりなんだ──。

「……考えたんだけど、来週末にまたふたりでここに来ないか？」

　架の腰こしに手をまわし、シドニーは荷造りしながら考えていたことを切り出した。

「いいですけど、どうして？」

「ほら、今回のバカンスはいろいろあって、あんまりのんびりできなかったから」

「そうですね」

　架が眩まぶしげに目を瞬またたかせる。

「決まりだ」

　言いながら、シドニーは内心ほくそ笑えんだ。

　来週までに、白いビキニタイプの水着を買っておこう。濡ぬれたら透すけ透けになるような、セクシーな下着も。

　危険な男は、天使の痴ち態たいを思い浮かべて密ひそかに息を荒あらげた。








あとがき






　こんにちは、神じん香かうららです。

　お手にとってくださって、どうもありがとうございます。




　毎度おなじみのアメリカ人セレブ×日本人美青年、今回の攻めは前作「御曹司の溺愛家族計画」と同じロックハート一族の御曹司です。前作のクレイグ＆星せいの話題もちょっと出てきますが、それぞれ独立したお話なので前作をご存じなくても問題ありません。けど、もしご興味を持っていただけましたら、クレイグ＆星、そして可愛い甥おいっ子こショーンのお話もどうぞよろしく！

　クレイグは正統派紳士でしたが、今回の攻めのシドニーはちょっと変わり者…かな？　表面上は紳士を装いつつ、ちょっと子供っぽいところもあったりして、いかにも陽気なアメリカンという感じになりました。

　受けの架かけるは白衣の天使（ユニフォームは水色ですが）、危ない男を引き寄せるフェロモンを漂ただよわせているため、いろいろトラブルに巻き込まれています。危ない男筆頭のシドニーと無事結ばれたので、今後はシドニーが架に群がる悪い虫たちをばったばったと退治してくれることでしょう。

　そして今回のお気に入りの脇役は、なんといってもピーター・プラットさん！　こういうキャラは絶対にイラストに入らないことはわかっているのですが、明みよう神じん先生の絵でビジュアルを想像しつつ楽しく書きました（笑）。警察に「全裸でジョギングした前科があるそうだな」と言われたピーターが、「全裸じゃない。靴くつは履はいてた」と言い返すエピソードも用意していたのですが、本編に入れることができなかったのでここで披ひ露ろうしておきます。




　明神翼つばさ先生、今回も素敵なイラストをどうもありがとうございました。ゴージャスできらきらしたシドニーと清せい楚そで可か憐れんな架、カラーで拝見するのが楽しみです！

　そして担当さま、このたびも大変お世話になりました。今回も原稿が遅れてしまい、明神先生にも担当さまにもご迷惑をおかけして本当に申し訳ありません……。

　最後になりましたが、読んでくださった皆さま、どうもありがとうございました。

　ご感想などありましたら、ぜひぜひお聞かせください。

　またお目にかかれることを祈りつつ、このへんで失礼いたします。





神香うらら
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